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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ちわ！　宇宙最強の元海かい賊ぞく、魎りよう呼こさんだぜ。あたしがこうやってしゃべるの、初めてかもしれねェなあ。

　元々あたしゃしゃべる前にパンチが出てキックが出てるタイプだからな、終わったことごちゃごちゃ言うのも好きじゃねェし。

　ま、どうしてもって言われたんでこうやってつまんねェ話をしに出てきたってワケよ。

　何がつまんねェって、酒も飲まずに話すってのがさ。未成年の前だからしょうがねェけどよ。

　で、何だっけ？　そうそう、物もの置おきな。なんでぶっ壊こわしたかって言うと……。




　あの日は何だかはっきりしねえ天気で、夜になっても空気がもやっとしてた。こんな夜は出るんだよ、アレが。

　アレって何だって？　まあ待ちな。

　あたしはいつも通り見み回まわりに出で掛かけたのさ。昼間は大体家にいるだろ？　ま、いないこともしょっちゅうだけど、あの日はとにかく一日中家にいて阿あ重え霞かのヤローと顔突つき合わせてたんでクサクサしてたんだ。

　見回りしてても普ふ段だんは別に何にも起こらないんだが、あの日はあたしもちょっと期き待たいしてたのかもしれねェなあ。

　春の朧おぼろ月づきって知ってるか？

　それもみんな寝ね静しずまった真夜中の朧月。

　池のまわりに桜が咲いててそれがまた顔のねェちっちゃな化け物みたいに何千も何万もぼーっと浮うかび上がっててな、もやがかかった黒い空を見上げるとそこにもまた顔のないでっかい朧月が浮かんでるのさ。

　あたしはぞくぞくした。

　髪かみの毛がチリチリするぐらい濃こい妖よう気きが漂ただよって、池の水面みなもに滴したたり落ちてるような気がするほどだった。

　こりゃ出る、必ず出る。

　久々に腕うでが鳴るぜ！

　あたしは気け配はいを消して桜の枝えだに腰こしを落ち着けると、じっと待った。

　月はゆっくりと傾かたむいていく。

　ＢＧＭはあるかなきかの風の流れだけ。

　虫が鳴くにはまだ早すぎるし、こんな時間には鳥だってみんなねぐらで休んでる。
















　あたしの五感は冴さえ渡わたり、指先は妖あやかしの気配を求めてヒクついてた。

　そのまま二時間も経たったかな。

　あたしは少々待つのに飽あきて眠ねむくなってきた。

　眠くなったって言ってもあたしの造りは地球人や樹じゆ雷らい人と違ちがうから、一日何時間睡すい眠みんが必要ってワケじゃないんだけどさ。

　退たい屈くつで緊きん張ちようが緩ゆるんだってことよ。

　と、その時。

　桜の下でみし、と濡ぬれた土を踏ふむ音がした。

　来たっ！

　あたしはたちまち活力を取り戻もどし、感覚を研とぎ澄すました。

　足音はみし、みし、みし……と桜の下を歩いていく。

　ざっ、と桜が散った。

　長い黒い腕が花びらを振ふり払はらい、ヤツはゆっくりと姿を現した。

　そう、鬼おにさ。

　御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような可か愛わいいヤツじゃない、ありゃあもっと総そう毛け立だつような、そんな化け物なんだ。

　鬼は爛らん々らんと金こん色じきの目を光らせて朧月を見上げた。

　黒くろ鉄がねのような肌はだの下に筋肉が波打っている。

　足と手には鋭するどい鉤かぎ爪づめ。

　その爪にはいつ獲え物ものを食らったんだか、茶色くなった血がこびりついてやがる。

　鬼はぴくりともせずに気配を読んでいた。

　それとも獲物の臭においをたどってたのかもしれない。

　と、ヤツはにいっと笑った。

　捲めくり上げた唇くちびるから鋭い牙きばが覗のぞいた。

　ばさっ、とざんばら髪がみを振ると、鬼は走りだした。

　あたしは間かん髪はつ入れず枝を蹴けり、後を追った。

　まったく、嬉うれしくって笑いだしそうになったぜ。

　ヤツはまっすぐ柾まさ木き家けの方に走っていったんだ。

　これでやり合う理由ができたってワケさ。

　さて、家の前に来るとヤツはうまそうに臭いを嗅かぎ、一いつ瞬しゆん背をかがめると素す晴ばらしいジャンプで二階の屋根に飛び上がった。

　瓦かわら一枚鳴らなかった。

　ヤツはその気になればいくらだって気配を消せるんだ。

　何たってもののけだからな。

　年が巡めぐり陰いんの気きが溜たまるとその一番濃こい闇やみの中から現れ、人の臭いを嗅ぎ当て、むさぼり食う。

　七百年も昔からずっとそうしてきたんだろうな。

　あたしはずいぶん長いことほこらの中にいて、意い識しきを飛ばすことしかできなかったから、ぞくぞくしながら見物させてもらったがな。

　実際すげェ光景だったぜ。

　年とし寄よりも食えば若い女も食った。

　坊ぼう主ずも食えば武士も食った。

　あたしが見たのはつい二百年も前の話さ。

　ヤツはなかなかのしたたかものだと思ったね。

　調ちよう伏ぶくもされずに闇の中に潜ひそみながらいままで生きてきたんだから。

　ま、あたしの境きよう遇ぐうと似てるっちゃ似てるんだが、動き回れるだけヤツの方がずっとマシってことだな。

　あたしはやりたい放ほう題だいやってるヤツがうらやましくて、憎にくらしくてな、自由になったらぜひこいつとやり合ってみたいと思ってたのよ。

　ま、今じゃあたしも自由の身だから、ヤツをブチ殺すことぐらい朝あさ飯めし前なんだが、ただ殺しちゃつまらねェ。

　まだ朝まで間があるし、あたしはヤツと遊ぶことにした。




　さて、ヤツは天てん地ちの部屋の窓に顔をつけてじっと中を窺うかがっていたが、そのまま通り過ぎると阿重霞の部屋の前でぴたりと止まった。

　あたしは気配を消したまんまヤツの後ろ、ほんの半メートルぐらいの位置にいた。

　カーテンが半分ぐらい開いてて、中で阿重霞のヤローが寝ねてるのが見えた。

　ヤツは背中をひくひくさせて中の獲え物ものを品しな定さだめしてるようだった。

　もうヤツの頭の中は肉の味でいっぱい、周りのことなんか見えちゃいねえんだろう。

　どっちを選ぶかな。

　あたしはワクワクしたねえ。

　まあ、あたしがヤツなら阿重霞は食わねェでまっすぐ天地のところに行くけどよ、ヤツにはそんなの関係ねェから、柔やわらかくておいしい肉が食いてェよなあ。

　と、ヤツは窓の陰かげからすうっと中に忍しのび込んだ。

　窓ガラスを突つき抜ぬけたのさ。

　あたしの壁かべ抜けと同じ、特とく殊しゆ能のう力りよくがあるらしい。

　ヤツは阿重霞の上に屈かがみ込こむと、かっと口を開いた。

　きっと子どもじゃ食い足りねェと思ったのよ。

　さて、モノには限げん度どってものがある。

　ヤツがこのまま阿重霞の喉のどにかぶりつくのを黙だまって見てる気はもちろんなかったから、あたしは瞬間移動してヤツの首くび根ねっこを後ろからつかんでやった。

「何する気だい？」

　ヤツは驚おどろいたね。

　すごい力であたしの手を振ふり払はらうと、鉤かぎ爪づめを振り上げてあたしの横よこっ面つらを張ろうとしやがった。

　このまま部屋ん中で立ち回りしちゃ大おお騒さわぎになっちまう。

　あたしはとっさにヤツの腕うでをつかむと、壁抜けして二階の屋根からヤツを放ほうり投げた。

　ヤツは一回転して庭に着地すると、恐おそろしい顔で宙に浮ういてるあたしを睨にらみつけた。

　両目から金色の光がほとばしるかと思うほどだった。

　ヤツは低くうなりながら身を構かまえ、牙きばを剝むき出した。

　おっ、やっとらしくなってきたじゃねェか。

「タダ食いしようってか？　残念だがそういう時代じゃねーんだよ」

　言い終わらねェうちに攻こう撃げきがきた。

　ヤツの鉤爪が頰ほおをかすった。

　実際戦うのはこれが初めてだ、あたしはヤツの能力をちょっとばかし甘あまく見み積つもってたんだな。

　ヤツはスピードも力もずば抜けてた。

　あたしは取り敢あえず着地して体勢を整えようと、横に跳とんだ。

　降おりたのは同時だった。

　ヤツの足が地を蹴けった、と思った時には黒光りする鉤爪があたしの目玉を突き通そうとしてた。

　その手ときたら人の頭ぐらい卵のように握にぎり潰つぶせそうな大きさだ。

　身長はあたしの二倍ぐらい、筋肉の量ときたら十倍はあるんじゃないかな。

　あたしはとっさに頭を下げ、ヤツの腹に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　手ごたえはなかった。

　気を読まれてたんだな。

　ヤツは煙けむりみたいに消えると再び実体化して後ろから羽は交がい締じめにしようとした。

　やりがいのある奴やつだ。

　あたしは反射的にトンボを切ってヤツの顔に蹴りを見み舞まってやった。

　今度は手ごたえがあった。

　ヤツは跳とび退すさると、木の陰かげに消えた。

　もののけのくせに、なかなかやるじゃねェか。

　あたしはぐるりと辺あたりを見回したい衝しよう動どうをこらえて背を向けると、ゆっくりと家の裏手へ歩きだした。

　背中がチリチリした。

　ヤツは今怒いかり狂ってる。

　食事を邪じや魔まされ、おちょくられ、今またそこにいるのが分かってんのにわざわざあたしがケツを向けてんだからな。

　いち、にい、さん……あたしは自分の歩数を数え出した。

　九歩で来るか、十歩で来るか。

　これがお楽しみってもんよ。

　あたしは海かい賊ぞく時代を思い出してほとんどヤツの存在を忘れそうになった。

　こうやって追い詰つめてくのが好きだったのさ。

　獲え物ものを追う。

　獲物に追われる。

　はっきり言ってもっと命いのち懸がけのやりとりだったね。

　ひとつのお宝を奪うばい合って追う者と追われる者に分かれる。

　何百人の猟りよう犬けんどもの鼻先を走り抜ける。

　一歩でも躓つまずけばたちまち敵の餌え食じきだ。

　神か我が人とによく言われたもんさ。

　魎呼、この出で来き損そこないがってね。

　なぜそんな無む駄だなことをする？　目的を達成するのにわざわざ危険な方法を選ぶことはない。おまえには惑わく星せい破は壊かい兵器なみの能力とこの宇宙で二番目の船を与あたえたはずだ。最短距きよ離り、最短速度で目標に達成できるようにな。

　ヘッ！　てなもんよ。

　あたしは単なるパシリかい？

　要よう塞さいみたいなでかい船で邪じや魔ま物ものをなぎ倒たおすような真ま似ねをこのあたしにもしろってか？

　今は双そう蛇じやも神我人もこの宇宙のものじゃなくなったけど、あたしはずっと思ってたぜ。

　ケンカも狩かりもお宝探しも、命懸かけるから面おも白しれえんじゃないかって。

　だから海賊になったのさ。

　……話が逸それちまった。

　結論から言うと、ヤツは襲おそって来なかったんだ。

　裏庭まではちょうど二十二歩だった。

　二十三歩目で物置の扉とびらにたどり着こうって時、あたしは血が凍こおりそうになった。

　ヤツはあたしの後を追ってたんじゃない！

　目的を果たしに行ったんだ……！




　あたしはカンだけで阿重霞の部屋に瞬間移動した。

　部屋の中は空っぽだった。

　布ふ団とんは無む造ぞう作さに捲めくり上げられ、体温を含ふくんでぬくもってた。

　やられたか!?

　あたしはショックのあまり、体の中身がひっくりかえったかと思ったぜ。

　ぐずぐずしてるヒマはなかった。

　あたしは一気に居間へ移動し、小こ刻きざみに移動しながら台所、風ふ呂ろ場ばと見て回った。

　鬼おにの気け配はいも人の気配もしなかった。

　ダメだ、もう影かげに引きずり込まれちまったのかもしれねェ。

　悲ひ鳴めいひとつ上げる間もなかったのか!?

　その時あたしの顔を見たら、きっとほこらの鬼に戻もどったかと思っただろうなあ。

　ちくしょう、あの人食い野や郎ろう!!

　凍りついてた血が一気に逆流してきた。

　あたしは無む我が夢む中ちゆうでヤツの気配を追ったよ。

　甘あまく見てた、自分の読みを過か信しんしてた、ってなあ。

　と、二階でドアの開く音がした。

　あたしは反射的に瞬間移動した。

「ごめんね、お姉様」

　砂さ沙さ美みが目をこすりながらトイレから出てきた。

「砂沙美、何だか怖こわくなっちゃって……」

「ほんとにしょうのない子ねえ」

　阿重霞の奴やつはのんきにあくびなんかしながらトイレの前で待っていやがった。

　……無事だった!!

　さすがに足の力が抜ぬけたぜ。

「あら、魎呼さん？」

　あいつは言ったんだ。

「何してるんですの、そんなところで？」

「バッカやろー！」

　あたしは怒ど鳴なっちゃったね。

「さっさと部屋に帰りやがれっ。結けつ界かいでも張っとけ！」

　阿重霞の奴は目を三角にして、まあとか何とか言ってたが、そんときゃあたしはもう外に移動してたから続きは分からねェ。

　裏庭に出ると朧月は一いつ層そうもやってた。

　庭の何でもない草やなんかまで妖よう気きを漂ただよわせてるみたいだった。

「どこにいる？　出てきやがれっ！」

　そのとたん、あたしの足に鉤かぎ爪づめが食い込んだ。

　そのショックで一瞬移動が遅おくれたんだ。

　ヤツはあたしの足をつかんだまま地面から飛び上がると、思いっきり物置に叩たたきつけやがった。

　ちくしょう、もうガマンできねェ!!

　どっかのゲームふうに言えば怒いかりゲージ満タン、リミット限界ってヤツよ。

　あたしは怒りに任せてヤツに突つっ込んでった。

　今度はあたしのスピードの方が速かったね。

　そのまま思いっきりヤツの横よこっ面つら殴なぐり飛ばし、髪かみの毛ひっつかんでもう一発……と思ったところでヤツはするりと影かげに逃にげこんじまった。

　逃がしてたまるか！

　あたしはとっさにヤツの後を追った。

　影って言っても普ふ通つうの影じゃない、こっちがわから見りゃあ異世界だ。

　妖あやかしの住む世界よ。

　穏おだやかな春の夜の薄うす皮かわ一枚剝はげば、こんな世界が広がってるのさ。

　影に入ったとたん、手足がちりちりした。

　周りの妖よう気きに神しん経けいが反応してるんだ。

　ヤツは黒い髪を風に乱しながら猛もうスピードで池の方へ飛んでいく。

　満開の桜は白い顔を溶とけ合わせるようにうごめき、枝を伸のばし、後を追うあたしをあざ笑うように身を捩よじっていた。

「待ちやがれっ」

　あたしは叫さけんだ。

「逃げられると思ってんなら大おお間ま違ちがいだぜ。あたしをおちょくりやがった落とし前つけてもらおうじゃねェか」

　と、ヤツは空中で振ふり向いた。

　白く膨ふくれ上がった朧月を背に、くっきりと黒い鬼おにが浮うかんでる。

　おかしな話だがそいつがぞくぞくするぐらいきれいに見えた。

　心の底ではきっとこんな状じよう況きようを楽しんでたのかもしれねェな。

「何な故ぜわしを追う？」

　ヤツは笑いながら聞き返した。

　笑うと捲めくれ上がった唇くちびるの間から鋭するどい牙きばが覗のぞいた。

　人を食らうのが当たり前の、残ざん忍にんな鬼の顔だ。

「あいつを食おうとしたからよ」

　あたしは答えた。

「あの女はちょっと知り合いでな、黙だまっておめえに食わせるわけにはいかねェんだ」

「鬼のくせに人を守るか」

　ヤツはせせら笑った。

「うまそうな白い肌はだだった。女も童わらべも一思いに食ってやろうと思ったものを」

「あたしは鬼じゃねえ」

　どうせ説明しても分かんねェだろうし、説明する気もなかった。

「成り行きってやつでな、おめえみたいなのにちょくちょく来られちゃ困るんだよ。いいか、良く聞け。あそこはあたしの縄なわ張ばりだ。今度近づいてみろ、おめえを八つ裂ざきにしてやるからな！」

「小鬼のくせに威い勢せいのいいことだ」

　案あんの定じよう、ヤツは全然分かっちゃいなかった。

「獲え物ものは見つけたものが取る。戦いは強いものが勝つ。わしの国までのこのこついてきたおまえはうつけ者よ」

「そんなこと言って、ホントはあたしの力が怖こわいんだろ？」

　ヤツは引く気はなさそうだった。

　うまくあたしを誘さそい込んだと思ってるんだろう。

　どっちにしろおしゃべりはもうたくさんだ。

「行くぜ！」

　あたしは自分の拳こぶしを頼たよりにヤツに突つっ込んでいった。

　一対一、なかなかいい戦いだったぜ。

　双そう方ほう獲え物ものなし、純じゆん粋すいに力と力の勝負って感じで。

　まあ、どんな戦いだったかっていうのはいくら言葉で説明してもしょうがねえんでな、ただこれだけは言えるのが、ヤツは読みを間違えてたってことさ。

　自分の縄張りに誘い込んで力ずくでぶちのめそうってつもりが、逆にぶちのめされたってところよ。

　それでもあたしはできるだけフェアに戦ったつもりなんだぜ。

　なんせ、フルパワーでやっちまうとヤツどころか世界まるごと破は壊かいしかねないもんな。

　いつもそうなのさ。

　相手の力を測はかる。

　素す手でなら素手、剣けんなら剣、同じ得物を使う。

　そうやってきっちり自分のパワーを制限しねえとただの弱い者いじめになっちまうだろ？

　あたしはそういうのは好きじゃねえんだ。

　こんなこと言うと遊びみたいに聞こえるかもしれねェけどよ。

　それに……言い訳するわけじゃねェんだが、あたしが自分の力を解かい放ほうする時っていうのは多分、もう二度と地球に戻もどらねェって決めた時だぜ。

　その時はきっと、鬼に戻っちまうからよ。

　破は壊かい魔まと呼ばれ、口にするのもはばかられた、生まれたばかりの心のない化け物に……さ。

　そんな日が来ねェことを祈いのってる。

　ホントさ。

　ちッ……話が辛しん気き臭くさくなっちまった。

　とにかくあたしゃ景けい気き良よくヤツをブチのめしてたと思いな。

　あたしが予想外に強いんでヤツは顔色変えやがった。

「戦いながら笑うか」

　ヤツは言ったのさ。

「何者だ？　天てん空くうから来たか。わしより強い鬼がいるのか」

「あいにくだな」

　あたしは言い返してやった。

「もう終わりか？　もっとやる気はないのか？」

　もうすぐ朝が来る。せめてそれまでもうちょっと遊ぼうぜ。

　あたしは無む性しように楽しくなって、つい声を立てて笑っちまった。

　ヤツの髪かみがざわっと逆さか立だった。

　来るか!?

　その刹せつ那な、ヤツは渾こん身しんの力を込めて飛びかかってきた。

　巨きよ大だいな牙きばと鉤かぎ爪づめを持った黒い獣けものみたいに、な。

　牙が空を切った。

　人間なら頸けい動どう脈みやくまであと一ミリってとこだ。

　あたしの両肩かたはヤツの鉤爪で地面に縫ぬい付けられてた。

「やるな！　だがここまでだ！」

　もっと徹てつ底てい的てきに両手の自由を奪うばわなかったのがヤツの誤ご算さんよ。

　あたしはヤツの口に手をかけ、一気に引き裂さいた。

　凄すさまじい悲鳴を上げてヤツは跳とび退すさった。

　黒い血が地面にしたたり落ちて煙けむりを上げた。

「何者だ……名を名乗れ」

「まだしゃべれるのか」
















　あたしはゆっくり起き上がり、ヤツの血まみれの顔を見下ろした。

「あたしは魎呼ってんだ。よく覚えとけ！」

　ヤツは火を噴ふきそうな目であたしをじっと見上げてた。

　と、次の瞬間、風を巻き上げてヤツの姿が消えた。

　風にあおられて桜の花びらが小さな渦うずを作り、くるくると舞まった。

　あたしは急に気が抜ぬけちまって、しばらく渦をぼーっと見つめてた。

　こんなぼろぼろの格かつ好こうじゃ帰かえれねェと気づいたのはもうしばらく経たってからよ。

　裏庭に出ると、もう夜が明けるところだった。

　肩の傷はもう塞ふさがり始めてたから、あたしは着き替がえだけ取りに家に入った。

　ところで物置は壊こわれてるし、あたしはいねェし、一体何が起きたかと思っただろ？

　実はほこらで寝ねてたのさ。

　目が覚めてみると夜になってた。

　猛もう烈れつに腹が減へってた。

　傷がもう目立たなくなってるのを確かめてから、あたしは家に帰ろうとほこらを出た。

　昨日と打って変わって空は晴れ渡わたり、月は皓こう々こうと冴さえていた。

　ヤツはどうしたかな……。

　あたしはふと思った。

　傷自体はもう治ってるだろうが、当分出てくる気にはなれねェだろうな。

　別に殺す気はなかったからそれでいいのさ。

　腹は減ってるがなんとなく帰っていろいろ聞かれるのが面めん倒どうになって、あたしはゆっくりと池の方へ歩いていった。

　あたしだってたまには散歩ぐらいするんだぜ。

　いい夜だった。

　こんなことあたしが言うとおかしいかもしれねェが、月が好きでな。

　それも空にたったひとつってのがいいのさ。

　三個も四個もあるとうっとうしいし、全然ないってのもまた寂さびしい。

　この星はいい星よ。

　七百年の間、不本意ながら閉じ込められてた星だけど、住めば都って誰だれだか言ってたじゃねェか。

　これで酒がありゃあ最高なんだがな。

　あたしはよっぽど一いつ升しよう瓶びん取りに帰ろうかと思ったが、ぐっと我が慢まんしてゆるゆると道を下っていった。

　池のほとりまで来ると、やや風があるのが分かった。

　満開の桜がちらりちらりと散ってるんだ。

　池の水面みなもに花びらが落ちると、ついと風に流される。

　あたしは何だか胸が詰つまってしばらくぼうっと見とれてたね。

　この星の生き物はみんな、命が短いんだなあ………なんてふと思ったのさ。

　おかしいだろ？　大きなお世話だよな。

　と、その時だった。

　不意に枝がざわっと鳴ったかと思うと、鬼おにが現れた。

　ヤツだ。

　この野や郎ろう、性しよう懲こりもなく………！

　あたしは咄とつ嗟さに身み構がまえた。

　ヤツはにいっと笑うと、枝から飛び降りた。

　昨日の傷は跡あと形かたもない。

　それに、妙みようなことに今日はちゃんと衣い装しようをつけてやがる。

　銀の鱗うろこ模も様ようの着物に青の袴はかま姿で謡うたいの役者みたいな格好だ。

　ヤツは爛らん々らんと光る金色の目でじっとあたしを見つめていた。

　それから、ついと横を向くと朗ろう々ろうと歌い出した。

　古い言葉の歌だ。

　どんな歌なんて聞くなよな。

　あたしだって全然覚えちゃいねェんだから。

　歌はゆるゆると続いて、やがてヤツは舞まい始めた。

　ゆっくりとした不思議な舞だった。

　ヤツの足は確かに地面を踏ふんでいるはずなのに足音ひとつしねえ。

　あたしはバカみたいに口を開けたまま突つっ立ってたよ。

　鬼が舞う………そんな光景を見たのはもしかしてあたしが初めてかもしれねェな。

　あの時、確かにそこだけ時間の流れが違ちがってた。

　あたしとヤツは時を越こえ、ヤツがもっと自由に生きてた時代へ飛んでた………そうかもしれねェし、そうでないのかもしれねェ。

　あたしには分からない。

　きっと長い長い物語があるんだろう。

　ヤツの歌にも、その舞にもな。

　と、ヤツはふっと足を止め、もう一度あたしの顔を見てにいっと笑った。

　次に風が起こった時にはもう、ヤツの姿は消えていた。

　あたしがようよう家に帰ることを思い出したのは月が中天に上がってからだ。

　家に帰るとみんな、寝ねる支し度たくをしてた。

　阿重霞もまだ起きてて、あたしの顔を見るとつかつかとやってきた。

「魎呼さん、一体どこに行ってらしたの？　きのうもの凄すごい音がしたの、ご存じ？　裏の物置が………」

「うるせえなっ」

　悪いと思ったがまた怒ど鳴なっちゃったぜ。

「あたしゃ腹が減ってるんだ。酒あるか？」

　天地はため息つくし、阿重霞は嚙かみ付きそうな顔してるし、とてもじゃねえけどメシなんて食えそうな雰ふん囲い気きじゃねェ。

　あたしは一いつ升しよう瓶びんだけさらって退たい散さんすることにした。

　池のほとりへ戻もどると誰もいなかった。

　そうだろうと思ったが、あたしはちょっとがっかりした。

　もう一回見たかったんだ。

　あの不思議な歌と舞が見たかった。

　ヤツの皓こう々こうと光る目が今日の月に冴さえるのが見たかった。

　あたしは仕方なく、一番大きい桜の下に座すわって酒を飲み始めた。

　コップもなにも持って来なかったからラッパ飲みさ。

　しばらく経たつと心の波が静まってきた。

　風は凪ないで花びらの散った水面みなもにくっきり月の影かげが映ってた。

　ああ、きれいだな……。

　らちもねェセリフが思わず口をついて出た。

　その時ふと、鬼の舞い姿が見えたような気がしたんだ。

　ヤツは水面を滑すベるように音もなく舞っていた。

　そして、振ふり返ってにいっと笑った。

　一瞬の幻まぼろしだ。

「そうか……」

　ヤツは挨あい拶さつに来たんだな。

　ヤツなりのやり方であたしに敬けい意いを表しに来たのかもしれねェ。

「気に入ったぜ」

　あたしは一升瓶を持ち上げ、ちょっと振ってみせた。

　酒は三分の一まで減っていた。

　心残りだったがあたしは酒をそのままに、立ち上がった。

「あばよ、鬼。今日はおとなしく帰ってやらあ」

　その時ようやく、あたしはヤツの名前も何にも聞いてなかったことに思い当たった。

　心残りが二つに増えちまったがどうしようもない。

　あたしは散り始めた桜を見上げ、今夜だけは雲が月を隠かくさないでいてくれることを願った。

　月が陰かげるとあの不思議な舞の記き憶おくまで薄うすれてしまうような気がしたからだ。

　幸い、月は皓こう々こうと輝かがやき、足元にはくっきりと枝の影が落ちていた。

　さて、もうみんな寝静まった頃ころだし、帰るとするか。

　と、その時だった。

　桜の陰から黒い鉤かぎ爪づめのある大きな手が伸のびたかと思うと、一升瓶をつかんであっという間に消えうせた。

　しばらくして名前も知らねェ鬼の笑い声が聞こえ、あたしの耳をしたたか打って去って行った。




　物置の顚てん末まつはこういうわけだ。

　さて、長々しゃべって喉のどが渇かわいたから酒でももらおうか。

　ああ、そっちじゃない、瓶の方さ。

　じゃ、そろそろ出かけるか。

　どこへって？

　花見だよ、花見。

　夜よ桜ざくらを見に行くのさ。

　もしかすると天地、おめーも会えるかもしれねェな。

　満開の桜の下、朧月に舞う鬼によ……。







ＳＵＢＪ…元気？




　尼あまケが崎さき、元気か？

　この間は会えなくてゴメンな。

　この頃ごろどうしてる？

　オレんとこは相あい変かわらずで、昨日の夜もなんか一騒そう動どうあったみたいなんだよな。

　オレ、寝ねてたんで全然知らなかったんだけど。

　まぁ、魎りよう呼こがさ……なんかバケモノと戦ったみたいで。

　朝庭に出たら物もの置おきは壊こわれてるわ、枝えだとか折おれてるわ……おまえなら分かるだろ？

　鬼おに退たい治じしてたって言うんだよ。

　鬼……桃太郎じゃないんだから（笑）。




　で、まぁそれは置いといて。

　この頃オレ、なんかめっきりジジイだよなぁ。

　第一次産業従じゆう事じ者しやっていうか。

　土を相手に暮くらしてるっていうか。

　こんなことしてていいのかなーみたいな、さ。

　それはそれで結構忙いそがしいんだけど（まぁみんな色々やってくれるからさ）、オレって一いつ体たい何なんだろうな？

　おまえはオレのこと幸せだ、羨うらやましいって言うけど、女の子と暮らすって結構大変なんだぜ。

　何にもなくても気ィ使うし、何かあればあったでフォローしなくちゃならないし。

　時々フツーの高校生だった頃に戻もどりたいと思うんだ。

　女の子を遠くから眺ながめていたいと思ったりするんだ。

　ゼータク者とか言われそうだから止やめとくけど、オレ今全然先が見えないんだよ。

　自分がこの中の誰だれかとどうにかなるとか、誰かを選ぶとか全まつたく考えられない。

　でも誰かほかの女の子を好きになってる自分も考えられないし。

　なんとなくこのまま流れて行くのかと思うとたまんなくなったりするんだよな。

　オレだって何かやりたい、けど何をやればいいのか分からない。

　何ができるのかやってみたい、けどここにいる限りとりあえず畑にいっちゃうんだよな。




　学校に戻ればいいと思うだろ？

　でも違ちがうんだよ。

　戻ったって昔とおんなじにはなれないし、もっと気ィ使いそうな気がしてさ。

　今が幸せなんだからもっと楽しめばいいのにな。

　そうも思うんだ。いや、ふだんはそうなんだけど。

　砂さ沙さ美みちゃんは可か愛わいいし、阿あ重え霞かさんも、魎呼も可愛いし、鷲羽わしゆうさんはちょっと計はかり知れないところがあるけど、ステキな人だし。あー……このままでもいいのかな（笑）。

　でもみんないっぺんに結けつ婚こんするってワケにもいかないし（笑）。

　ずぅっと大家族で暮らすのかな。

　それとも大阪か東京に出て、一人暮らししようかな（笑）。




　ところでこの前おまえが言ってたアニメ、見に行こうかなぁ。

　なんとかって話題のやつ。

　なんかスゲエ面おも白しろいんだって？

　オレもその映画みて色々考えてみることにするよ。




　じゃあな。


天　地　　



















新緑









「じゃあ俺おれ、行ってきます」




　風薫かおる初夏の週末。

　新緑も眩まぶしい爽さわやかな朝のことである。

　だが、ボストンバッグを手に玄げん関かん先で振ふり向いた天てん地ちの顔は、五月さつき晴ばれとはいかないようだった。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　俺、明日の夜まで帰って来ないんですよ。父さんもいないし、鷲羽わしゆうさんもいないんですよ。二人っきりでホントに……」

「そんなに心配なさらなくても大丈夫ですわ」

　阿あ重え霞かはにっこりした。

「たった一日じゃありませんか。わたくしも子どもじゃありませんもの。いつもどおり皆みな様のお帰りをお待ちしておりますわ」

「お姉様、砂さ沙さ美みやっぱり……行くのやめようか？」

　リュックを背せ負おった砂沙美が心配そうに呟つぶやいた。

　天地兄ちゃんと一いつ緒しよに行きたいよぉ……顔にそう書いてある。

「顔に書いてあるわよ、砂沙美」

　阿重霞は妹を横目で軽く睨にらんでみせた。

「さあさあ、なに心配してるの？　こんなことそうしょっちゅうないんだから、ゆっくり遊んでらっしゃいな。天地様、砂沙美をよろしくお願いしますわね」

「ええ」

　天地は申し訳なさそうに微ほほ笑えんだ。

「あいつのとこ、狭せまいんですよ。男の部屋にまさか阿重霞さんまで雑ざ魚こ寝ねさせられませんしね。ホント、砂沙美ちゃんだってかわいそうだとは思うんだけど」

「砂沙美、小さいから大丈夫だよ！」

　たちまち笑え顔がおになるところはやっぱり子どもなのである。

「天地兄ちゃんのお友達なんだし、砂沙美が行きたいって言ったんだもん」

「お行ぎよう儀ぎよくするんですよ」

　阿重霞は急に姉らしく細こま々ごまと言い始めた。

「天地様のおっしゃることをよく聞いて、お友達にも迷めい惑わくのないようにするんですよ。ぼんやりしてると迷まい子ごになりますからね。あんまりおねだりしちゃいけませんよ。お菓か子しばっかり食べてちゃいけません。寝る前はちゃんと歯は磨みがきして、夜よ更ふかししないで早く寝るんですよ。それに……」
















「もう、お姉様ったら！」

　砂沙美は口をとがらせた。

「そんなに言わなくても分かってるって。それよりお姉様こそ大丈夫？　ジョージさんもいないんだから、ごはんはどっちかが作らなきゃならないんだよ。魎りようちゃんのごはんだってあるし、大変だよ」

「はいはい、分かってますって」

　阿重霞は涼すずしい顔で言い返した。

「さ、行ってらっしゃい。天地様、明日のお夕食はおうちで召めし上がりますわね？」

「うん、多分」

　天地は振ふり返り、振り返り玄げん関かんを出て行った。

「じゃ、悪いけど留る守す番ばん頼たのみます」

「どうぞお気をつけて」

　阿重霞は、イマイチ浮うかない顔の天地と大喜びの砂沙美の姿が見えなくなるまで見送り、ひとつため息をついて家に入った。

「ふう……」

　二度目のため息。

　いつもは賑にぎやかな居間も、しんと静まり返って時計の音だけがやけに耳につく。

「明日の夜まで誰だれもいらっしゃらないんだわ」

　若じやつ干かん一名と一いつ匹ぴきを除のぞいては。

　阿重霞は若干一名の方を無理やり頭から追い出した。

「お兄様も御ご用ようでお忙いそがしいから来られないっておっしゃってましたし……」

　柾まさ木き神社の勝かつ仁ひとは氏うじ子この家と何やら相談事があるらしく、今日も明日も日中は留守なのである。

「はぁ……」

　阿重霞は三度目のため息をついた。

「わたくし、何をすればよろしいのかしら？」

　阿重霞はソファによっかかったまま、染しみ入るような外の新緑を眺ながめた。




　さて、今回阿重霞が留守番を仰おおせつかったのにはこういうわけがある。

　京都に引ひっ越こした天地の友人から突とつ然ぜん電話が来たのが三日前。

　週末良かったら泊とまりがけで遊びに来いよ、という話を聞き付けた砂沙美が「いいな～」攻こう撃げきを連発、諦あきらめた姉と天地がお許しを出したのが二日前。

　俺、出張でいないけど大丈夫か、と父信のぶ幸ゆきが出で掛かけて行ったのが一日前。

　同日、何かあったらアンシブルでね、と言い置いて鷲羽とジョージが銀河アカデミーの学会に行ってしまい、一晩明けた今け朝さ天地と砂沙美が出掛けて行ったのであった。

「大丈夫。留守番……は、したことないですけどたった一日のことですもの、どうにでもなりますわ。誰かさんがおとなしくして下されば」

　阿重霞は誰もいない梁はりの上を見ながら聞こえるように呟つぶやいた。

　もうそろそろ我が慢まんの限界である。

「魎りよう呼こさん！　いるんでしょ？　出ていらっしゃいな！」

　そのとたん、梁の上にぴくぴく動く尻しつ尾ぽアクセサリーが現れた。

「うっせえなぁ。あたしは関係ないんだからほっといてくれよ」

　梁の上に長々と寝ねそべった魎呼はご機き嫌げんナナメである。

「ケチ。連れてってくれたっていいじゃんかよォ……」

「いつまでも子どもみたいに言ってるんじゃありませんわよ。こういうことになったんですから、わたくしたちで立派に留守を守りませんと」

「おめーが勝手に守ればいいじゃんか」

　魎呼はひらり、と絨じゆう毯たんの上に飛び降おりた。

「言っとくがな、あたしは別に留守番するなんて一言も言ってないんだぜ。メシだとか洗せん濯たくだとかはおめーがやれよな。あたしゃ天地が帰って来るまで何にもしないから」

「まあ……！」

　二人の女は睨にらみ合った。

　早くも一いつ触しよく即そく発はつの危き機きである。

「分かりましたわ」

　先に矛ほこ先さきを収めたのは阿重霞だった。

「あなたは何にもしなくて結けつ構こうです。おとなしくしてさえ下さればわたくしが後は完かん璧ぺきにこなしますから。さて、天地様が戻もどってらした時、笑うのはどちらかしらね？」

「うぐぐ……」

　魎呼はぎりぎり歯を食いしばった。

「分かったよっ。何でもやってやろうじゃねェか。何からだ？　掃そう除じか？　洗濯か？」

「まあまあ、まだ時間はたっぷりありますわ」

　阿重霞は心中ひそかにほくそ笑えんだ。

「手始めにガラス磨みがきでもやっていただこうかしら。ほら、せっかく窓の外は新緑の季節なんですもの、きれいになったら気持ちがいいですわよ」

「……へいへい、窓磨きね」

　怒いかりゲージめらめら状態を一時ポーズして魎呼は物置に消えた。

　腕うでまくりでバケツと雑ぞう巾きんをさげて戻ってくる。

「どっからだ？」

「天地様がお座すわりになるところの正面、ズバリここですわ」

　阿重霞はビシッと居間のガラス戸を指さした。

「ではわたくしは失礼して……」

　阿重霞は後ろ手に手を組むと、優ゆう雅がな足取りで家の中を見回り始めた。

「今朝忙いそがしかったから洗い物がまだね。洗濯物も少しありますわ。トイレ掃除は誰だれの当番だったかしら……こんなにお天気がいいんだから天地様のお布ふ団とんも干ほして差し上げなくては……」

「おーい、阿重霞！」

　外から魎呼のわめく声が聞こえてきた。

「おめー一体なにやってんだ？　家ン中うろうろしてさぼってんじゃねェだろうな!?」

「わたくしは家事の段だん取どりを考えているんですわ」

　涼すずしい声で言い返す。

「魎りよう皇おう鬼きはどこですの？　泥どろ足あしで上がらないように気をつけて下さいましね」

　と、玄げん関かんのチャイムがピンポーンと鳴った。

「はーい」

　玄関には派は手でな化け粧しようをしてブランドっぽいスーツを着こなしたセールスウーマンがにこにこしながら立っていた。

「奥おく様でいらっしゃいますよね？」

「は、はぁ……」

　絶ぜつ妙みようのタイミングに思わず頷うなずいてしまう。

「まあ、なんてお若くてお美しい。お嬢じよう様さまかと思いましたわ！」

　セールスウーマンは大きな営業バッグをどんと玄関に置いた。

「私デイジー・ランジェリーの牟む加か野のと申します。ただいま雑誌テレビなどで話題の補ほ整せい下着をご覧らんになったこと、ございませんか？

「え？」

「ちょっとご覧になるだけで結構でございますよ。奥様はお若くてきれいでいらっしゃるから下着などもきっと可か愛わいいのをおつけでしょうけど、当社の製品はそんな美しい方にこそ、つけて頂きたいんですよ」

　立て板に水としゃべりながらセールスウーマンは次々と品物を取り出した。

　ブラジャー、ガードル、ボディスーツ……いかにも高そうな品ばかりである。

「あ、あの……わたくし別に……」

　こういうものは着つけたことがない、とは言い出しかねた。

「ええ、ええ、結構でございますよ。ちょっと触さわってごらんになって下さいまし。このブラジャーのカッティングは当社独自の研究を重ねまして、バストを素す晴ばらしくアップさせるんですよ。着けただけで全然シルエットが違ちがいます。お若いうちからこのような下着をつけて頂くと、お体が無理なく理想的なプロポーションになじみまして、いつもベストの体型を保たもっていられるんですの。ちょっと上がらせて頂いてよろしいかしら？」

「え……？」

　それから小一時間後、阿重霞は寄せて上げてＡカップをＣカップにリフトアップするフランス製レースつき補整ブラジャーと、丸みを潰つぶさずにヒップの高さを五センチアップする補整ガードルに、全身のプロポーションを理想的に整えるボディスーツを二着ずつ「頂く」ことになっていた。

「ではこちらが請せい求きゆう書しよでございます。残金は一週間以内にこちらの口こう座ざにお振ふり込みになって下さいね」

「は、はい……」

　はっと気づいた時にはセールスウーマンは去り、阿重霞は補整下着の山と、財さい布ふと、信幸の通帳を手に呆ぼう然ぜんと玄関に佇たたずんでいた。

「わたくしったら……」

　財布の中には千円札が一枚残っているきりだった。

　阿重霞は顔を赤らめて下着をかき集めると、足早に階段を駆かけ上がった。

　その頃ころ魎呼はと言うと。

「ちッ……ンなことやってられるかよ！」

　汚きたない雑ぞう巾きんで力任まかせに拭ふいたせいで余よ計けいシマシマになったガラスを尻しり目めに、屋根の上でひっくりかえっていたのである。

「待てよ。確か鷲羽の研究室に、自走窓拭きメカが……」

　魎呼はガバッと起き上がるとそのまま玄関先に瞬しゆん間かん移い動どうした。

　どこにいるのか、阿重霞の姿はない。

「んじゃちょっと探し物に……」

　魎呼の姿が鷲羽の研究室に消えた頃、阿重霞は二階の姿見の前で自分の姿をドキドキしながら眺ながめていた。

　スーパーリフトアップ・ブラジャーとハイウェストガードル・ロングタイプは値段もさることながら、確かに一見の価か値ちはあった。

「奥おく様でいらっしゃいますよね、ですって」

　阿重霞はぽっと頰ほおを染そめた。

「地球の女の人って、こんな苦しいものを……でも、確かに効果的ですわ」

　ブラジャーにリフトアップされた阿重霞の胸むなもとは絶ぜつ妙みような曲線で盛り上がり、バストの中心にはくっきりと谷間ができている。

　阿重霞はあわてて簞たん笥すを開あけると、美み星ほしが置き忘れていったＴシャツを取り出した。

　胸開きの広いＴシャツの下で阿重霞のバストはつんと誇ほこらしげに円えん錐すい形けいを描えがき、まるで別人のように見えた。

「ウソみたい……わたくしでもこんな服が着れますのね」

　だが、下に穿はくものがない。

　阿重霞は諦あきらめて元の着物に着き替がえると、改めて鏡を見た。

　心なしか、胸と腰こしの位置が高く見える。

「やっぱり着てようかしら……でも天地様もいらっしゃらないのに、こんな下着を着けてても……」
















　そこで自分の無意識に気づいた阿重霞はトマトのように真っ赤になり、残りの下着を全部まとめて簞笥に放ほうり込こむと、ドキドキしながら引き出しを閉めた。

「お金はきっと……お兄様が何とかして下さいますわね」

　まだ話してもいないのにもう心臓がバクバクしている。

　心の中で十三万一千二百五十円（消費税込み）、と呟つぶやきながら阿重霞はぐったりして階下に下おりた。

　窓ガラスには無数の巨きよ大だいナメクジが虹にじ色いろのぬるぬる粘ねん液えきを出しながらゆっくりと這はっていた。

「まあ、魎呼さん……！」

「よォ、阿重霞」

　ソファに寝ねそべって『ごきげんよう』を見ていた魎呼が振ふり返った。

「夕方までほっとけばあのぬるぬるが透とう明めいコーティングになって窓も家もピッカピカってわけさ。アタマいいだろ？」

「……じゃなくって！」

　阿重霞は思わずソファに手をついた。

「こんなものが家中這はい回ってたら何て思われます？　天地様がごらんになったら悲ひ鳴めいを上げますわ！」

「悲鳴上げたいのはおめーじゃないのか？」

　魎呼はにやにやした。

「いいじゃん。面めん倒どうがなくってさ。ところで腹減へったな」

「もうおなか空すいたんですの!?」

　言ったとたん、自分もおなかが空いているのに気が付いた。

　そういえば朝は天地のことで胸がいっぱいで何も食べていなかったのである。

「魎呼さん、今、手が空いてますわよね？」

「おめーだって空いてるじゃねェか」

　魎呼はにべもない。

「……後あと片かた付づけはわたくしが致いたしますから」

　仕方なく阿重霞は百歩譲ゆずった。

「やだね」と魎呼。「出前かなんか取ればいいだろ？」

「お金がありませんの」

　阿重霞は断だん腸ちようの思いでもう五十歩譲った。

「何で金がねェんだよ？　天地のオヤジが三万置いてったの、見たぜ」

　何にも知らない魎呼は無情にも追い打ちをかけた。

「ちょっとわけがありまして……」

　これ以上は譲れない。

「もういいですわ！　わたくしお昼なしで済すませますから」

「さて、湯でも沸わかそうかな」

　魎呼は立ち上がり、わざとらしく伸のびをした。

「お姫ひめ様よォ、ひとつ貸しにしといてやるぜ」

　魎呼は台所に立つと、やかんに水を満たし、錠じよう剤ざいを一個放ほうり込んだ。

「何ですの、それ？」

「五秒でお湯が沸く薬」

　魎呼はカウントダウンを始めた。

「５、４、３、２、１、ゼロ！」




　どどーーーーーん!!




　底からジェット噴ふん射しやのごとく水すい蒸じよう気きを噴ふき出しながら、やかんは天てん井じようと屋根を突つき破って成せい層そう圏けんに消えていった。

「……効きき過すぎたみてェだな」

「借りはそのままお返ししますわ」

　阿重霞はため息をついて鍋なべでお湯を沸かし始めた。

　なんだかどんどん事じ態たいが悪くなっていくような気がする。

　魎呼と阿重霞は黙だまってカップラーメンをすすり、巨きよ大だいナメクジが窓まど枠わくから消えていくのを眺ながめていた。

「みゃあ……」

　居間のテーブルの下で控ひかえめな声がした。

「おっ、魎皇鬼。何だ、腹減ったか？」

「みゃみゃあ……」

　砂沙美がいないせいでイマイチ元気のない魎皇鬼は、魎呼の膝ひざに伸び上がって控えめな意思表示をした。

「カップラーメン、食うか？」

「みゃみゃん」

　魎皇鬼は首を振ふった。

「ニンジンなら倉庫に行って自分で取って来いよ。おっ、始まったぜ」

「魎皇鬼ちゃん、悪いわね。わたくし後で参まいりますから」

　二人の女の目がＴＶに吸すい付いたまま離はなれなくなってしまったのを見、魎皇鬼は首を傾かしげた。

「みゃ～」

　諦あきらめて玄げん関かんの方にとことこ歩き出す。

　三十分後、阿重霞はハンカチを握にぎり締しめて涙なみだを浮うかべ、魎呼は腕うで組ぐみしたまま鼻に皺しわを寄せて険けん悪あくな顔をしていた。

「ひどいですわ！　あの人は自分の気持ちに正直に生きてきただけですのに……」

「あのなー……悪いけどあの女って自分で不幸に突き進んでるだけだと思うぜ」

　ドラマは妻子ある男性に恋こいをしたヒロインが、もがけばもがくほど不幸になっていくという筋立てである。

「酒飲んで交通事故で入院？　もうちょっとしっかりしろよな」

「みんなみんな、あの男が悪いんですわ」

　阿重霞はきっと魎呼を睨にらみつけた。

「二人の気持ちを弄もてあそぶなんて！　天地様だったら絶対あんなことはなさらないはずだわ。たとえ不ふ倫りんでも愛し合ってる二人が結ばれるのは当然……」

　阿重霞ははっと口を噤つぐんだ。

「とは言えませんわよね。不倫なんてとんでもないですわ。どうせなら二人とも妻にして仲良く暮らせばよろしいのに！」

「さっきと言ってることが違ちがうじゃんか」

　魎呼はにやにやした。

「樹じゆ雷らい皇おう家けの人間ってみんなそうなのか？　ならあたしが天地とくっついても別に問題ないじゃん」

「あなたは問題大ありです！」

　阿重霞は赤くなった。

「大体、天地様はまだ何にもおっしゃってないじゃないの。どちらをお選びになるかも分からないのに、ずうずうしいですわ」

「口でわざわざそんなこと言わなくても以い心しん伝でん心しんってもんがあるじゃんか」

　魎呼は見事なボディを誇こ示じするように立ち上がった。

「最後にモノを言うのは言葉じゃないぜ」

「まあ……！」

　阿重霞は絶ぜつ句くした。

「わたくし、部屋に戻もどらせて頂きます。あなたと一いつ緒しよにいるのは不ふ愉ゆ快かいですわ」

「どーぞどーぞ」

　魎呼は涼すずしい顔で言い返した。

「あたしゃちょっと京都までひとっ飛びして天地のヤツを……」

「そんなことさせるもんですか！」

　阿重霞は慌あわてて魎呼の袖そでを捕つかまえた。

「死んでも離はなしませんから！　天地様に迷めい惑わくかけるようなことは許しません！」

「冗じよう談だんだよ」

　魎呼は鼻がくっつくほど顔を寄せ、阿重霞をどぎまぎさせた。

「おや？　ちょっと胸、育ったじゃん？」

　魎呼は襟えりの合わせ目を覗のぞき込むように阿重霞の胸を見下ろした。

「そんなことありませんわ！」

　阿重霞は魎呼の袖を離して襟元をぴっちり搔かき合わせ、小走りに玄関へ向かった。

「わたくし畑を見て参りますから、テーブルの上を片かた付づけといて下さいね！」

「変なヤツ」

　魎呼はソファに寝ねそべると、信幸が置いていった雑誌をめくり始めた。

「あーあ、からかう相手がいねェと暇ひまだよなあ」

　あのお姫ひめ様然ぜんとしたとこさえなけりゃ、そんなに悪ィ奴やつでもないんだけどよォ……心の中で阿重霞に舌を出す。

　天地様、天地様ってうっせえからつい、な。

　魎呼はふいに天地のちょっと困ったような顔を思い出した。

「砂沙美はいいよなー。子どもだもんな。天地兄ちゃんにくっついてても誰も何にも言わないしな」

　いつも文もん句くひとつ言わずてきぱき家事をこなしている砂沙美の笑え顔がおを思い浮うかべ、魎呼はさすがにちょっと気が咎とがめた。

「……洗せん濯たくでもしといてやるか」

　一瞬で洗面所に移動する。

　洗濯機の蓋ふたを開あけて汚よごれ物を放ほうり込こむと、残っていた洗せん剤ざいを全部ぶち込み、適てき当とうにスイッチを押おした。

　と、急に何か思いついたように魎呼の顔が輝かがやいた。

「あたし一人っきり！」

　二階の天地の部屋に瞬間移動した魎呼は、天地のベッドに飛び乗ると、枕まくらに顔をつけて目を閉とじた。

「天地の匂においだ……」

　そのまま枕を抱だき締しめてうっとりしていたが、そろそろと布ふ団とんに潜もぐり込む。

「……天地」

　魎呼は猫ねこのように丸くなり、天地の匂いに包まれたまま世にも幸せな気分でそのまま眠ねむってしまった。




　ニンジン畑から阿重霞と魎皇鬼が戻もどって来たのはもう夕方だった。

　倉庫にニンジンの在庫がないのを見た魎皇鬼は、そのまま畑に直行し、心行くまで掘ほり返したり齧かじり散らしたりしたあげく、残した葉っぱの上で丸くなって眠っていたのである。

　阿重霞は怒おこるに怒れず、ため息をついて荒あらされた畑を片付け出した。

　気づいてみるともう山の端はに夕日が沈しずむ頃で、阿重霞は泥どろだらけの上に慣れない労働のせいで節々が痛むのだった。（体を締しめ付ける補整下着のせいもちょっとはあったかもしれない）

「魎呼さん？」

　玄げん関かん先で声を張り上げたが誰も出て来なかった。

「どうせどっかでうたた寝してるんだわ」

　阿重霞はプリプリしながら洗面所に行き、手を洗おうとして絶句した。

　洗せん濯たく機きの蓋ふたは開いたままどんどん泡あわを生産しており、床ゆか中水浸びたしになっている。

「まあ、大変!!」

　阿重霞は慌あわてたあげくにスイッチを押おしまくり、やっと気づいてコンセントを引っこ抜ぬいた。

「魎呼さんっ！」

　阿重霞はびしょ濡ぬれの足で家中捜さがし回り、二階に駆かけ上がって天地の部屋のドアをバンと開いた。

　ベッドの上はちょうど人一人分の大きさに丸く盛り上がっていた。

「やっぱりっ！」

　布団をひっぺがすと魎呼が世にも恨うらめしそうな顔で阿重霞を睨にらみつけていた。

「……なんだよォ。今いいとこだったのに」

「それどころじゃありませんわ！　あなた洗濯機っ。一体何をなさったの？」

「洗濯機？」

　魎呼は首を捻ひねっていたが、ぽんと手を打った。

「そーいやそうだったな。干ほすの忘れてたぜ」

「違ちがいますっ！　ちょっと来て下さいな」

　洗濯機周まわりの惨さん状じようを片付け、洗濯し直すついでに自分たちもきれいにし終わった頃には夕食の時間はとっくに過ぎていた。

「いやあ悪かったな。あたしがメシ作ってやるからよ。おめーはそこで待ってな」

　ＴＶの前に座すわった阿重霞の背に一瞬凄すさまじくイヤな予感が走ったが、立ち上がって異い議ぎを唱となえるにはもう疲つかれ過ぎていた。

「お言葉に甘あまえますわ」

　魎呼は鼻歌を歌いながら炊すい飯はん器きを覗のぞいた。運よくまだごはんはたっぷり残っていた。

　砂沙美が気を使って多めに炊たいておいてくれたのだ。

「じゃあ後はおかずがあればいいんだな」

　魎呼は冷蔵庫を覗き、佃つくだ煮にや漬つけ物ものなどを取り出した。

　そこでやめておけば良かったのである。

「野菜とか肉とかを適当に切って鍋なべにぶち込みゃあ……」

　まっとうな材料とまっとうな調味料を使ったにもかかわらず、出来上がった料理は何とも不ぶ気き味みな暗あん褐かつ色しよくをしたシチューともスープとも言えないような代しろ物ものだった。

　味あじ見みという言葉も料理という概がい念ねんも知らない魎呼は皮付きのまま野菜と、買い置きのソーセージやらアジの干ひ物ものやらカマボコやらを適当に切って一いつ緒しよに鍋に放ほうり込み、そこら中の調味料をまとめて空にした上に鷲羽の研究室で見つけた怪あやしげなサプリメントを入れたのだった。

「出来たぜ、阿重霞」

「あら、魎呼さん。シチューですの？」

　阿重霞は優ゆう雅がにスプーンで一口すすったとたん、顔色を変えて洗面所に走って行った。

「どうしたんだよ？　先に食ってるぜ」

　なみなみとよそったシチュー（？）をすすった魎呼は一瞬遅おくれてスープ皿を取り落とし、台所に走って行って蛇じや口ぐちから直接水を飲み始めた。

「……なんだこりゃ!?」

　居間に戻もどるとシチューのこぼれたクッションから白はく煙えんが上がっていた。

　魎呼はぞっとしてシチューの鍋に蓋ふたをし、空いていた植木鉢ばちに入れて上から白煙の上がっているクッションを被かぶせ、視界から追い出した。

「一体何だったんですの、あれは!?」

　青ざめた阿重霞が戻ってきた時にはもう、鍋は影かげも形もなくなっていた。

「……忘れようぜ」

　二人の女はたくあんと佃煮でごはんを食べ、動く元気もなくなってぐったりとソファに寄りかかった。

「よォ、阿重霞。留守番って疲つかれるな」

「……ええ」

　それっきり会話は途と絶だえた。

　ＴＶはつけっ放し、電気もつけっ放しのまま眠ねむり込んでしまったことが分かったのはもうそろそろ夜も明けようかという頃である。

　ＴＶのスイッチを切った阿重霞は外から不気味な音が聞こえてくるのに気づいた。

　ミチミチミチミチ……と、何かをすり潰つぶすような音は家の周り中から聞こえてくる。

「ちょっと、魎呼さん！　起きて下さいな！」

　阿重霞は眠りこけている魎呼を揺ゆさぶり、必死に訴うつたえた。

「何だよ？　今度は何なんだ？」

「聞こえないの？　あの音……」

「ンなもん、ほっとけよ」

　音は確かに聞こえてきたが、魎呼は面めん倒どうで指一本上げる気にならないのだった。

　結局朝になるまで不安と恐きよう怖ふに震ふるえていた阿重霞は、音の正体を確かめようと思い切ってカーテンを開けた。

「きゃああああっ!!」

　庭は丸坊ぼう主ずになっていた。

　そこら中の木や草に巨きよ大だいナメクジがたかって葉を食い荒あらし、それでも足りずに土の上のわずかな苔こけまで食べていたのである。

　ミチミチという音はナメクジが葉を食べる音だったのだ。

「新緑が……せっかくの若葉が……」

　問題はもっと別なところにもあると思うのだがそれはさておき。

「……こりゃ参ったな」

　さすがの魎呼もちょっとたじろいだ。

　ナメクジは心なしか昨日より大きくなっているような気がする。

（やっぱり適当に持ってきたのが良くなかったか……）

「おい、阿重霞っ。火か炎えん放ほう射しや器き！」

「そんなものあるわけないじゃないの！」

　阿重霞は卒そつ倒とうしそうな顔をしている。（しているだけで実際はちゃんと二本の足でしっかり立っているのだが）

「しょうがねえな。どうせ庭は丸坊主だし、ガソリン撒まいて火を……」

「とんでもありません!!」

　阿重霞は顔を引きつらせた。

「魎呼さんだって触さわるの、イヤなんでしょ？　だったら毒かなんか……そうだわ!!」

　阿重霞は台所に駆かけ込んだ。

「魎呼さん、昨日のシチューは？」

「てめー、ひとのせっかく作ったものを！」

「だって食べられないじゃありませんか！」

　阿重霞も負けずに言い返す。

「さっさと持ってきて下さいな！」

　シチューはちゃんと植木鉢ばちの中に入っていた。

　鍋なべがだいぶ腐ふ食しよくしたように見えるのは気のせいだろうか。

「それを撒いて下さいっ。いいわ、わたくしが撒きます！」

　阿重霞は鍋とお玉をつかんで庭に飛び出し、花はな咲さか爺じじいのように冷めたシチューを撒き散らした。

　一瞬のうちに巨大ナメクジは紫むらさき色いろに変色し、木からぼとぼと落ちて煙けむりを上げながら消えてしまった。

「これよ！　これですわ！」

　阿重霞は目を怒いからせて害虫退治に精を出し、ほどなく庭のナメクジは一匹ぴき残らずいなくなった。

「ひどい……」

　シチューの飛び散った庭は変色し、火口原のように白はく煙えんを上げている。

「あんなにきれいだった庭が……天地様に何と申し上げたら……」

　阿重霞はわっと泣き出した。

「えーと……その、あたしが悪かったよっ」

　魎呼は腕うで組ぐみしたままどっかとソファに腰こしを下ろし、どうしたものかと頭を巡めぐらせ始めた。

　確かにこれはまずい。非常事態である。

「片付けるのに半日……かかっても元どおりにはならないな」

「どうしたの、魎呼ちゃん？」

　天の助けか神の配はい剤ざいか。

「あらまあ……冬景色」

　亜あ空くう間かん通路を通って忘れ物を取りに来た鷲羽は、庭の惨さん状じようを見て危あやうく一句捻ひねるところだった。

「魎呼っ。私の大事なミッチーちゃん持ち出したわね！」

「……ちょっと窓磨みがきに……」

　魎呼はさすがに弱気である。

「あれは惑わく星せい開発用の生物素材なのよ。コントロールしないと惑星中の植物を食べ尽つくしちゃうんだから！」

「そんなことどうでもいいですわ。早く元どおりにしないと天地様が……」

　阿重霞は泣きながら鷲羽の袖そでに縋すがりついた。

「鷲羽さん、戻もどっていらした早々申し訳ありませんが、何とかお力を……」

「魎呼、阿重霞殿どの、お代は高くつくわよ」

　鷲羽は学会をすっぽかすことにした。




　鷲羽が庭の植物のサンプルを採さい取しゆしてあったこと、まだ早朝だったことが幸いし、夜遅おそく天地と砂沙美が戻ってきた頃には庭はほぼ元どおりになっていた。

　促そく成せい栽さい培ばい用よう特とく殊しゆフィールドを張はり、栄養剤や土ど壌じよう改良剤や中和剤を使い、足りない植物は裏山や植木畑からかっぱらってきて、一同総そう出でで働いてもたっぷり十五時間はかかった計算になる。

「遅く戻られてお疲つかれではございませんか」

　さっきまで野の良ら着ぎにねじり鉢はち巻まきで庭仕事をしていたジョージは何食わぬ顔で天地にたずねた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。それより留守番ご苦労さま」

　何も知らぬ天地は魎呼と阿重霞ににっこり笑いかけた。

「八ツ橋買ってきたよ。お茶でも飲もうか」

「まあ、ありがとうございます」

　阿重霞は隈くまのできた顔で微ほほ笑えみ返した。

「砂沙美、楽しかった？」

「ちょー楽しかった」

　眠ねむそうに大あくびしている砂沙美を見、阿重霞はしみじみと呟つぶやいた。

「明日から元どおりですのね」

「あたし、ちょっと散歩してくる」

　魎呼はいたたまれない顔で姿を消し、ジョージと鷲羽はひそかに顔を見合わせた。

「明日の朝はまた一いつ層そう若葉がきれいになってるわよ」

「ええ」

　天地は鷲羽のにやにや笑いを見て内心不思議に思ったが、何も言わなかった。




　翌朝、窓ガラスは虹にじ色いろに輝かがやき、庭の草木は生まれたばかりのようにつやつやと新緑を光らせていた。

「何だか植え替かえたみたいだな」

　天地は呟き、ニンジンが一本も残っていない畑に出で掛かけていった。







ＳＵＢＪ…先日は失礼致しました




　学長殿どの、その後お変わりありませんか。

　先日学会の席で体調がよろしくないと伺うかがって以来、ひそかに心を痛めておりました。

　もう具合は良くなられたでしょうか。




　さて、先日は急用にて学会を中ちゆう座ざし、まことに申し訳ありませんでした。

　わたくしが行う予定だった公開実験は次回に延えん期きしていただきたく、お願い申し上げる次し第だいです。

　ご存じのとおりわたくしは太陽系第三惑わく星せい、地球の民間人の家に居きよ住じゆうしている関係上、何かと予よ期きせぬ事じ態たいに巻き込まれることも多いのです。

　継けい続ぞく中の研究、〔樹じゆ雷らいの力とその特性〕の補ほ遺いは後日送付致いたします。

　それでは学会メンバーの皆みな様にもよろしく申し上げます。





鷲わ　羽しゆう　　



（この文面はご主人様の依い頼らいを受けてわたくし、不ふ肖しよう秘ひ書しよ兼けん助手のジョージが代筆いたしました）




　Ｐ．Ｓ　と、ゆーワケでゴメンね、学長殿。別便で鷲羽ちゃんの特製治ち療りよう薬やく送っとくから飲んでみてね。多分十二時間以内に治ると思うわ。


鷲　羽　　






　Ｐ．Ｓ　反対側の席に座すわってた黒ガウンの堅かた苦くるしい教授は誰？　なんかまわりがみんな引いてたように見えたけど？

















五月さつき闇やみ









「毎日毎日雨ばっか……」

　砂さ沙さ美みは低い梅つ雨ゆ空ぞらを眺ながめ、小さくため息をついた。

「ねえ、お姉様。どうしてこんなに雨、降ふるのかなあ」

「もう知ってるでしょうに」

　阿あ重え霞かは和室の床ゆか中にジグソーパズルのピースを広げ、目を凝こらすようにして元もと絵えとピースを見比べている。

「梅雨だからよ。この雨がないと天てん地ち様の畑のニンジンも、お庭のお花も育たないのよ」

「樹じゆ雷らいだったら週に一回ですんじゃうのにね」

　砂沙美は立ち上がり、雨に濡ぬれた庭の木々を見つめた。

「天地兄ちゃんもいないし、つまんないな……」

　天地は今日、信のぶ幸ゆきの事務所に届け物に行って留る守すなのである。

「鷲羽わしゆうちゃんもジョージさんも忙いそがしそうだし、魎りよう呼こお姉ちゃんはどっか行っちゃったし、魎りよう皇おう鬼きちゃんは寝ねてるし」

「あらあら、どうしたの？」

　阿重霞は笑いながら手を休めた。

「珍めずらしいわねえ、砂沙美がそんなに文句言うなんて」

「だって退たい屈くつなんだもん」

　砂沙美はむくれた様子で窓ガラスに息を吹ふきかけ、指で絵を描かき始めた。

「お姉様とジグソーパズルやる？　それともお勉強したら？　この頃ごろサボってるでしょ？」

「樹雷のお勉強なんてつまんないもん」

　砂沙美はせっかく描いた絵を手のひらで消してしまい、濡れた手をカーテンにこすりつけた。

「あんまりサボってると先生がかわいそうよ」

　阿重霞はまたパズルに目を落とした。

「せっかく学習プログラムを組んで送って下さってるのに、ちゃんと毎日やらなきゃだめじゃないの」

「画面に向かってお勉強なんてだいっきらい」

　砂沙美は完全にむくれてしまい、ソファの背に飛び乗ってクッションを払はらい落とした。

　樹雷皇おう宮きゆうにいた頃は何人もお抱かかえ教師がいて高等教育を受けていた砂沙美なのだが、柾まさ木き家けに落ち着いてからはアンシブル通信で学習プログラムが送られて来るようになったのである。

　通信教育というわけだ。

「……ねえ、お姉様。砂沙美、学校に行きたいなあ」

「学校？」

　阿重霞は驚おどろいて顔を上げた。

「学校って、樹雷の皇おう立りつ学院のこと？」

「違ちがうよ、この星の学校のことだよ」

　砂沙美は降りしきる雨を透すかし見るように外門の方を眺ながめた。

「ずうっと道を下りてって、橋を渡わたってもっとどんどん行くと、学校があるでしょ？　ほら、天地兄ちゃんが小さい頃通ってたっていう小学校」

「小学校？」

　阿重霞はとまどった。

「小学校って何ですの？　皇立学院の初等科みたいなものかしら？」

「あのねえ、子どもがいっぱい集まって、みんなでお勉強したり、遊んだりするところなんだって。エンソクとかウンドウカイもあるんだよ！」

「じゃ、初等科と同じね。皇おう族ぞくや近この衛え兵へいの子し弟ていが規き律りつと知ち識しきを学ぶところですわ。皇家の者がそんなところに行くのはあまり例がないけれど、お父様に話してあげましょうか？　でも砂沙美、樹雷に帰らないと学院には行けないわよ」

「違うんだってば！」

　砂沙美はソファから滑すべり降りた。

「砂沙美は小学校に行きたいの！　天地兄ちゃんの行ってた何とか小学校っていうところに。そしたらお友達もいっぱいできて、今日みたいな日でも遊べるもん」

「まあ……」

　阿重霞は絶ぜつ句くした。

「あなたは樹雷皇家の皇おう女じよなのよ。地球人の学校に行くなんて……お父様は絶対お許しにならないわ」

「どうして？　砂沙美子どもだよ。子どもはみんな学校に行くんだって天地兄ちゃんが言ってたよ！　砂沙美も学校行きたいよお。お友達が欲ほしいよぉ……」

「砂沙美……」

　阿重霞は困ってしまった。

「お姉様は学校のことは良く分からないの。まずお父様に伺うかがって、行ってもよろしいということになったら信幸おじさまか遥よう照しようお兄様に伺わなくては……」

「もういいよ」

　砂沙美は悲しそうに下を向いてしまった。

「お父様はダメって言うに決まってるもん。みんな砂沙美のことなんか全然分かってくれないんだから」

　砂沙美は肩かたを落とし、居間を出て行こうとした。

「砂沙美、どこ行くの？」

「買い物行ってくる。今朝魎呼お姉ちゃんが一いつ気き飲のみしちゃってもう牛乳ないんだ」

　阿重霞は一いつ瞬しゆん自分もついて行ってやろうかと腰こしを浮うかした。

　だが二人で出てしまうとこの家は留守になってしまう。

　一瞬躊ちゆう躇ちよしている間に玄げん関かんの引き戸を開ける音が聞こえた。

「じゃあ行ってくるね」

「気をつけるのよ」

　阿重霞は小走りにガラス戸に駆かけ寄よった。

　雨の中、砂沙美が赤い傘かさをさしてとぼとぼ歩いて行くのが見えた。

「……かわいそうに」

　普ふ段だんめったに文句を言ったりしない砂沙美があんな悲しそうな顔をするなんて。

　お父様には内ない緒しよで遥照お兄様に相談してみようかしら。

　学校に行きたいと言うなら行かせてやれとおっしゃるかもしれないわ……。

　阿重霞は小さくため息をつき、パズルを広げた和室に戻もどった。

「何だか暗い日ですこと」

　阿重霞は気づいて和室の明かりをつけ、再び座すわり込んだ。

　部屋は明るくなったが気持ちは梅雨空と同じように鬱うつ陶とうしいのだった。

「早く天地様が帰っていらっしゃればいいのに……」

　ふと心の隅すみに漠ばく然ぜんとした不安がよぎった。




　わたくしは天地様のおそばにいれば幸せだと思っているけれど、砂沙美はどうなのかしら？

　ここでずっと暮らすのならば、普ふ通つうの地球人として学校に行ったり、働いたりした方がいいのかしら？

　清きよ音ねさんや美み星ほしさんのように。

　砂沙美がお買い物に行ったりする時は当然のように信幸おじさまのお金を使っているけれど、本当なら姉のわたくしが出さなくてはいけないのではないかしら？

　生まれてこのかた、大勢の家か臣しんや召めし使つかいにかしずかれて育ち、やっとここで生活の真ま似ね事ごとを始めたばかりの阿重霞にはそれ以上の考えが思い浮かばなかった。

　天地様と結けつ婚こんしてこの家に住むのならば……もし子供が生まれたりして、その子をここで育てようと思うのならば。

　普通のひとたちと同じように子どもを学校にやったり、食事を作って夫の帰りを待つようになるのかしら？

　この想像は阿重霞の現実認にん識しき能のう力りよくをはるかに超こえてしまい、心臓をドキドキさせるのだった。

　阿重霞は頰ほおを両手で挟はさみ、パズルをそのままにして立ち上がると再び窓ガラスの方に駆かけ寄よった。

「わたくしも色々この社会のことを学ばなければいけないわ……いつまでもお客さんではいられないんですもの……」

　自分より砂沙美の方がずっと進んでる、阿重霞はそう思った。

　砂沙美なら一気に垣かき根ねを跳とび越こえて、生まれた時から地球人だったようにこの社会に溶とけ込んでいけるに違ちがいない。

「学校のこと、考えてあげなくては」

　阿重霞は呟つぶやき、一いつ層そう暗くなったように思える梅つ雨ゆ空ぞらを見返した。




　砂沙美はひとりぼっちで坂道を下り、少し先にあるよろずやふうの商店へ向かっていた。

「学校、行きたいな……」

　と、明るい笑い声にバシャバシャと水を撥はね散らかす音が聞こえ、砂沙美は道の反対側に目をやった。

　砂沙美よりずっと大きい二人連れの女の子たちが学校から帰って来るところだった。赤いランドセルを背に弾はずませ、砂沙美も良く知っているクイズ番組の話をしている。

　砂沙美は思わず立ち止まり、羨うらやましげに二人のランドセルを見送った。

「いいなー。楽しそう……」

　砂沙美もお友達が欲しい！

　一瞬、傘かさの柄えを握にぎる手が震ふるえるほど強く、砂沙美は思った。

　それは思いというより願いに近かったかもしれない。

　女の子たちは普ふ通つうのジャンパーにスカートという格かつ好こうの砂沙美には気にもとめず、行ってしまった。

　砂沙美は小さくため息をつくと、またとぼとぼと歩きだした。

「どうしよう……」

　牛乳を買いに行くと言ったのはウソなのだ。

　魎呼が一気飲みしたのは本当だったが、まだ冷蔵庫にはまとめ買いした牛乳が２パックも残っている。

　何だかたまらなくなって出てきてしまっただけなのだ。

「そうだ。学校行ってみよう！」

　もうすぐ夕方だし、今ならちょっと入ってみても色々聞かれたりしなくて済すむかも。

　砂沙美は傘をしっかり握って駆かけ出した。

　誰だれにも内ない緒しよで学校に行ってみるという思いつきに夢む中ちゆうになっていた砂沙美は、電信柱の陰かげからおかっぱの女の子がずっと砂沙美を見つめていたことにも気づかなかった。




　ずいぶん遠くまで走ってきたような気がする。

　橋を渡わたり、その先にある小学校までは１キロあるかないかなのだが、砂沙美は校門に手をついてしばらく肩かたで息をついていた。

「来ちゃった……」

　恐おそる恐る校門から中をのぞき込む。

　さっきの大きい女の子たちは居い残のこりかなんかだったのだろう。

　昇しよう降こう口ぐちは人けがなく、雨で濡ぬれた校庭にも人ひと影かげは見えなかった。

「何してるの？」

　砂沙美の背をポン、と誰かの手がたたいた。

「きゃ！」

　びっくりして振ふり返ると、おかっぱの可か愛わいい女の子が立っていた。

　濡れたような黒い瞳ひとみに透すき通るような白い頰ほお。

　砂沙美と同じぐらいの背で、赤いランドセルをしょっている。

「あー、びっくりした！　この学校のひと？」

「うん」

　女の子はにこっと笑った。

　もう六月だというのに白に紺こんのラインが入ったセーターを着ている。

「あたし、知ち佳か子こ。早さわ良ら知佳子っていうの。あなたは？」

「え……っと、柾木砂沙美」

　砂沙美は不意に女の子が傘かさもささずに立っているのに気づいた。

「濡れちゃうよ。傘、入って」

「ありがと」

　知佳子は素す直なおに傘に入り、またにこっと笑った。

「学校、見に来たの？」

「うん」

　砂沙美は心の中を言い当てられ、ドキドキした。

「あたしも見に来たの。一いつ緒しよに行こ！」

　知佳子は砂沙美の背を押おすと、昇降口からすっと上がってしまった。

「傘はそこ、上うわ履ばきはあたしの履いて」

　知佳子が指さした先には３─２、さわらちかこと書かれた白い上履きがあった。

　砂沙美は戸と惑まどいながら傘立てに傘を置き、言われた通りに上履きを出して履き替かえた。

　雨のせいか、上履きは湿しめっていて足にひやっとした感かん触しよくを残した。

「どこ見たい？　あたしが案内してあげる！」

「う、うん」

　いいのかなあ!?

　砂沙美は知佳子の後について恐る恐る校こう舎しやの中に足を踏ふみ入れた。




「ここが二年生の教室。絵とか字とかみんな下へ手たくそでしょ？」

「へえ……」

　砂沙美は壁かべいっぱいに張ってある絵やひらがなで書かれた目標などを物もの珍めずらしげに眺ながめた。

「この上が四年生の教室なんだけど、一年生の教室に行ってみる？」

「うん」

「じゃ、こっち。南校舎なの」

　知佳子は昇降口の前を通り過ぎると、階段の手前で急に立ち止まった。

「左が職員室。まだ先生が残ってるかもしれないから、そおっとね」

　知佳子は声をひそめ、砂沙美の手をぎゅっと握にぎった。

　ひやりとした感かん触しよく。

　砂沙美は思わず手を引っ込めそうになったが、悪いと思ってぐっと我が慢まんした。

「早く！」

　知佳子は忍しのび足あしで階段を上がり、二階の教室に飛び込んだ。

「懐なつかしいなあ、一年生の教室」

　知佳子は窓に走り寄り、もうかなり暗くなった校庭を見下ろした。

「ねえ、砂沙美ちゃん。どうして学校に行かないの？」

「え？」

　砂沙美はびっくりしてまじまじと知佳子の顔を見返した。

「だって言ってたじゃない。学校に行きたいなあって。あたし、聞いちゃったの」

「ええ？」

　買い物に行く途と中ちゆうだ！

　砂沙美は思い出した。

　おかしいなあ……誰だれもいないと思ったんだけどなあ。

「それに、お友達が欲ほしいなあって思わなかった？」

「う……うん」

　砂沙美は首を傾かしげた。

　不ふ思し議ぎ！　どうしてみんな知ってるんだろ？

「あたしもちょうどその時ね、誰か来ないかなあって思ってたの」

「どこにいたの？　砂沙美、全然知らなかったよ」

　砂沙美は思わず聞き返した。

「電信柱の陰かげ」

　知佳子はにこっと笑った。

「あそこ、時々通るでしょ？」

　砂沙美はぞくっとした。

　何だかヘンだ……全然ふつうの女の子なのに。

　砂沙美は不安になって窓の外を見た。

　雨は間かん断だんなく低い空から降ふり注そそぎ、校庭に水たまりを作っていた。

「暗くなってきちゃったし、砂沙美もう帰らなきゃ」

　と、知佳子がすっと砂沙美のそばに近づいてきて、濡ぬれたような黒い瞳ひとみで砂沙美を覗のぞき込んだ。

「もう帰っちゃうの？　せっかくこの学校の秘密教えてあげようかと思ったのに」

「でも……」

　と、知佳子は急にツンとした顔になってくるりと背を向けた。

「帰るんなら上うわ履ばき返して」

　砂沙美は困ってしまった。

「あともうちょっとだけなら……」

「ホント？」

　知佳子は振ふり向くと、嬉うれしそうな顔を見せた。

「じゃ、教えてあげる。こっちよ！」

　知佳子はぱたぱたと軽い足音を立てて階段を駆かけ降りて行った。

「待ってよぉ」

　慌あわてて砂沙美が続く。

　南校こう舎しやと北校舎をつなぐ連れん絡らく廊ろう下かはさっきより少し暗くなっているような気がした。

　知佳子のすぐ後について小走りに走りながら、砂沙美は右手の壁かべに何か光ったような気がしてふと目を向けた。

「なんだ、おっきな鏡かがみ」

　通り過ぎようとして砂沙美はぎょっとした。

　自分のすぐ前にいるはずの知佳子の姿が映っていなかったのだ。

　鏡を見たのはほんの一瞬だったから見み間ま違ちがえたのかもしれない。

　どっちにしろ確かめる暇ひまはなかった。

　知佳子が通路の突つき当たりにある教室にすっと入って行ってしまったからである。

「理科室？」

　砂沙美は扉とびらに手をかけた。

「あれ？」

　カギがかかっている。

「知佳子ちゃん、開あかないよ」

　すぐに知佳子が飛んできて扉を開けた。

「ごめんごめん。さ、入って」

　扉のすぐ横のガラス戸と棚だなにはガイコツやら体が半分剝むけた人形やガラス瓶びんが入っていて、砂沙美はちょっとびっくりした。

「なあにこれ？　気持ち悪～い」

「砂沙美ちゃん、知らないの？」

　知佳子は目を見開いた。

「こっちが骨こつ格かく標ひよう本ほん。こっちが人じん体たい模も型けいだよ。これね……」

　知佳子は急に声をひそめた。

「夜中になると動くんだよ。自分でガラス開けて出て来るの。学校中歩き回るんだよ」

「ええ～!?」

　砂沙美は思わず後ずさった。

「ホントなんだから！　あたし見たことあるもん。それでね、人体模型の心臓がピクッピクッて動いてるの」

「やだぁ……」

　砂沙美は落ち着かない気持ちになってちらっと外に目をやった。

　暮くれかかってはいるが、外の車寄せはまだ明るさが残っており、何台か車が止めてあった。

「ね、ねえ。砂沙美もうホントに帰らなきゃ」

　と、その時。

「こらァ、そんなところで何してるんだ!?」

　扉の方から怒ど鳴なり声がして、砂沙美は跳とび上がった。

「もう下校時刻はとっくに過ぎてるぞ。ん？　んん？」

　ジャージを着た男の先生がいっしょうけんめい扉を開けようとしている。

「いけない、見つかっちゃった！」

　知佳子は砂沙美の手をぎゅっと握にぎると、砂沙美の額ひたいにこつんと自分の額をつけた。

　砂沙美は思わず目をつぶってしまった。

「おわッ!?」

　五年一組の榎えのき戸ど先生は腰こしを抜ぬかしそうになった。

　カギのかかった理科室の中にいた二人の生徒が煙けむりのように消えてしまったのだ。

　一人はおかっぱにランドセルをしょった三年生ぐらいの女の子で、もう一人は髪かみをふたつに結んだ見かけない顔の女の子だった。

「ゆ……幽ゆう霊れい……!?」

　先生は後ずさりすると、一いち目もく散さんに職員室目がけて走りだした。

「あー、びっくりした！」

　知佳子は胸を撫なで下ろし、目を丸くしている砂沙美を見てにこっと笑った。

「ここなら大だい丈じよう夫ぶだよ。理科室から遠いもん」

「ここ、どこ？」

　砂沙美は黒光りするピアノや、色々な楽器が置いてある棚たなを見回した。

「分かった！　音楽室？」

「ピンポ～ン！」

　知佳子は踊おどるような足取りでピアノに近づき、蓋ふたを開けてデタラメな曲を弾ひき出した。

「ねえ砂沙美ちゃん、あんまりびっくりしないんだね」

「何が？」

　聞き返したとたんにあっと思い当たった。

「今、理科室からここまで瞬間移動した！」

「大当たり～！」

　知佳子はピアノの向こうから探さぐるような視線を向けた。

「そっか。じゃ知佳子ちゃんもチョウノウリョクとかあるんだね。砂沙美、そういうのは魎呼お姉ちゃんだけかと……」

　砂沙美は危あやうく口を噤つぐんだ。

「エヘヘ……何でもない」

　照てれ笑いでごまかす。

　ウチには元宇う宙ちゆう海かい賊ぞくのお姉ちゃんがいて……なんて喋しやベったら大変だ。

「砂沙美ちゃんて普ふ通つうの子とちょっと違ちがうね」

　知佳子はそれ以上は聞いてこなかった。

「知佳子ちゃんもだよ」

　砂沙美はホッとして笑いかけた。

　知佳子はすっと立ち上がると、棚からタンバリンを取り出した。

「いちわ～のこと～りが～、お～お～ぞら～に～」

　知佳子はタンバリンの鈴すずをシャランシャラン鳴らしながら歌い始めた。

　砂沙美の初めて聞く歌だ。

「いい歌でしょ？　毎週水曜日、朝会の時に歌ってたの。大好きだったんだ」

　知佳子の眼まな差ざしがふっと逸それ、宙をさまよった。

「麻ま衣いちゃんと一いつ緒しよによく歌ってたんだ。学校の帰りとか。あの日は麻衣ちゃんが風か邪ぜで、お休みして、それであたしは早くプリント届けてあげなきゃって思って」

　知佳子は不ふ意いに話を止やめ、棚の上にタンバリンを放ほうり出した。

　鈴がシャランと鳴り、一瞬音楽室が赤い光に満たされた。

　砂沙美が思わず瞬またたきした瞬間、夕ゆう陽ひが差し込んだような赤い光は消え、雨の音が戻もどってきた。

「ねえ、お友達になってくれる？」

　知佳子は黒い瞳ひとみをまっすぐ砂沙美に向けた。

「あたし、寂さびしいの。みんなすぐ忘れちゃうんだもん」

　何を？　何を忘れちゃうの？

　麻衣ちゃんてだあれ？

　知佳子の白い顔が夕ゆう闇やみの中に浮ういている。

　砂沙美は背せ筋すじがぞわぞわして返事をすることも、質問することもできなかった。

「ね、いいでしょ？　さっきの歌も教えてあげる。この学校の秘密ももっと教えてあげるから」

「知佳子ちゃん……」

　不意に砂沙美は気づいた。

　この女の子はもう生きていないのだ。

　生きていないのに、魂たましいだけ戻ってきてしまったのだ。

「お友達が欲ほしいって思ったよね？　あたしもお友達が欲しかったの。毎日電信柱の陰から見てたの。でも、学校に来ても誰も遊んでくれないの」

　知佳子はすうっと砂沙美に近づいてきた。

「砂沙美ちゃん、一緒に遊ぼう。ずっと学校にいたっていいんだよ。お勉強だってできるし、給食室に行けばこーんなおっきいお鍋なべでカレー作ってるところも見れるよ。だから、あたしと遊んで……」

　知佳子の白い手が砂沙美の肩かたにかかったかと思うと、不意に凄すさまじい力で腕うでを引っ張られた。

「来て。お願い」

「い……イヤぁ────！」

　砂沙美は必死になって冷たい手を振ふりほどこうとした。

「ダメ！　あたしと一緒に来るの」

　知佳子の足がふうっと床ゆかから離はなれた。

　砂沙美はとっさに棚たな板いたをつかみ、足を踏ふん張ばった。

　この手が離れたら、足が離れたら砂沙美はなんにも支ささえがなくなって、魂の世界へ連れて行かれちゃう！

「離して！　こんなやり方、お友達じゃないよ！」

　知佳子の白い顔が一瞬、悲しげに歪ゆがんだ。

「ごめんね。ごめんね、砂沙美ちゃん。でも寂しいの。もうひとりぼっちはイヤなの」

　と、知佳子から借りた白い上履きが砂沙美の足ごと床を離れた。

「イヤっ。天地兄ちゃん、助けて……」

　その時だった。

「知佳ちゃん!!」

　突つき刺さすような叫さけび声と共に、大きい女の子が教室に飛び込んで来た。

「知佳ちゃん、やめて！」

　同時に冷たい手が離れ、砂沙美は床に落ちた。

「麻衣ちゃん……」
















　知佳子は操あやつり人形のように宙に浮ういていた。

　その体が見る見るうちに血に染そまり、白いセーターに泥どろと血の染しみが広がった。

「君は……」

　麻衣ちゃんと呼ばれた大きい女の子の後ろには、さっき理科室で砂沙美を驚おどろかせた男の先生が立っていた。

「どうして来たの？　あたしのことなんか忘れてたくせに、あたしのこと邪じや魔ましに来たの？」

　知佳子の声は五さ月つき闇やみの奥おくから響ひびいてくるようだった。

「違ちがうの。私、忘れ物取りに来たの。そしたら榎戸先生が知佳ちゃんのこと、見たって……」

「早良知佳子？」

　先生の顔は真まっ青さおで、声は震ふるえていた。

「麻衣ちゃん……」

　知佳子はすうっと宙を滑すべり、麻衣の長い髪かみに指を触ふれた。

「髪の毛、長くなったね。ずうっと待ってたのに。ずうっと話したかったのに。どうして呼んでくれなかったの？」

「知佳ちゃん、違うの」

　麻衣の目からぽろぽろ涙なみだがこぼれた。

「私、あんまり辛つらくて、悲しくって見ないふりしてたの。知佳ちゃんが死んだなんて思いたくなかったの。だって、私のせいで……」

　知佳子の黒い瞳ひとみが揺ゆれた。と思った次の瞬間、白い手が麻衣の髪に絡からみついた。

「じゃあ、来てよ。ずうっとここにいてよ。卒業なんかしないで、あたしと一いつ緒しよにいて！」

　知佳子の細い指が麻衣の髪の毛をつかみ、抜ぬけそうなほど引っ張った。

「痛い！　知佳ちゃん、痛い」

「あたしも一緒に四年生になりたかった。一緒に五年生になって、バドミントン部に入りたかった。一緒に六年生になって、林りん間かん学校に行きたかった……」

「ごめんね、知佳ちゃん、ごめんね……」

　麻衣は頭を押おさえ、血まみれの顔から必死に目を逸そらそうとした。

「離してあげてよ！」

　思いがけない声に知佳子の手が緩ゆるんだ。

「そんなことしたら嫌きらいになっちゃうから！　このお姉ちゃんだって知佳ちゃんのこと、嫌いになっちゃうよ。いいの!?」

「砂沙美……ちゃん？」

　三年生のままの幼い顔がとまどったように二人を見比べた。

　六年生になった麻衣と、今日初めて学校に来た砂沙美を。

「砂沙美、学校に来るよ。それで、知佳ちゃんのお友達になってあげる。だから無理やり連れて行くなんてこと、しないで！」

　知佳子の足がコトリ、と床ゆかに降りた。

「ホント？」

「お姉ちゃんだって知佳ちゃんのそんな怖こわい顔、見るの悲しいと思うよ。だからさっきの顔に戻もどって。砂沙美に笑ってくれたじゃない」

　知佳子の黒い瞳が信じられない、というように二人の間を揺ゆれ動いた。

「ホントに……？」

　すうっと血の色が消え、知佳子は最初砂沙美が見たとおりの姿に戻った。

「お友達になってくれるの？」

「うん」

　砂沙美はにっこりした。

「でも、オバケの世界には行かないよ。お姉様や天地兄ちゃんが心配するもん」

「知佳ちゃん」

　麻衣は思わず走り寄った。

「私、一日だって忘れたことなかった。ホントは知佳ちゃんに会いたかったの。でも考えると悲しくなるから無理やり考えないようにしてたの。分かって！」

「……うん」

　知佳子は仲良しだった友達の大人びた顔を悲しそうに見上げた。

　もう見上げるぐらい背も伸のびて大きくなっていたのだ。

「麻衣ちゃん、ごめんね。痛かった？」

　ふっと知佳子の姿が揺れた。

「あたしのこと、呼んでね。卒業しちゃっても時々来てね」

　知佳子はにこっと笑った。

　三年前、まだ二人がこの世界で一番仲良しだった頃の無む邪じや気きな笑え顔がお。

「さよなら、麻衣ちゃん」

　夕ゆう闇やみの中に白い顔がすうっと消えて行き、雨の音だけが暗い音楽室に残った。

「知佳ちゃん？」

　気がつくと砂沙美は靴くつ下したを履はいたままの素す足あしで寄よせ木ぎ細ざい工くの床に立っていた。

「行ってしまった……」

　榎戸先生は金かな縛しばりが解とけたようにむやみに顔を擦こすり、やっと気づいたように砂沙美に声をかけた。

「君、見かけない子だね。家はどこだい？」

「あ、あの……」

　と、すっと麻衣の手が砂沙美の肩かたに回された。

「先生。この子、柾木神社の子だと思う。私、見かけたことあるもん。ね？」

「うん」

　砂沙美は何だかほっとして、麻衣の手をしみじみあったかいなあ、と思った。

「じゃ、先生が送ってってやろう。もう暗いし、雨も降ってるしな」

「うん」

　榎戸先生は音楽室のカギを閉め、廊ろう下かの電気をつけた。

　昇しよう降こう口ぐちに着くまでずっと麻衣は砂沙美の手を握にぎっていてくれた。




「あっ、天地兄ちゃん！　お姉様！」

　昇降口に着くなり砂沙美は靴を履くのももどかしく駆かけ出した。

「やっぱりここか。どうしたんだよ、こんな遅おそくまで」

「砂沙美！」

　阿重霞は怒おこったような顔で砂沙美に駆け寄り、抱だき締しめた。

「お姉様、死にそうなほど心配したんだから！　お店に聞いても砂沙美は来てないって言うし、小学校なんてどこにあるのか分からないし」

「お姉様、ごめんね」

　砂沙美は急に恥はずかしくなってそっと昇降口の方を振ふり返った。

「先生ですよね？　すみません、ご心配かけて」

　榎戸先生の顔は知らなかったが、天地はていねいに頭を下げた。

「君がお兄さん？　いや、僕ぼくもこの子の顔、知らなくてな」

　榎戸先生はホッとしたように笑った。

「今、学校に来てないのか？」

「ちょっと色々事情がありまして……」

　天地は言葉を濁にごした。

「ふむ……」

　榎戸先生は砂沙美の不安そうな顔に気づき、にっこりした。

「早く学校に来いよ。僕は五年一組の担任の榎戸って言うんだ。待ってるぞ」

「私は六年一組、相あい崎ざさ麻衣よ。ねえ、この赤い傘かさ、砂沙美ちゃんの？」

「あっ」

　砂沙美はしまったという顔で駆け出した。

「ありがとう、お姉ちゃん」

「うん」

　麻衣は傘を渡わたしながら素す早ばやく砂沙美の耳に囁ささやいた。

「ねえ、いちわのことりが……って歌ってなかった？」

「うん」

　砂沙美は知佳子の澄すんだ声を思い出した。

「今度教えてあげるね」

「うん！」

　麻衣と砂沙美は秘密の眼まな差ざしを交かわし合った。




　帰り道、砂沙美は阿重霞にぴったりくっついたまま、黙だまって歩いていた。

「お姉様。砂沙美やっぱり、学校行きたい」

「お父様には内ない緒しよよ」

　阿重霞は微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「もうお友達ができたのね」

「うん。三人も」

　一羽の小鳥が……大空に……。

　砂沙美はその続きを知りたい、と思った。

（梅つ雨ゆ空ぞらが明ける頃にはきっと二人で歌えるようになってるからね）

　砂沙美は知佳子の濡ぬれたような黒い瞳ひとみにそっと笑い返した。







ＳＵＢＪ…お兄様へ




　面めんと向かってお話しするとなんだか考えがうまくまとまらないような気が致いたしますので、こんな形でお手紙を差し上げることに致しました。

　手紙を書くぐらいならすぐにでも会いに来ればいいのに、とお思いでしょう。

　でもお兄様にお話しすると、すぐに結論を出されてしまいそうで恐こわいんですの。

　わたくしは今、迷っています。

　と、申し上げてもお兄様にはなんのことかお解わかりにならないでしょうね。

　実は……砂さ沙さ美みのことなのです。




　もう三日ほど前のことになりますが、砂沙美がひとりで天地様の通ってらした小学校に行った事件がありました。

　お兄様もお聞きになったでしょう？

　帰り道、砂沙美が学校に行きたい、と言うものですからわたくしもつい、それもいいかしら、と思ってしまったのです。

　次の日砂沙美はわたくしの顔を見て、「お姉様、砂沙美いつ学校に行けるの？」と聞きました。

　わたくしは地球の小学校のことなど何も知りません。

　答えようがなくて曖あい昧まいな返事をしていると、砂沙美は一いつ瞬しゆん思い詰つめたような真しん剣けんな顔でわたくしをみつめ返しました。

「お姉様、砂沙美待ってるからね。お姉様なら砂沙美の気持ち、分かってくれるよね」

　そう言うのです。

　わたくしは胸が痛みました。

　同時に、曖昧な返事をしていた自分を恥はずかしく思いました。

　まだ小さい砂沙美にとって、待つということはどんなにつらいことでしょう。

　すぐにでも学校に行きたい、お友だちがほしい。

　心の中ではそう思っていることでしょう。

　でもあの子は姉のわたくしを気き遣づかってくれました。

　学校に行くということはそんなに簡単にできるものではない、そのことも分かっているのです。

　可か愛わいい妹のたったひとつのおねだりです。

　すぐにでも願いをかなえてあげたい、姉としては正直にそう思います。

　ふだん文句ひとつ言わず、料理を作り洗せん濯たくをし、柾まさ木き家けのみんなのために働いている砂沙美……本当なら同じ年とし頃ごろのお友だちとなんの悩なやみもなく、遊んでいられる年頃なのに。

　じゃあおまえがやればいい、なんておっしゃらないで下さいませね。

　明日から砂沙美と交こう替たいできるほど、わたしはお料理がうまくないんですもの。




　でも砂沙美を学校に入れたとして、地球の子供たちとうまくやっていけるのでしょうか。

　みんなと違ちがう子が入ってきた、といっていじめられたりしないかしら？

　それに、砂沙美が変わってしまったらどうしましょう。

　色いろ々いろ新しいことを覚えてきて、悪い言葉を使ったりするようになったら？

　今までと違いそばにいない時間ができることで、わたくしの知らない部分が生まれることが今、なんだかとても不安な気がするのです。

　怪け我がをしたり、病気になったりしたらどうしましょう？

　学校の行き帰りにもし事故でも起こったら!?

　そんなことないよ、とお兄様はおっしゃるのでしょうね。

　砂沙美は頭もいいし、しっかりした子ですもの、わたくしの心配など杞き憂ゆうに過ぎないかも知れません。

　でも……。




　やってみなくては分かりませんよね？

　わたくしは今、懸けん命めいに自分にそう言い聞かせているところです。

　どうかどうかお兄様の頭脳と力を貸して下さいませ。

　やっぱり……まとまりのないお手紙になってしまいました。

　ごめんなさいね。





阿あ重え霞か　　



















七夕夜









「やっと終わったぁ。キヨちゃん、お疲つかれ！」

「早く着き替がえて！　砂さ沙さ美みちゃんの好きなシュークリーム、売り切れちゃうわ」

　コンビニ・スリースターズのバイトを終えた美み星ほしと清きよ音ねは超ちよう特急で挨あい拶さつすると、速はや足あしで店を出た。

「お疲れさん。また化ばけ物もの屋や敷しきに行くんだろ？　魎りよう呼こさんによろしくな」

　すっかり店の跡あと継つぎらしくなった星ほし浦うら悟さとるが手を振ふった。

「化け物屋敷だって！」

　美星は笑い出した。

「当たらずとも遠からずよ。さ、行こ！」

　明日はバイトが休みなのである。

　それでミホキヨたちは柾まさ木き家けの温泉に入りがてら、泊とまりに行くのであった。

「公園を抜ぬけていくと近いわ」

「あ～ん、待ってよ清音！」

　商店街に近い、小さな公園を通り抜けようとした時だった。

「スピカ？　君、スピカだろ？」

　いきなり声をかけられ、美星がびっくりして振り向くと、カッターシャツにジーンズの小こ柄がらな青年が立っていた。

　特にハンサムというわけではないが、真ま面じ目めそうな顔立ちだ。

　大学生にしてはちょっと老ふけているように見える。

「あ……すみません」

　青年は細い体を縮ちぢめるようにして謝あやまった。

「後ろ姿が友だちとそっくりだったもんで」

　青年の瞳ひとみに哀かなしげな色が浮うかんだ。

「すいません。ひょっとしてスピカっていう人、知らないですか？　知らないですよね？」

「行こう、美星」

　清音がそっと肘ひじをつついた。

「早く行かないと、ケーキ屋さん……」

「うん」

　美星は戸と惑まどった。

　何かがここに足を止めるように、と告げている。

「ごめん。先行っててくれる？　すぐ追いつくから」

　清音は心配そうな顔をしたが、何も言わずに歩きだした。

「私、美星っていうんですけど。そんなに似てました？」

「あ、僕ぼく……菅すが谷や俊とし之ゆきです」

　青年は慌あわてて答えた。

「金きん髪ぱつがぱっと目に入ったもんで、スピカだと……」

「スピカ？」

　青年の瞳が曇くもった。

「もう七年も待っているんです。七夕たなばたがくる度たびにこの公園で……どうしても会いたいんです」

　青年ははっとしたように顔を上げた。

「すみません。見ず知らずの人に……」

「もう知り合ったわ」

　青年の表情の何かがそっとスイッチを押おしたのを美星は感じた。

「ごめんなさい。お役に立てなくて」

「いえ、僕の方こそ……」

　スピカ……スピカ……？

　公園とその青年を後にしながらも美星は妙みように胸が騒さわぐのを感じた。




「……山さん陰いん地方の明日の天気をお伝えします。岡山県、明日の天気は曇くもり時々雨、正午から午後六時までの降こう水すい確かく率りつは四〇パーセント……」

「なんだ、また雨か」

　天気予報を見ていた天てん地ちは呟つぶやいた。

「ねえ砂沙美ちゃん、せっかく飾かざり付けしたけど明日の夜は星、見えないかもしれないね」

「ええ～？」

　砂沙美はガラス戸に走り寄り、軒のき先さきに揺ゆれている笹ささの枝えだを見上げた。

　裏山から天地が切り出してきた笹は、短たん冊ざくや色紙の飾り切りに賑にぎ々にぎしく飾られ、明日の本番を待っている。

「砂沙美ちゃん、どうしたんですかぁ？」

　湯上がりの美星が上じよう気きした顔で居間に入ってきた。

「いや、明日の七夕、どうかなあって」

　天地はタンクトップにショートパンツ姿の美星を見てちょっと照てれ臭くさそうな顔になった。

　ショート丈たけのタンクトップの下でブラジャーなしでも形の良いバストがくっきり盛もり上がっているのが分かる。

「お湯、どうでした？」

「はぁ……やっぱり柾木家の空中温泉は最高ね」

　洗い髪がみをきれいに梳けずり、こちらは九百八十円のＴシャツにバミューダという格かつ好こうの清音が代わりに答えた。

「天地さん、お世話になります」

「どうしたんですか、改あらたまって。いつも入りに来てるじゃないですか」

　天地は笑った。

「うん、まあね」

　清音も笑い返した。

「もうすっかり地球の習慣に染そまったんだわ、アタシ。挨あい拶さつは人生の潤じゆん滑かつ油ゆ。アタシもバイト先で色んなお客さんに気を使ってるとホント、この星に馴な染じんだんだなあって思うもの」

「じゃあもうひとつこの星の行ぎよう事じに参加して下さいよ。和室の方で魎呼たちがまだ短冊書いてるんですよ」

　天地は和室の方に手を振ふった。

「短冊？　ああ、願い事書くんだっけ？　天地さんはなんて書いたの？」

　清音は七夕の笹を見上げた。




　天地と結けつ婚こんする!!　魎呼




　マジックペンで黒々と書いた短冊がすぐ目に入った。




　絶対結婚するからな!!　魎呼




　その隣となりに追加の短冊が下げてある。「絶対」の横に二重線が引いてあった。




　誰だれにも渡わたさねえ!!　魎呼




　そのまた隣も魎呼の字である。




　特に樹じゆ雷らい皇おう家けの女にはな!!　魎呼




「はいはい、よーく分かったわ」

　清音は思わず呟つぶやいた。

　こんな調子だと短冊が何枚あっても足りないに違ちがいない。

　案あんの定じよう、反対側の枝には阿あ重え霞かの流りゆう麗れいな筆ひつ跡せきで魎呼と同じだけの短冊が下げてあった。




　天地様と結婚できますように　阿重霞




　その隣にはやはり追加の短冊があった。




　必ず結婚できますように　阿重霞




「必ず」の横に波線が引いてある。




　天地様が正しい選せん択たくをなさいますように　阿重霞




　もはや執しゆう念ねんがこもっているようである。




　宇宙海かい賊ぞくなどに渡してなるものですか！　阿重霞




　ここまでいくともう願い事の範はん疇ちゆうを超こえている。

「はぁ……」

　清音はため息をついた。

　願い事と言うよりは天の川を挟はさんで臨りん戦せん態たい勢せい、一いつ触しよく即そく発はつ状態である。

「他の人はどうかしら？」




　天地兄ちゃんと一いつ緒しよにディズニーランドに行けますように　砂沙美




　ハワイに事務所を作る！　信のぶ幸ゆき




　早くひ孫の顔が見たい。　勝かつ仁ひと




「また危ないことを……」

　清音の頰ほおがちょっと引きつった。

　阿重霞と魎呼の短冊合戦の下にしれっとこういう短冊を下げるセンスはさすが勝仁、ただ者ではない。

「天地さんの、ないわねぇ」

　満まん艦かん飾しよくの笹ささを見回すと、こんな短冊が目に飛び込んできた。




　鷲羽わしゆうちゃん天才！　宇宙一!!　鷲羽




　その陰かげに隠かくれるように下がっている短冊がある。




　みんな仲良く平和に暮らせますように　天地




　あくまでも控ひかえめな一家の跡あと取とり息子むすこなのである。

「天地さんらしいわねぇ……」

　清音が天地の几き帳ちよう面めんな筆跡をしみじみ眺ながめて感じ入っていると、砂沙美が駆かけ寄よってきた。

「清音さん、これ結んでくれる？」

　手には可か愛わいいてるてるぼうずを持っている。

「明日、雨が降ふらないように、お願いするの。織おり姫ひめさんと彦ひこ星ぼしさんだって、雨が降ったら会えないんでしょ？」

「砂沙美ちゃん、良く知ってるのね。誰だれに教えてもらったの？」

　清音は良く見えるように高い枝にてるてるぼうずを結んでやりながら聞き返した。

「天地兄ちゃん。ねえ、一年に一回しか会えないってホント？」

「そうなんだってね」

　清音も天地の受け売りで答えた。

「でもなんかそういうのってステキじゃない？　アタシにもそういう人が現れないかしら……」

「そういうことを短たん冊ざくに書けばいいのよ」

　美星が早さつ速そく短冊を下げにきた。

「あ、もう書いたの？　早いわねえ。なんて書いたの？」

「ヒ・ミ・ツ♡」

　美星は恥はずかしそうに後うしろ手でに短冊を隠かくしてしまった。

「アンタねぇ……」

　清音は吹ふき出した。

「これからつけるのにヒミツもなにもないでしょ？」

　言いながら短冊を引ったくる。




　私もできれば天地さんと結婚できたらいいなぁ……なんて♡　でもでもぉ、阿重霞さんと魎呼さんに悪いしぃ……やっぱりいいですぅ。　美星☆




「なにコレ!?」

　清音は笑い出した。

「美星、せっかく願い事するんだからもうちょっと大だい胆たんでもいいんじゃない？　これじゃ最初っから諦あきらめてるみたいよ」

「え～、でもでもぉ……」

　美星はポッと頰ほおを染そめ、それでも天地の短冊の隣となりに自分の短冊を結んだ。

「いいんですぅ。だって私、ホントにそう思ったんだもん。それよりキヨちゃん、早く自分の書きなさいよ」

「うん……」

　アタシ、願い事なんて───。

「さ、清音さんどうぞ。わたくしはお茶でも入れてまいりますわ」

　阿重霞はそそくさと席を立った。

「もうおしまいか？　もっとやろうぜ、阿重霞」

　魎呼がにやにやしながらバツの悪そうな阿重霞を見上げた。

「その手にはのりません」

　阿重霞はつんとそっぽを向くと、背せ筋すじを伸のばして和室を出ていった。

「この頃ごろ仲がいいわねえ、あなたたち」

　清音は向こうでＴＶに見入っている天地をそっと盗ぬすみ見た。

「どうせなら樹雷に行って二人で結婚しちゃえば？　でもそうすると美星がかわいそうなことになっちゃうわね」

「遊びさ、遊び」

　魎呼はさらりと答えた。

「どうせ明日のことなんて誰にも分からねェんだしよ、今日が楽しけりゃそれでいいのさ。ま、あいつは本気なんだろうけどよ」

「魎呼さん？」

　魎呼の意外な一面を見たような気がして清音は一いつ瞬しゆん言い淀よどんだ。

「一年に一回しか会えないって結構いいかもな。そしたら恋こいだって永遠に続くもんな」

「魎呼さん、あなた……」

「なーんでよォ。ああ、つまんねぇ」

　魎呼は大きく伸びをして立ち上がると、清音を残して向こうに行ってしまった。

「願い事……アタシの願いって何なのかしら？」

　清音は真っ白な短冊を前に珍めずらしく考え込んだ。




　その夜のことである。

　普ふ段だんは布ふ団とんに入って五分も経たたないうちに寝ね入いってしまう美星が珍しくほお杖づえをついてぼんやりしている。

「どうしたの？」

　バイト疲づかれの清音は瞼まぶたが塞ふさがりそうになりながらも声をかけた。

「うん……」

　美星はガバッと夏なつ掛がけを撥はね除のけると、隅すみに片付けた座ざ卓たくの方に行って何やら書き始めた。

　と、短たん冊ざくを持ってそうっと出て行ったと思うと、サッシを開あける音が聞こえた。

「忘れ物？」

　戻もどってきた美星に声をかけると、美星は恥はずかしそうに微ほほ笑えんだ。

「うん、ちょっと」

　美星は布団に潜もぐり込こむとまたほお杖をついた。

「ねえ、清音。短冊書いた？」

「ううん」

　清音は腹ばいになると、組んだ腕うでの上に顎あごを乗せた。

「何だか……なんて書けばいいのか迷まよっちゃって」

「ええ～？　ステキなひとに出会えますようにって、書かなかったの？」

「だって……」

　今度は清音が恥ずかしそうに視線を落とした。

「みんな天地さんのこと書いてたでしょ？　アタシちょっと……そこまでいってないし、他のこと書くのも場ば違ちがいみたいで……天地さんはいいひとだと思うけど」

「そこまで考えなくてもいいのに」

　美星は笑い出した。

「清音って気き配くばりすごいんだから。素す直なおに書けばいいじゃない。清音だって一生独身でいたいわけじゃないでしょ？」

「うん……」

「私もねぇ、ホントのこと言うとあんまり結けつ婚こんってイメージ、ないんだ。なんだかこのままずぅっとずぅっと続いていくんじゃないかなあって……そんなこと、誰にも分からないのにね」

「うん」

　清音はハッと魎呼の言葉を思い出した。




　どうせ明日のことなんて誰にも分からねェんだしよ……。




「アタシたち、今が一番幸せなのかもしれないね」

「どうしたの？　清音ってば悟さとっちゃって」

「ううん、そんなことない」

　清音は隣となりに美星がいることをしみじみ幸せに思った。

「ねえ、追加の短冊書いてたでしょ？　なんて書いたの？」

「明日、晴れますようにって」

　美星は清音の目をじぃっと見つめたままにこっと笑った。

「ウソ！」

　清音はピンときて美星を睨にらんでみせた。

「ナ・イ・ショ。おやすみ、キヨちゃん」

「うん。おやすみ」

　美星が寝ね入いってからも清音はしばらく寝付けなかった。

　幸せって何なのかしら？

　結婚ってホントに幸せのゴールなのかしら？

　恋こいするとホントに全すべてを捨すててしまえるものなのかしら……？

「アタシってダメね」

　清音は呟つぶやくと目を閉とじた。

　いつか王子様が現れるなんて、全然信じてないもの。

　早く一人前の刑事になろう、早くみんなに迷めい惑わくかけないようになろうってそればっかり。

　結婚なんてその後の後の話だと思ってたわ。

　今は今で信幸さんや天地さんに迷惑かけないように生活立てなきゃってそれだけだし。

　魎呼さんや阿重霞さんたちとは違うんだもの、私たちまで居い候そうろうしたらお世話になり過ぎだもんね。

　でも、その後は？

　いくら考えても未来は漠ばく然ぜんとしていてイメージが湧わいてこなかった。

　清音は諦あきらめて明日のことは明日考えることにした。




　翌日はやっぱり雨だった。

　曇くもり空から音もなく細い雨が降ふり出したかと思うと、いつの間にか濡ぬれた敷しき石いしを残して上がっている。

　かと思うとまたさあっと降り出しては紫陽花あじさいの上の蝸牛かたつむりを喜ばせる、そんな雨だった。

「せっかくてるてるぼうず、作ったのに」

　砂沙美は恨うらめしげに灰色の空を見上げた。

　軒のき下したに飾かざった七夕の笹ささが時とき折おり起こる不安定な風にさらさらと揺ゆれている。

「うん、でも夜になったら上がるかもしれないよ」

　天地は学校から帰ってきた砂沙美を慰なぐさめた。

　そう、経緯いきさつあって砂沙美は学校に通い出したのである。

　実際入学するまでは鷲羽の手助けやら勝仁の尽じん力りよくやら色々あったのだが、今はその話をする時ではない。

「ランドセル下ろしておいでよ」

「はぁい」

　砂沙美は素す直なおに二階に上がって行った。

「お帰り、砂沙美」

　窓まど枠わくに肘ひじをついて外を眺ながめていた阿重霞が振ふり向いた。

「今日のお夕飯、なあに？」

「おそうめん。お姉様、おなかすいたの？」

「ううん……そうじゃないけど」

　阿重霞はまた窓の外に視線を戻もどした。

「雨、なかなか止やまないわねえ」

「うん」

「雨が止まなかったら七夕の願い事はどうなってしまうのかしら？　雨と一いつ緒しよに流れて消えてしまうのかしら？」

「うーん……」

　そんなことないと思うけど。

「何だか……空むなしいわ」

「お姉様!?」

　砂沙美はちょっとびっくりして聞き返した。

「どうしたの？　なんかあったの？」

「ううん……」

　阿重霞は深いため息をついた。

「砂沙美はいいわねえ。もうすっかりここに馴な染じんで……どこから見ても地球の女の子だわ。天地様の妹だって言っても不思議じゃないくらい。でもわたくしはここではただの居候。樹雷に戻れば第一皇おう女じよでもここではお料理も満足にできないただの役立たずなんだわ……」

「どうしちゃったの、お姉様？」

　阿重霞がなぜそんなに落ち込んでいるのかわけが分からなかったが、砂沙美はひとまず宿題を放ほうり出して姉を慰なぐさめにかかった。

「お姉様、元気出してよ」

　阿重霞は情けない顔で首を振った。

「お姉様がいるから砂沙美、元気にしてられるんだよ。お姉様が悲しい顔してると砂沙美まで悲しくなっちゃうよ。それに、お姉様自分のことただの居候だって言ってるけど、魎呼お姉ちゃんだって砂沙美だってそうだよ。大だい丈じよう夫ぶだって。天地兄ちゃんはきっとお姉様のこと大事に思ってるよ……あっ、分かった！」

　砂沙美は姉の顔を覗のぞき込んだ。

「お姉様、早く天地兄ちゃんと結けつ婚こんしたいんでしょ？」

「えっ」

　阿重霞の頰ほおにポッと赤みが差した。

「雨が降ふったら天地兄ちゃんと結婚できなくなっちゃうって思ったんでしょ？」

「そ、そんなこと……お姉様そこまで単純じゃないですわ」

　と、いっしょうけんめい言い訳しているところをみると当たらずとも遠からずなのだ。

「ふ～ん……天地兄ちゃんに言って来ようか？　お姉様落ち込んで泣いてたよって」

「泣いてなんかいませんわ！　そんなこと天地様に言ったら承しよう知ちしないから！」

　阿重霞は慌あわてて抗こう議ぎした。

「どうしようかな～」

　砂沙美は後ずさるとパッと身を翻ひるがえし、たちまち笑え顔がおになって小首を傾かしげた。

「大丈夫、言わないよ。言わないから機き嫌げん直して下におりてきてよ。天地兄ちゃんが心配して上がってきちゃうよ」

「砂沙美ったら」

　阿重霞はとうとう笑い出した。

「ほら、元気になった」

「違ちがうわよ。砂沙美がお姉様のことからかうから……」

　阿重霞は軽く砂沙美を睨にらむとはにかむように微ほほ笑えんだ。

「いい子ね」

「エヘヘ……」

　砂沙美は照れたように笑うとぱたぱたと軽い足音を立てて階段を駆かけおりて行った。




　七月七日の午後は静かに暮れていき、ようやく上がるかに見えた雨も夜になってまた降り出した。

　氷を浮うかべたそうめんではちょっと肌はだ寒ざむいということで献こん立だては急きゆう遽きよにゅうめんに変わり、柾木家の執しつ事じ兼けん料理人のジョージと砂沙美は仲良く台所に立って忙いそがしく立ち働いていた。

「結局雨になっちゃったわね」

　夕食の席で清音は残念そうに七夕の笹ささを見上げると、砂沙美に向かって微笑んだ。

「うん。しょーがないよね」

　砂沙美はちら、と姉の方をうかがった。

「でも砂沙美思うんだけど、願い事をしたっていうのが大事なんだよ。織おり姫ひめさんと彦ひこ星ぼしさんだって雨ぐらいで諦あきらめてたらきっと伝説に残んなかったと思うよ」

「へえ……砂沙美ちゃん、今夜はオトナじゃん。なんかあったのか？」

　魎呼はこれでけっこうカンが鋭するどいのである。

「ううん、別に。ねえ、魎呼お姉ちゃん。もし魎呼お姉ちゃんが織姫さんだったらどうするかなあ？」

「あたしが？　そりゃ決まってるじゃん」

　魎呼は横目で天地を見、にやりと笑った。

「雨が降ろうが槍やりが降ろうが関係ないね。パッと移動して……」

　とたんに魎呼の姿が消えたかと思うと天地の隣となりに現れた。

「こうするのさ！」

　天地の首に両手を回してぎゅっと抱だき締しめる。

「わッ、こぼれる！」

　天地は慌あわてて丼どんぶりを下に置いた。

「魎呼!!」

「はいはい」

　魎呼はあっという間に元の位置に戻もどった。

「反はん則そく技わざはいけませんわよ」

　機き嫌げんの直った阿重霞は済すました顔でたしなめた。

「わたくしならきっと……失礼しますわ」

　阿重霞の手が座ざ卓たくの向こうの天地の手を引き寄よせた。

　その手に柔やわらかな頰ほおを寄せる。

「想おもいがあれば距きよ離りなんて関係ありませんわ。ね、天地様？」

「いやぁ……」

　困った、というより思いっきり照れた顔になる。

「うぐぐ……」

　魎呼の目が怒いかった。

「おめーこそ反則じゃんか！　そこには天の川があるはずだろ。瞬間移動もできないくせに……」

「第一試合終しゆう了りよう、引き分け！」

　清音が笑いながら中に入った。

「阿重霞さん、なんかこの頃ごろ変わったわね。自信ついたんじゃない？」

「いいえ。わたくしはわたくしですわ」

　昼間ひそかに落ち込んでいたことなど忘れたようだ。

「お姉様ってば、けっこうやるじゃん」

　あ～、心配して損した。

　砂沙美は心の中で呟つぶやいた。

「ほら。キヨちゃん、やっぱ私、かなわないですぅ」

　美星はにこにこしながら二人のやりとりを見ていたが、思いついたように立ち上がった。

「ちょっと用事思い出したの。出で掛かけてくるわ」

「え？　なあに？」

「すぐ戻って来ますぅ」

　美星はそれ以上言わずに玄げん関かんを出て行った。




「俊之さん、って言ったっけ」

　美星は青いビニール傘がさを手に、小こ走ばしりに道を急いだ。

　小さな公園はもうすっかり夜の闇やみに沈しずんでいた。

　たったひとつ灯ともった照明に照らされたところだけ細い糸のような雨が光っているのが見える。

「来てないわ……」

　美星はホッとしたような、残念なような気持ちで呟いた。

　いないのなら今来た道を帰ればいい。

　そう思って戻りがけた時、左手の道から見覚えのある姿が現れた。

「あ……」

　青年はあっという間に走り寄ってきた。

「どうして君がここに？」

「あ、やっぱり来てたんですね」

　美星の方が見下ろす格かつ好こうになった。

「ほら、七夕だから来てるんじゃないかって」

　青年は訝いぶかしげな顔をした。

「気になったの。スピカさんに会えたかしらって」

　青年はため息をついてゆっくりと首を振ふった。

「ダメですね。ほら、雨ですし」

　と、青年は手にしたコンビニの小さい袋ふくろから缶かんコーヒーを取り出した。

「こんなところで何ですけど、良かったらどうですか？　自動販はん売ばい機きは冷たいのばっかりなんでスリースターズまで買いに行ってたんですよ。それに君、僕の為ために来てくれたんでしょう？」

　美星は思わず受け取ってしまってから慌あわてて礼を言った。

　青年は初めて笑え顔がおを見せた。

「不思議な人だなあ。どうして僕のことなんかわざわざ……」

　笑うと老ふけた印いん象しようがウソのように消え、夢見るような少年の表情になった。

「座すわりませんか……って言ってもあそこしかないですね」

　街がい灯とうの下に屋根つきの小さなテラスがあり、そこだけが乾かわいていた。

「待っているんですよ、ずっと」

　俊之は話し始めた。

「初めて会ったのは七年前、僕が大学一年の時でした。七夕の夜遅おそく、ここを通りかかると彼女が現れたんです」

　現れた、としか言いようがないのだ、と俊之は言った。

　地上に星が降りるようにスピカは降りてきたのだ。

　明るい金色に輝かがやく髪かみも、光を帯おびて輝く白い顔も、何もかもが眩まぶしくてこれは夢を見ているに違ちがいない、と思った。

　と、思う間に光は和やわらぎ、スピカは美しい女性の姿になった。




　ワタシヲ呼ンダノハアナタ？




「……スピカはにっこり笑い、僕の手を取りました。その夜からちょうど一週間、スピカと僕は一いつ緒しよに暮らし……八日目の夜、来た時と同じように消えてしまったのです。消えてしまって初めて、僕は彼女のことをなんにも知らないことに気づきました。どこのどういう人なのか、国はどこなのか、なぜ僕のところに来たのか。どうして急にいなくなってしまったのか」

　俊之は目を上げて懐なつかしむように空を見上げた。

「彼女は星だったのかもしれません。たまたま夏の大三角を見上げていた僕の視線と、夜空を横切る彼女の視線が合ったんだ、と。きっと……デタラメを言っているように聞こえるでしょうね。信じてもらえなくてもいいんです」

「それで、七夕の夜になると待っているわけなのね」

「ええ」

　俊之は寂さびしそうに笑った。

「昨日、君の後ろ姿が一瞬スピカに見えたんです。でも、まさか来てくれるとは思いませんでした」

　ありがとう、と俊之は呟つぶやいた。

「帰らなくていいんですか？」

「私、信じます。あなたの話」

　美星は朗ほがらかな顔に熱意を込めて言った。

「星を渡わたる種族の話があるの。肉体を持たない強い思し念ねんだけの存在で、遥はるか昔に滅ほろびた星の一族がそうやって居場所を求めて宇宙を渡って行くんだって聞いたことがあるわ。私は会ったことはないけど、おじいさまは若い頃、見たって……パトロール船の若いパイロットが目の前で消えたそうよ。その種族のひとりに呼ばれて」

「君は……」

　俊之は目を見張った。

　その目に驚おどろきと畏い怖ふが表れた。

「違ちがうわ。私はただの一級刑事よ。今はこの近くに暮らしてるの」

　その時だった。

　夜の闇やみの中に不ふ意いに目ま映ばゆい光が迸ほとばしった。

　美星が思わず目を庇かばった瞬間、光は和やわらぎ、その中からひとりの女が現れた。

「トシユキ！」

　青年の手から傘かさが転げ落ちた。

「スピカ!?」

　美星の目の前で二人は固く固く抱だき合い、ひとつに溶とけ合ってしまったかに見えた。

「アナタの遺い伝でん子し情報を手に入れたとき、言えなかったの……もう二度と会うことはないって。だからサヨナラを言いに来たわ。ナカマと一いつ緒しよに遠い星に行くの……」

「スピカ……」

　俊之の瞳ひとみが揺ゆれた。

「行くな!!　行かないでくれ!!」

　スピカは俊之の瞳を見つめたまま不意に動きを止めた。

「戻レナイのよ。……形ヲ失ウのよ」

「いいんだ。君を待ってたんだ。ずっと」

　青年の瞳にもう哀かなしげな色はなかった。

「ホントウに？」

　スピカの唇くちびるにゆっくりと微ほほ笑えみがのぼり、やがて目映い光となってその顔を輝かがやかせた。

「トシユキ……」

　スピカの体が光に包まれていくに従したがって、俊之の姿はゆっくりと薄うすれていった。

「ワタシと一緒に……」

　俊之の姿が吸い込まれるようにスピカの光の中に消えた。

　スピカは一瞬、歓かん喜きに震ふるえるように目を閉じると、強い光を放ちながら信じられないスピードで空に消えていった。

　後には俊之の傘と夜の闇だけが取り残された。
















「美星─────！」

　はっと我に返ると、清音と天地が大きく手を振ふりながら走ってくるところだった。

「やっぱりここだったのね。昨日の短たん冊ざく、見て……」

　清音は息を切らしながら公園に駆かけ込んできた。

「今の光はなに？　俊之さんがスピカに会えますようにって、どういう意味？」

「会えたの！」

　美星はいきなり清音に抱だきつくと、こらえ切れないように顔を伏ふせた。

「会えたのよ！」

「ど、どうしたの……？」

　清音は戸と惑まどいながらも美星の髪かみを撫なで、落ち着かせるように軽く背を叩たたいた。

「あんまり遅おそいから、襲おそわれたのかと思いましたよ……刑事だって雨の夜道は危ないですよ」

　天地はとりあえず美星が無事だったことにホッとして微笑んだ。

「あれ？　この傘……誰かと一緒だったんですか？」




　美星も清音も結局もう一晩、柾木家に泊とまることになった。

　日付が変わる頃になってやっと雨が上がった空には洗われたような夏の大三角が瞬またたいていた。

「七夕はとうとう雨でしたわね」

　さらさらと笹ささの葉が鳴った。

　阿重霞はサッシを開あけて、涼すずしい夜風にうっとりと顔を上げた。

「阿重霞さん。私、見たの」

　美星が近づいてきて、その肩かたにそっと手をかけた。

「願い事が叶かなう瞬間。その想おもいが本当なら、願いは星を超こえて届くんだわ」

「まあ……」

　阿重霞と魎呼は思わず顔を見合わせ、一瞬息を詰つめて睨にらみ合った。

「やるか!?」

　と、弾はじけるように二人は笑い出した。

「来年に取っておきますわ。魎呼さん、覚かく悟ごはよろしいですわね？」

「いつでも来い！」

　美星が二人のそばから退たい散さんすると、清音が待ち構かまえていたように耳元で囁ざさやいた。

「来年はアタシも短冊書くわ。まず、信じること。そうよね？」

「うん」

　美星はにっこりした。
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削さく除じよ完かん了りよう─

















天てん上じよう大たい風ふう









『突とつ然ぜんにてまことに恐きよう縮しゆくですが……』




　銀河アカデミーから鷲羽わしゆうの研究室にアンシブル・メールが届いていることに気づいたのは夏真まっ盛さかりのある日のことだった。




『……全宇宙に比ひ類るいなき天才科学者、鷲羽殿どののご教きよう示じを賜たまわりたいことがありまして、失礼をも顧かえりみずにこうしてアンシブルに向かっている次し第だいです。緊きん急きゆうの件にてまことに申し訳ありませんが明日、太陽系第三惑わく星せい地球、日本国標準時の午後一時にはそちらに到とう着ちやくする予定です。どうかよろしくお取り計らい下さいますよう、伏ふしてお願い申し上げます。





ドクター・太たい喜き』






　何とも物々しいメールではある。

「ドクター・太喜……ドクター・タイキねえ……」

　そういえばこの前学会に出席した時、妙みように空いた一角があったっけ……。

　その静せい謐ひつな空間の中央に座すわっていた銀ぎん髪ぱつの教きよう授じゆがドクター・太喜と呼ばれていたことを鷲羽は思い出した。

　長年の習慣の賜たま物ものとでも言うように背筋をすっと伸のばし、上等なスーツに上等なガウンという一いち分ぶの隙すきもない着こなし。

　黒いガウンと銀髪の組み合わせは完かん璧ぺきを通り越こして一種異様なオーラを放はなっている。

　あの神か我が人とも教授の前に出れば不良学生に過ぎないと思わせるほどの厳げん粛しゆくさを辺あたりに漂ただよわせるような物もの腰ごし、そして知性──と、書くとまるで老人のようだが実際はそれほどでもない。

　こちらの年ねん齢れいで言えば三十前後、銀河圏けん最高学府の教授としてはかなりの若さである。

　それがドクター・太喜──その超ちよう然ぜんとした性格と噂うわさの多さによって銀河アカデミーでも特異な存在となった名物教授なのであった。

「ってことは、今日じゃない！」

　鷲羽は眉まゆをひそめた。

　どちらかと言えば近づきたくないタイプだが、あれだけ物々しいメールを受け取ってしまった以上、無む下げにもできない。

　どちらにしろ今日の今日ではもう手て遅おくれだ。

「ジョージ！」

　鷲羽は助手が目と鼻の先に座すわっているのを忘れて大声を上げた。

「好敵手ライバルが来るわよ！　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいじゃほぼ互ご角かくの相手だわ。今こそ執しつ事じとして、研究助手として、持てる能力の全すべてを発はつ揮きする時が来たわよ！」

　鷲羽のちょうど反対側のモニターの前に座っていたジョージは、驚おどろいて腰こしを浮うかしかけた。

「慇懃、無礼ですか……？」

「読んで字の如ごとく」

　鷲羽はうんざりした声で答えると、椅い子すを蹴け飛とばして亜あ空くう間かん収納させた。

「今日の午後、私はサンプル標ひよう本ほん室しつの方にいるからね。いまさらひとに女学生みたいな気分にさせられるのはまっぴらごめんだわ！」

「承うけたまわりました」

　ジョージは普ふ段だんどおり、軽く一礼した。

　が、精神内部の不安回路は一いつ瞬しゆん危き険けん域いきにまで達していたのであった。

「それで、そのお客様とは一体なんとおっしゃる方で……？」

「ドクター・太喜。詳しよう細さいはそこのアンシブル・メールを見てちょうだい。消してないから」

　鷲羽は言い捨てると、不ふ機き嫌げんな顔で足早に研究室を出て行った。




「あ、鷲羽さん。どうしたんですか、難しい顔して」

　天てん地ちは読んでいた雑誌から顔を上げた。

「おや、天地殿どの。今日は出で掛かけるんじゃなかったの？」

　鷲羽の眉み間けんのタテジワがやや解とけた。

「尼あまヶが崎さきのヤツ、急に都つ合ごう悪くなっちゃって、結局来週にしようって……何かあったんですか？」

「いやいや、何でもないのよ。こっちの方が急にお客さんが来ることになっちゃってね」

「お客さん？」

　天地は首を傾かしげた。

　何にせよ、鷲羽のところに客が来るというのは珍めずらしい。

「あれ、うち何かお茶菓が子しあったかな？　誰だれが来るんですか？　俺おれ、何か買って来ましょうか」

「あ、いいのいいの。それより箒ほうきでも逆さにしといてくれるとありがたいわ」

　鷲羽は浮うかない顔で答えると、居い間まをぐるりと見み渡わたし、肩かたを竦すくめてまた研究室に引っ込んでしまった。

「なんだ、ありゃ？」

「どうなさったのかしら？」

　梁はりの上と下で顔を見合わせたのは魎りよう呼こと阿あ重え霞かである。

「なんだかあんまり来てほしくないような客みたいだったけど……」

　天地もわけが分からないのだった。




　午後一時前。

　真夏の日差しは最さい高こう潮ちように達し、暑さのあまり空気まで揺ゆらいでいるようである。

　こういう日は冷房の効きいた家にいるか、思いっきり水みず辺べではしゃぐか、どちらかしかない。

「客って、誰なんだろう……？」

　今日一日、家でごろごろしていることに決めた天地は、客のことが気になってしかたがないのだった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、天地さん。私がちゃんと引き受けますから」

　いつの間にかジョージが居間に入ってきて、つけっ放しのＴＶを眺ながめている。

「もうすぐ一時ですね……」

　と、一時の時報とシンクロしたかのように玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「はい、ただ今」

　ジョージは玄関に急ぎ、天地と魎呼と阿重霞がその後に続いた。

「鷲羽殿どのの研究所はこちらかな？」

　玄関に立っていたのは、漆しつ黒こくのガウンを羽は織おった背の高い男だった。

　艶つややかなウェーブのある銀ぎん髪ぱつをオールバックに流し、あるかなきかの薄うすい微ほほ笑えみを浮かべている。

「これは失礼。私はドクター・太喜と申します。本日午後一時に鷲羽殿と約束があって参まいったのだが」

　この暑さに汗あせひとつかいている様子はない。

　顔立ちは端たん正せいだがあまりに整っているのでどこか人工的な跡あとさえ感じられる。

　あまりにも完かん璧ぺきな美び貌ぼう、完璧なスタイルに完璧な物もの腰ごしで、天地は思わず自分のＴシャツ姿を見下ろした。

「ど、どうも……」

　挨あい拶さつの優ゆう劣れつで言えば完璧に天地の負けである。

「君は？」

　教授の目が熱を帯おびたように天地に注そそがれた。

「なんと美しい…しなやかな」

「これはこれは、ようこそおいで下さいました。太喜教授でいらっしゃいますね？　わたくしは執しつ事じのジョージと申します。こちらは柾まさ木き家けご当主のご子し息そく、天地殿。後ろにおられるのが樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇おう女じよ、阿重霞姫ひめと友人の魎呼殿でございます。鷲羽殿はただ今研究所の方におられます。さ、どうぞお上がり下さい。ご案内致いたしましょう」

　ジョージが丁てい寧ねいに挨拶を返した。

　いずれ劣おとらぬ慇いん懃ぎんぶりである。

「それはかたじけない」

　教授は気のない様子で阿重霞に会え釈しやくした。

「あなたが噂うわさの樹雷皇家の姫君でしたか。しかし、酔すい狂きようなことですな。わざわざこんな未開の惑わく星せいなどに住まい、民間人のような格かつ好こうをなさるとは──では失礼して上がらせてもらいましょう。確かこの辺へん境きようの星では靴くつを脱ぬぐのでしたな？」

　教授は、古風な革かわ製のトランクから室内履ばきを取り出すと、鷹おう揚よう迫せまらぬ物腰で履き替かえた。

「ところでご子息──」

　教授の目がゆっくりと天地の足元から頭のてっぺんまでをなめ上げる。

「それでは君が宇宙最強の剣けんの使い手、天地殿なのですな。のちほどゆっくりお話しさせて戴いただいてよろしいかな」

「は、はぁ……」

　天地はわけもなく背筋がぞわぞわするのを感じた。

「では、失礼して」

　教授が妙みように熱っぽい眼まな差ざしとともに研究室に入ろうとした時だった。

「タイキちゃ～ん！」

　黄色い声とともにつむじ風のような勢いきおいでひとりの少女が飛び込んできた。

「もうタイキちゃんたらどーして急にいなくなっちゃうのよ！　あと追っかけてくんのすっごい大変だったんだから！　さ、これ！　五ご奇きちゃん。わざと忘れたフリしてあたしに押おし付けようって言ってもダメよ！」

　少女は金属製のカプセルを教授の手に押し付けた。
















「も、門外不出、トップシークレットの軍事機密を……」

　教授はハッと口をつぐみ、マントの内ポケットに素す早ばやく金属カプセルをしまいこんだ。

「き、君！　靴。靴を脱ぎたまえ！　それに何度も注意したと思うが、私のことは太喜教授と呼びたまえ！」

　教授は別人かと思うほどうろたえた顔で神経質に少女の足元を指さした。

「え？　靴？　靴がどうかした？」

　やっと気づいたように周囲をぐるりと見回す。

「あら？　人がいたの？　そっか、現地の方々なのね。初めまして、あたし風ふう夏かっていいます。太喜教授の研究助手、宇宙一の天才女学生よ！」

「う、宇宙一の天才女学生!?」

　そんなあなたがどうして俺の家に!?

　素そ朴ぼくな疑問が天地の脳のう裏りをよぎる。

　少女は構わずぽんぽん、と靴を脱ぐと、玄げん関かんに放ほうり投げた。

　派は手でな赤と白のスニーカーだが、少女の服ふく装そうに比べればまだ地じ味みに見える。

　服の方はと言えば、水色の地に宇宙生物やらステーションやらド派手な蛍けい光こうカラーの星やらが乱れ飛ぶミニワンピースに、色とりどりのキャンディみたいなブレスレットやチョーカーをつけ、大きな指輪に髪かみ飾かざりにリボンに、と目がチカチカするぐらい賑にぎやかだ。

「風夏ちゃん、て呼んでね♡」

　少女はにっこり笑うと強ごう引いんに教授の腕うでを取って居間に駆かけ込んだ。

「わあ！　なんてチープなおうち！　天然素材！　すっごいレトロでかっわいーい！」

　少女は教授の腕を離はなすと、そこらじゅうの壁かべや家具に触さわりまくり、ＴＶを眺ながめ、引き出しや箱の中を覗のぞいては歓かん声せいを上げている。

「君！　風夏くん！　いくら未開の地とは言え、みなさんに失礼じゃないか。だいたいどうして私の行き先が分かったんだね!?」

　教授は真っ白なハンカチを取り出すと、こめかみを押おさえた。

「あれで巻いたつもりなの？　そーんなの甘あまい甘い。銀河アカデミー存そん亡ぼうの危き機きだってちょっと学長脅おどしたらすぐにゲート通つう過か許きよ可か証しようくれたわよ。あのねー、大変だったっていうのは、旅行の支し度たくなの。だってあたしのお気に入りのお菓か子しとか番組とかゲームとかないでしょ、ここ」

　少女がブレスレットの宝石に触ふれると、亜あ空くう間かんから山のように荷物が降ふってきた。

「あら、全部出しちゃった。ねえねえ、タイキちゃんも手伝ってくれる？　ほら、五奇ちゃん培ばい養ようセットとかもちゃんと持ってきたんだから。ああ、暑い！　悪いけどアイソトニック・ウォーターかなんかある？」

「アイソトニック!?」

　いきなり話を振ふられた天地は思わず後あとずさった。

「Ｈ２Ｏ、タダの水でも結けつ構こうよ。あたし一いち応おう樹じゆ雷らい型がたヒューマノイドだから」

「み、水でいいんだね？　お安いご用だよ」

　天地はホッとしたように台所へ駆け込むと、コップに一杯ぱいの冷たい水を持って帰ってきた。

「プハァ……サンキュー、お兄さん！」

　風夏はあっと言う間に水を飲み干ほすと、にっこり笑って天地にコップを返した。

「親切なのねぇ、あなたって！　風夏のお兄ちゃんみたい。あのねぇ、風夏のお兄ちゃんはギャラクシーポリスのほら、宅急便セクションの主しゆ任にんなの。今度なんか送ってあげるわ。ほら、タイキちゃんぼんやりしてないで、さっさと荷物手伝って！」

　なすすべもなく突つっ立っていたジョージと天地と魎呼と阿重霞は顔を見合わせた。

「わ、私はちょっと鷲羽殿どのを呼んで参ります」

　ジョージはそそくさと居間を出ていき、あとにはもっとなすすべのない天地たち三人が残された。

「これか？　鷲羽の客ってのは!?」

「さ、さあ……」

　阿重霞は既すでに引き気味である。

「魎呼、頼たのむから」

　パニックを予想した天地は素す早ばやくクギを刺さした。

「あたしゃ今回はパスだ。だいたいこんなやかましいガキ、どうしろって言うんだよ!?」

「ちょっと魎呼さん、行かないで下さいな！」

　阿重霞が魎呼の袖そでをはっしと捕つかまえた。

「困りますわ！　わたくしだって全然わけが分からないのに……」

「ええっ、樹雷の第一皇女!?」

　いきなり素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきた、と思うと風夏が飛んできて阿重霞の両手をしっかり握にぎってしまった。

「あなたが!?　じゃ、本物のお姫ひめ様じゃない。あたしなんてフツーの家の生まれだからこんなに間ま近ぢかで見たことなんてぜーんぜん！　なんでこんなところで暮らしてんの？」

「そ、それは……」

　今までのお話を全部説明しろって言うの？

　阿重霞はもう既に頭痛が始まったような気がして思わずかぶりを振ふった。

「あ、いいのいいの説明しなくて。そんなの後でゆっくり聞けばいいし、あたし人の事情にはあんまり興味ないから。それよりここ、伝説の天才科学者がいるんでしょ？　どこなの？」

「ここよ、お嬢じようちゃん」

　浮うかない顔の鷲羽がジョージを従したがえてやってきた。

「なに、この荷物は？　いきなり人の家にきてなんて子なの!?」

「あなたが鷲羽殿ね!?」

　風夏は阿重霞の手を離はなすと鷲羽のそばに飛んでいき、しっかり両手を握ってしまった。

「きゃ～～！　伝説の人を間近で見ちゃったぁ！　ね、ね、夏休みの課か題だいに生体宇宙船作ろうと思ってるんだけど、エネルギー変へん換かんプログラムがいまいちうまくいかないの。あとそこに五奇ちゃんの培ばい養ようシステムがあるんだけど、もっと可か愛わいい変へん異いが起こるように誘ゆう導どうプログラムを組みたいのよね。手伝ってもらえません？　ダメ？」

「なに、五奇だって？　どうやって持ち出したの？　どこにあるの？」

　いきなり鷲羽の目が光った。

「ここですよ」

　疲つかれ切った声に鷲羽が振り向くと、黒マントの怪かい人じんが荷物に埋うずもれるように立っていた。

「私がドクター・太喜です。こんなはずではなかったんだが……」

　教授は金属のカプセルを取り出した。

「この容器では地球時間で十二時間が限度でしょう。申し訳ないが、次元封ふう印いん装そう置ちを貸していただけませんか。この微び生せい物ぶつが漏もれでもしたら、この惑わく星せいの全生命は六時間以内に死し滅めつしますよ」

「ええ～～～～～っ!?」

　天地は真っ青になった。

「誰でもいいからどうにかして下さい！　どうしてそんな危ないモノをここまで持ってきたんですか!?」

「だってこれ、あたしが作ったんだもん」

　風夏は平気な顔で答えた。

「で、ほら、このタイキちゃんがあたしの指導教授ってワケで、管かん理り教育指導お目め付つけ役、なんでも兼かねてんの。でも、それだけじゃないのよねぇ？」

　風夏は嬉うれしそうな顔で教授に擦すり寄よると、ぎゅっと抱だき締しめた。

「あたし、タイキちゃんがだーい好きなの。同じ夏星出身だし、パパとも知り合いだし。この人面おも白しろいでしょ？　美形だし、完かん璧ぺきなんだけど性格ヘンで。あたし、こーゆー教授と結けつ婚こんするのが夢だったの！」

「ご、誤ご解かいを招まねくような発言は慎つつしみたまえ！　私は君のような女の子と──」

　教授は火傷やけどでもしたように風夏の手を振ふり払はらった。

「結婚ですって!?　あなた一体いくつ!?」

　思わず阿重霞の血が騒さわぐ。

「十四歳さい。去年初等科に入学したんだけどいきなり飛び級で今最高学院生。どうもあたし超天才らしいわ」

「うーむ……」

　鷲羽は浮かない上に複雑な表情であっけらかんとした少女を眺ながめた。

「とにかく！」

　鷲羽が指を鳴らすと大量の荷物が瞬時に消えた。

「ここはみんなでごはん食べたりするところなの。研究室へいらっしゃい！」

「わっ、すごーい！　そこまで亜空間収納飼かい馴ならしてんのね！」

　風夏はきゃあきゃあ笑いながら教授をひきずって鷲羽の研究室に消えた。

「き、君っ。いや天地殿どの！　頼たのむ、私を助けてくれっ」

　教授の縋すがるような目と声が、急に高まった空調の音に紛まぎれて消えた。

　天地と魎呼と阿重霞は再び顔を見合わせたが、誰も言うべきことが見当たらないのだった。




「これで五奇ちゃんはとりあえず無事だわ」

　鷲羽は次元封ふう印いん装そう置ちのモニターを弾はじいた。

「さて、聞きたいんだけど、緊きん急きゆうの用件ってなに？　こら、そこの君！　荷物は亜空間ナンバー56。あちこち触さわるんじゃないわよ！」

「ええ～、鷲羽先生、あたしのことは風夏ちゃんって呼んで下さいね～」

　宇宙最強の女学生は鷲羽の叱しつ責せきにも全然応こたえない様子で、物もの珍めずらしそうに研究室を物ぶつ色しよくし始めた。

「まことに残念ながら、用件は時じ空くうの彼方かなたに消しよう滅めつ致いたしました」

　陰いん々いん滅めつ々めつとした声で教授は答えた。

「私は秩ちつ序じよある生活を愛しておりました。朝は同じ時間に目め覚ざめ、芳ほう醇じゆんなるコーヒーの香かおりを愛めでながらＡ・Ｎニュースに目を通し、今日一日の予定を確かく認にんする……学生は優ゆう秀しゆうかつ学問の崇すう高こうさを解する高い志こころざしを持ち、ともに研究の喜びを分かち合う……そういう生活に心から満足していたのです。それがあの子の指導教授を命ぜられたばかりに──いや、愚ぐ痴ちを申し上げに来たのではなかったのです。せめて夏か期き休きゆう暇かぐらいはアカデミーを離はなれ、心静かに学究の時を送りたかっただけなのです。鷲羽殿には申し訳ないことになりました……」

「要はあの子から逃にげ出したかった、と。そういうわけね？」

　鷲羽は内心吹ふき出しそうになったが、あくまでも厳げん粛しゆくな声で尋たずねた。

「返す言葉もございません」

　教授は再びハンカチでこめかみを押おさえ、ため息をついた。

「で、なに？　私にどうしてほしい、と？」

「帰ります。これ以上ご迷めい惑わくかけるわけにもまいりませんし」

　教授は膝ひざの上で手を組み合わせ、恨うらめしげに少女を見やった。

「私にはどうせ、平安の日々はないのです。ああ、ゼミの青少年たちと語り合った去年の今いま頃ごろが懐なつかしい……」

「まだ若いのに人生投げたようなことを」

　鷲羽は言いかけたが、途と中ちゆうである結論に思い至いたった。

「ドクター。あなた、女の子を任まかされるに足たる理由があるでしょ？」

　教授はぎょっとしたように鷲羽を見返した。

「その若さで十四歳の少女の世話を全面的に任されたということは要するに、安全と見なされたワケでしょ？　どう？」

「何をおっしゃいます？」

　教授の端たん正せいな顔に開き直った笑えみが浮うかぶ。

「個人的な嗜し好こうと業ぎよう績せきの間にはなんの関連もありません。別に人に恥はじるようなことをしたこともありませんし、それは言わばプライヴェートに属することでして」

「ははあ、よく分かったわ」

　鷲羽の唇くちびるに形容しがたい笑みが浮かんだ。

「私もちょうど退たい屈くつしてたところでね。どう？　あの子の世話を二、三日引き受けてあげるから、ドクターは静かな夏休みを楽しむってのは？」

「それは願ってもありません」

　教授は素そ知しらぬ顔で答えた。

「ご親切なお申し出、痛み入ります。これはぜひともお礼をさせて戴いただかないと」

「いやいや別に構わないのよ。まあ、強しいて言うならあの金属カプセルの中身でも」

「管かん理りして戴く都つ合ごう上、それらも多少サンプルが必要でしょう」

「では、預あずからせて戴くわ」

　二人のマッドなドクターは天地が見ればぞっとしたに違ちがいない顔で頷うなずき合った。

「じゃ、風夏ちゃん。鷲羽先生が夏休みの課か題だい手伝ってあげるわよ。風夏ちゃん？」

　と、研究室に警けい報ほうが響ひびき渡わたった。

「あっヤバい。次元封ふう印いん装そう置ちに異常が発生したわ！　ドクター、ちょっとここにいてくれる？　私は装置の方を見てくるから」

　鷲羽は研究室を見渡したが、天才女学生の姿はどこにもなかった。




「ただいまーっ！　なあにこの荷物！　お姉ちゃんだぁれ？」

　学校のプールから帰ってきた砂さ沙さ美みは、散ちらかった荷物の山と見知らぬ少女を見て足を止めた。

「あら、子どもがいるの、ここ？」

　風夏がＴＶから目を離はなした。

　そういう本人も鷲羽と大して変わらないように見える。

「あたし風夏。銀河アカデミーの学生なの。君は？」

「砂沙美。お姉ちゃんなに作ってんの？」

　砂沙美は風夏の手元を覗のぞき込んだ。

　サイドテーブルの上いっぱいに細かい部品が散らばり、まるで小さなプラモデルかなんかを作っているように見える。

「ん？　これ？　今コマーシャルで見かけたののコピー。なんとかっていうペット育てるヤツ」

「ええ～？　たまごっち!?」

「これ、砂沙美。お邪じや魔ましちゃいけませんわ。すみません、風夏さん。わたくしの妹ですの」

　どうも阿重霞は触さわらぬ神に祟たたりなし、と思っているようだ。

「あ、いいのいいの。だってあなたたちあんまりしゃべってくれないし、退屈なんだもん」

（こんだけ大騒ぎしといてどこが退屈なんだよ!?）

　魎呼はまるで化け物を見るような顔で風夏を見下ろした。

「君、やっぱりこの部屋が気に入ったみたいだね。まあ荷物ぐらいどこに置いてもいいけど……広いから」

　鷲羽ちゃんがもうひとり増えたみたいだなあ──。

　天地は部屋の隅すみに山になっているメカや旅行用品を恨うらめしげに眺ながめた。

「だってここ、ＴＶがあるんだもん。ローカルな文化もなかなか面おも白しろいじゃん。ちょっと見直したわ」

　風夏は部品の山をテーブルの隅すみに押おしやると、にっこり笑った。

「できた！　ほら見て、可か愛わいいでしょ？」

　砂沙美の方に手を突き出す。

　手のひらに収まるぐらいの虫の卵型の半はん透とう明めいのメカの中に、小さな蛍ほたるイカのような生き物が二本の触しよつ覚かくをゆらゆらさせている。

「わあ……可愛い！　これなぁに？」

「ゴキっち。五奇ってねえ、五つの奇き跡せきって意味なの。生命力が異常に強い、どんな環かん境きようにも適応できる、自じ己こ進化能力がある、増ぞう殖しよく速度が速い、遺い伝でん子しに無限の可か塑そ性せいがある、これで五つ」

「へえー……」

　砂沙美は感心したものの、良く分からないのでそれ以上聞きようがないのだった。

「あのー、風夏さん？　五奇って確かさっき、六時間で地球を滅ほろぼすみたいなこと言ってませんでした？」
















　天地が恐おそる恐る口を出した。

「ああ、あれ？　向こうのカプセルに入ったヤツはまだ未完成なの。ここにいるのはちゃんとしつけしてあるから大だい丈じよう夫ぶ、と思うけど」

「思うけど!?」

　思わず聞き返す。

「思う。ほら、こっちのは形けい態たい違ちがうし、目的違うから」

「だ、大丈夫なんですか？」

　天地は疑うたぐり深く聞き返した。

「なあに？　そんなに心配？　天地さんってけっこう気が小さいのね」

　風夏は笑いながら天地の手にメカを渡わたした。

「ほら、何ともないでしょ？　五奇だって最終兵器になるよりはみんなに愛されるペットになった方が幸せだと思うのよね。あたし、特とつ許きよ取って売り出そうかなあ……政治とか、戦争とか興味ないし」

「風夏くん、なんてことを！　君の生活費や研究費がどこから出てると思ってるんだ？」

　青ざめた顔の教授は入ってくるなり、風夏の腕うでをつかんだ。

「ちょっと来てくれたまえ！　まずいことになった。ああ、これで休きゆう暇かはパーだ！」

　教授は風夏を追い立てると、研究室に戻もどろうとした。

　と、その時。

「ダメ！　入らないで！」

　空間にウィンドウが開き、鷲羽が現れた。

　と、言っても研究室の姿を投とう影えいしているだけでもちろん映像である。

「五奇が急激に増殖を始めて、次元封ふう印いん装そう置ちの臨りん界かい点てんを超こえてしまったの。隔かく壁へきを破は壊かいしてもう研究室まで来てるわ。扉とびらを開けたら最後、六時間後に地球は滅めつ亡ぼうするわよ！」

「ええ～～～～～!?」

　天地は危うく倒たおれるところだった。

「わ、鷲羽さんは大丈夫なんですか!?」

「私は平気。地球人とは組そ成せいが違うから。魎呼も大丈夫だろうけど、地球、樹じゆ雷らいタイプの人は危ないわ。と、いうことはドクターも風夏ちゃん、君もダメなのよ」

「なにィ!?　おいっ、てめー！　よくも余よ計けいなことをしてくれたなっ。だからガキはヤなんだよ！　せっかく平和に暮らしてたのに、とんでもないモノ持ち込みやがって！」

　魎呼は瞬間移動して風夏の前に現れると、早さつ速そく胸むな倉ぐらを締しめ上げた。

「どーすんだよ!?　おめーが落とし前つけてくれるんだろうな。え？」

「君、乱暴は止よしたまえ！　こんな子でも私の学生なんだから」

　青ざめながらも果か敢かんに割わって入はいった教授を見て風夏が嬉うれしそうにしがみついた。

「タイキちゃん、カッコいい！　あたしのこと守ってくれるのね！」

「そういうわけじゃ……とにかく私は乱暴な女の子には我が慢まんならん！」

「ああ、そうかよ！　じゃ、まとめて畳たたんでやろうか!?」

　魎呼は既すでに怒いかりモードである。

「やめろ、魎呼。そんなことしたって何にもならないだろ？　それより何とかしないと鷲羽さん、一生研究室から出て来られないんじゃないか？」

　割っては入ってみたものの、天地にも対たい策さくは思い浮うかばない。

「そーなのよ。不ふ便べんで困るわ。で、風夏ちゃん、こいつらは君の持ち物なんだから対策を考えてほしいんだけど」

「えっ、あたしそこまで考えてなーい。だいたい兵器にしてくれって頼たのんだのはギャラクシーポリスの偉えらい人であたしじゃないもん。ね、タイキちゃん」

　風夏は首を傾かしげ、ちら、と教授を盗ぬすみ見た。

「要するに二大勢力に対する抑よく止し力りよくとして……いや、そんなことは今、どうでもよろしい。その兵器が未完成なのは、確実な無害化システムがまだ確立されていないからなのです。未知の部分が多すぎる。これでは兵器としても危険すぎて使えません」

「要するにドクター、宇宙一の天才的頭脳にどうにかしてほしいっていうワケね？」

　鷲羽はバイオ兵器が蔓まん延えんしているであろう研究室でニヤリと笑った。

「いいわ。完全無敵の究極兵器に仕立て直してあげる。でも、高くつくわよ～。賠ばい償しよう金きんぐらいじゃ済すまないわよ。ま、プログラムの特許と二次使用料ってところかしら？」

「ダメ！　兵器なんて！」

　風夏がキッとモニターを睨にらんだ。

「あたしの五奇ちゃんなんだから！　だいたいバイオ兵器にするなんて最初っからヤだったんだから！　鷲羽先生、宇宙一の天才科学者かもしれないけど、あなたってホント、外げ道どうね!!」

「げ……外道!?」

　モニターの向こうで鷲羽が思わずのけぞる。

「おお～!?」

　モニターの外から控ひかえめな拍はく手しゆが聞こえてきた。

「ジョージ！　今すぐ拍手やめないとクビにするわよ！」

　鷲羽の声とともに拍手がピタリと止やんだ。

「分かったわ。お手て並なみ拝はい見けんといこうじゃない、風夏ちゃん？　君が勝ったら夏休みの課題でも何でも手伝ってあげる。私が勝ったら五奇ちゃんをいただくからね！」

「承しよう知ちしたわ！」

　風夏は鷲羽を睨みつけると、呆ぼう然ぜんと突つっ立っている柾木家の面めん々めんを振ふり返った。

「と、ゆーワケで協力してほしいんだけど。今すぐ手に入るモノで人間の体にいい微び生せい物ぶつってない？」

「び、微生物!?」

　天地は去って久しい学校時代の知識を頭の中でかき集めた。

「納なつ豆とう菌きんか乳にゆう酸さん菌きんぐらいしか思いつかないけど……」

「がんばってねー」

　モニターの向こうで鷲羽がニヤニヤ笑っている。

「うん、どっちでもいいわ。早く貸して！」

「はい」

　風夏の見けん幕まくに天地は台所にすっ飛んでいき、納豆のパックとナチュラルヨーグルトを持って帰ってきた。

「ちょっと味あじ見みさせて……うぇ～～!!」

　風夏は納豆でベタベタした指を教授のガウンにこすりつけた。

「こっちがいい。ちょっと酸すっぱいけど」

「お砂糖、持ってこようか？」

「甘あまくなるの？　うん」

　風夏は天地に砂糖を入れてもらったヨーグルトを抱かかえ、うっとりした顔で味見していたが、ハッと気づいたように顔を上げた。

「こんなことしてたら全部なくなっちゃうわ。天地さん、ちょっとこれ持ってて。さっきのゴキっち貸して！」

「はいはい」

　風夏はゴキっちを引ったくると、部屋の隅すみに走っていき、巨きよ大だいな浄じよう水すい機きのような培ばい養ようシステムの蓋ふたを開けて中に放ほうり込んだ。

「ヨーグルト！」

　続けてヨーグルトの中身を注ぎ込む。

「もっとない？」

「ビオフェルミンならあるけど……乳酸菌でできたおなかの薬」

　天地は、こんな大ざっぱなやり方で大だい丈じよう夫ぶか、と思ったが賢けん明めいにも口にしなかった。

「それも貸して！」

　風夏は全部入れおわると荷物の中からノートパソコンを取り出し、機き関かん銃じゆうのようにキィを叩たたき出した。

「乳酸菌の性質をメインに遺い伝でん子し変へん換かん誘ゆう導どうプログラム組んだけど、多分これでいけると思うわ。味もバッチリ！」

「あ、味!?」

　天地は少しずつ後ずさりし、壁かべに突つき当たったところで仕方なく立ち止まった。

「３、２、１……でっきあっがり～！」

　培養システムの中からゴキっちを取り出す。

「これを研究室に転送して、真ん中のボタン押おしてもらえればオッケーなんだけど、転送機は？」

　天地と阿重霞と砂沙美の視線が魎呼に集中した。

「ヤだね！　病気になったらどうしてくれるんだよ!?」

「あなた亜あ空くう間かん転移できるの？　じゃお願い」

　風夏は魎呼の抗こう議ぎを無視してにっこりした。

「絶対大丈夫！　あたし宇宙一の天才女学生なんだから？」

「う……」

　天才なんてでぇ嫌きらいだぁぁ──！　と魎呼が心の中で叫さけんだのは言うまでもない。

　魎呼はゴキっちをつまみあげると一瞬のうちに姿を消し、モニターの中に現れた。

「来てやったぜ！　真ん中のボタンも押してやったけど、あとどうすンだ？」

「形けい態たい変へん化かするの待ってるの～♡」

　風夏が身をくねくねさせて叫び返す。

　と、ゴキっちからぱあぁ、とミルク色の霧きりが噴ふき出したと思うと、モニターの中が霧に包まれた。

「作さ動どう確かく認にん！　あとは霧が晴れるのを待つだけよ！」

　固かた唾ずを吞のんで待つこと三分。

　モニターの中にはミルク色のキャンディに埋うまった鷲羽と魎呼が映うつし出された。

「ちょっと。そこらじゅうヨーグルトの匂においがするんだけど!?」

　鷲羽がやれやれというように肩かたを竦すくめる。

「じゃ、大成功だわ！　もうドア開けても大だい丈じよう夫ぶよ！」

　研究室の扉とびらが開くと、大量のキャンディとともに魎呼が転がり出てきた。

「どれどれ、味の方は──っと」

　風夏は教授が止める間もなくキャンディを口に放ほうり込んだ。

「うん、プリチーなヨーグルト味！　やっぱあたしって天才だわ！」

「天地殿どの！　君──！」

　ふいに耳もとで感極まった声がした、と思うと天地は長身の教授にガッチリ抱きしめられていた。

「よくあの子を捌さばいてくれた。私だって手に負えないものを……今度私のゼミに来てくれないかね？　一いつ緒しよに釣つりでもしながら人生の不思議を語り明かそうではないか」

「つ、釣りですか？」

　天地は仰ぎよう天てんして教授の腕うでを外しにかかった。

「俺、畑仕事がありますから……」

「畑仕事など後にしたまえ！　一目見た時から分かっていた。君こそ私の求めていた少年、いや学生だ！　さあ、私と一緒に──」

「タイキちゃん!!」

　風夏がぐいっと教授のガウンを引っ張った。

「ちょっと目を離はなすとすぐそうなんだから！　そういう変態はやめなさいって、この前も言ったばっかりでしょ!?　いい？　忘れないようにもう一回言っとくけど、タイキちゃんは風夏ちゃんの先生なの！」

「その前に夏休みの課か題だいがあるわよ」

　鷲羽がにやにやしながら目を丸くしている天地と風夏の間に割って入った。

「宇宙一の鷲羽先生がしっかり見てあげるわ。覚かく悟ごなさい」

「えッホント!?　やったあ!!」

　風夏は嬉しそうに両手を打ち合わせた。

「ついでに特約結んであげようじゃない。五奇っちのこと内ない緒しよにしといてあげるかわりに向こう一年間、鷲羽ちゃんの弟で子しになること。どぉ？」

「う……ん」

　風夏の顔がちょっと引きつった。

「じゃあ学長に言ってちゃんと許可もらってらっしゃい。いいわね？」

　鷲羽は笑いながらちらり、と教授に目め配くばせを送った。

「鷲羽殿、何ともかたじけない……」

　教授が言いかけるのを鷲羽は最大級の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで遮さえぎった。

「いやいや、せっかく来ていただいたのに何のおかまいもできず、心苦しい限り」

　ニヤリと笑う。




　こうして鷲羽は最終兵器のかわりに優ゆう秀しゆうな一番弟子をまんまと手に入れたのである。







ＳＵＢＪ…元気で～す♡




　鷲羽わしゆう先生、ど～もですぅ！

　この間はとってもとってもお世話＆べんきょーになりました。

　ちょ～楽しかったよー!!

　ねえねえ、あのヨーグルト味のキャンディ、まだいっぱいあるよね？（って、そりゃアタリマエか）

　あれ、ぜ～んぶ鷲羽先生にあげます！

　ゴメイワクかけちゃったし、皆みなさんで食べてちょーだいね。

　あっでもさぁ、余あまったらギャラクシーポリスの宅たく配はい便びんかなんかで送ってくれるとウレシイなぁ。

　ちょっとでいいの、ちょっとで。

　だってムシバになっちゃうと困るし、毎日まいにち食べてたらおでぶになっちゃうもん。




　あのねー、タイキちゃんたらねー、アカデミー帰って寝ね込こんじゃったの。

　ねえねえ、風ふう夏かってちょー天才だよねー、アタマいいよねー、こんな弟で子しがいてタイキちゃんホントに幸せだよねーとか言ってたら、




「すまないが風夏くん、わたしに一週間だけ休みを取らせてくれ。君の面めん倒どうは学長が見てくれるから」




　だって[image: 〓]

　まるで風夏がすっごい悪ガキみたいじゃん!?

　でねー、ホントに家帰ってベッドに直行しちゃったんだよ！




　あ、そんなワケで風夏は今学長の家にいるの。

　でね、お礼はどうしよーかなぁって思ったんだけど、新作のドラッグ別便で送ります。

　アタマぽわぽわになってちょー楽しいよ!!

　学長にはちょっと内ない緒しよだから、チクんないでね。

　あっ、鷲羽先生に言われた課か題だい、ちゃんとやるつもりです！

　超ちよう次じ元げんにおける物質の特性及および物質変へん換かんについての基き礎そ理論ね。（う～ん、けっこう大変！）

　ではでは。

　弟子入りの件、みんなが「ちょっと待ってくれ!!」って言うの。どーして!?

　じゃ、天てん地ちさんとか砂さ沙さ美みちゃんとかにもよろしくね♡





風夏ちゃんより　　



















那な由ゆ他た









「天てん地ち兄ちゃんっ、どうしよう!?」

　お知らせプリントをひらひらさせながら帰ってきた砂さ沙さ美みは、玄げん関かんを入るなり、声を上げた。

「お姉様は二階？　これ見せて来なきゃ」

「どうしたの砂沙美ちゃん、そんなに慌あわてて」

　ちょうど家にいた天地は目を丸くして階かい段だんを駆かけ上がっていく砂沙美の後ろ姿を見上げた。

　新学期が始まって、ようやく朝晩も少し涼すずしくなり始めた秋のよく晴れた午後のことである。

　赤いランドセルをしょったまま振ふり返った砂沙美はもうすっかり岡おか山やまの小学生だ。

「授じゆ業ぎよう参さん観かん！　今週の土曜日授業参観なんだって！」

「授業参観？」

　懐なつかしい言葉だなぁ……俺おれが小学生だった頃ころはいっつも父さんが来てくれたっけ。

　来られない時はじっちゃんが代わりに来てちょっと怖こわかったっけな。

　天地はようやくそこで思い当たった。

「そうか。砂沙美ちゃん、誰だれが……」

　返事は返って来なかった。

　砂沙美はもう姉の部屋に飛び込んでいたからである。




「お姉様、見た？　分かった？」

　阿あ重え霞かがプリントを持ったままじっと考え込んだままなので砂沙美はとうとうしびれを切らした。

「授業参観、来てくれるでしょ？　四時間目だよ」

「ちょっと待って」

　阿重霞はようやく顔を上げた。

「ここに保ほ護ご者しやの皆みな様って書いてあるわ。保護者ってことは信のぶ幸ゆきおじさまか遥よう照しようお兄様になるんじゃないかしら。お友だちのところでは誰がいらっしゃるの？」

「お母さんかお父さん。両方来る人もいるよ」

「まあ……じゃ、お父様とお母様にもお知らせしなければいけないってことね」

　阿重霞は困ったように眉まゆを寄せた。

「ええッ、樹じゆ雷らいの？」

　砂沙美は目を丸くした。

「いいよお姉様だけで。そんなことしたらまた大おお騒さわぎになっちゃうよ。ねえ、もう遊びに行っていい？　砂沙美、由ゆ紀きちゃんと約束してあるんだ」

　言いながら立ち上がり、扉とびらに手をかける。

「待ちなさい、砂沙美！　まだお話が終わってないわよ」

「後で聞く～」

　水色の髪かみがふわっと揺ゆれた、と思うともう階段を駆かけ降おりるパタパタという足音が遠ざかっていった。

「もう、砂沙美ったら──」

　阿重霞は放ほうり出されたランドセルに愚ぐ痴ちをこぼすと、やれやれというように微ほほ笑えんだ。

「毎日楽しくて楽しくてしょうがないのね。あんなに真っ黒に日焼けして、お父様が見たら仰ぎよう天てんなさるわ」

　ランドセルには遊園地で買ったキーホルダーや給食袋ぶくろが下がり、キラキラしたシールがいくつも張ってあった。

　学校に行き始めてからこっち、靴くつ下したは真っ黒、ひざ小こ僧ぞうには擦すり傷きずができ、背にはくっきりと水着の跡あとができている。

　通学に着ていく服も運うん動どう靴ぐつも、可か愛わいい文房具も増ふえて砂沙美の机の引き出しにも秘密のコーナーがいつの間にかできていた。

　一いつ生しよう懸けん命めい宿題をやっているかと覗のぞけば、交こう換かんノートを書いていたりする。

「お姉様、見ちゃダメ！」

　うっかり覗き込んだりすると、両手でパッと隠かくしたりするのですぐ分かるのだ。

　そんな子どもらしい変化のひとつひとつが愛らしく、阿重霞は妹を思い切って学校にやって良かったと思うのだった。




　砂沙美が小学校に行き出したのは今年の六月半なかばのことである。

　ふとしたきっかけで小学校に忍しのび込こみ、一人の女の子と一人の先生と幽ゆう霊れいの女の子と友だちになった砂沙美は、「絶対学校に行く」と、固く決心したのだった。

　可愛い妹の決心が固いことを知った阿重霞が信幸に、信幸が勝かつ仁ひとに相談を持ちかけ、父である樹雷の阿あ主ず沙さ皇おうや母美み砂さ樹き、船ふな穂ほの了りよう解かいを取りつけた上で、勝仁が小学校の校長に交こう渉しようしに行き、めでたく三年一組に転入と相あい成なったのである。

　砂沙美は九歳さい、親しん権けん者しやは勝仁と姉の阿重霞ということで入学手続きに必要な書類やら住民票やらはすべて鷲羽わしゆうが作成したのは言うまでもない。

「こーんなの朝飯前にも値あたいしないわ」とは鷲羽の言げんである。

「学校行きたかったんならもっと早くやってあげれば良かったわねえ。砂沙美ちゃん、鷲羽ちゃんに何でも言いなさいよ。ほら、お姉ちゃんやお兄ちゃんたちはみんなぼんやりなんだから」

「わたくしだって大変だったんですから！」

　とは阿重霞の言である。

「美砂樹お母様と船穂お母様はすぐに賛成して下さったけど、お父様ったら頑がん固こなんですもの。そんな現地の学校に行くぐらいなら樹雷に戻もどれ、皇おう立りつ学院にすぐ特別クラスを作らせるからってもう……明日迎むかえに行くからついでにおまえも帰ってこいっていうのをなだめすかして、説得して」

「なに、簡単なことじゃよ」

　と、これは勝仁。

「わしが一言言ったらすぐ白旗を上げただろ？　この星のことは、わしに任まかせれば良いのじゃ。父上は寂さびしいのをごねているだけじゃよ。樹雷の皇だというのに困ったことじゃ」

「遥照殿どのもホント、ひとが悪いわね。砂沙美ちゃんが思い詰つめるあまり、家出するかもしれないなんて」

　鷲羽と勝仁と阿重霞は事態に当たってひそかに共同戦線を張り、樹雷皇を撃げき退たいしたのである。

「そんなこと言ったっけかな。まぁ、無事に学校に入れたんだからよしとしようじゃないか」

　と、このような経けい緯いで砂沙美は柾まさ木き砂沙美として学校生活を始めたのであった。

　朗ほがらかで元気いっぱいの砂沙美がすぐクラスの人気者になったのは言うまでもない。

　最初は学校生活にとまどうことも多かったが、すぐに仲良しの友だちができ、夏休みは一日も欠かさずにプール登校日に通い、宿題の苦労も知って、今はどこから見ても立りつ派ぱな小学三年生である。




「なに、授業参観？」

　夕食の膳ぜんの向こうから信幸が身を乗り出した。

「何日の何時間目だ？　天地、そういう大事なことはもっと早く言わんか」

「土曜の四時間目だってさ。俺も今日聞いたばっかなんだ」

　天地はやけに嬉うれしそうな親父おやじを見、内ない心しん吹ふき出しそうになった。

「四時間目ってことは十一時頃だな。よし、午前中の仕事は全部キャンセルだ。何たって砂沙美ちゃんの初めての授業参観だからな。阿重霞さん、じっちゃんも行くんだろ？」

「ええ、もちろん」

　阿重霞はにこにこして勝仁に目め配くばせを送った。

「後で阿主沙お父様やお母様たちにも報告しなくてはなりませんし。天地様も鷲羽さんも一いつ緒しよにいらっしゃるわよね？　留守番はきっと魎りよう呼こさんが引き受けて下さいますわ」

「なんであたしが留守番なんだよ？」

　魎呼が早さつ速そく嚙かみついた。

「もちろんあたしも行くに決まってんじゃないか。ところでなんだ、授業参観って？」

「そんなに大人数で行ったら先生が困るんじゃないか？」

　天地が慌あわてて割わって入った。

「魎呼、授業参観ってのはさ、ふだん見る機会のない学校の授業を見にいくことなんだ。教室の後ろに立って、じぃっとおとなしく授業を見学してなきゃいけないんだぜ。声かけたりうろうろしたり瞬しゆん間かん移い動どうしたりとか、全部ダメなんだからな」

「なんだ、見てるだけか」

　魎呼はがっかりしたようだった。

「もっと面おも白しろいことかと思ったんだがな。ま、いいさ。砂沙美ちゃんの学校も見てみたいし、授業の時だけおとなしくしてりゃいいんだろ？」

「ダメダメ、ダメですわ」

　阿重霞が遮さえざった。

「プリントにはちゃんと保護者の皆みなさんって書いてありましたのよ。魎呼さん、あなたは保護者じゃないでしょ？　砂沙美の保護者は姉のわたくし、遥照お兄様、信幸おじさま、天地様の四人ですわ。やはりここは樹雷の血筋でないと」

「オヤジは違ちがうじゃんか。鷲羽なんかもっと関係ねェだろ？」

　魎呼が食い下がる。

「阿重霞、おめーどうしてもあたしを行かせない気か？　分かった、表に出ようじゃねェか。あたしと勝負して勝った方が行くことにしようぜ。制限時間三十分、一本勝負だ！」

「やめてよぉ！」

　砂沙美が叫さけんだので阿重霞と魎呼はびっくりして振ふり向いた。

「もう、お姉様たちったら！　あのねー、砂沙美はクラスのみんなや先生に迷めい惑わくかけるようなことはしたくないの！　ケンカするんだったらお姉様も魎呼お姉ちゃんも来なくていいからね！　だいたい、授業参観に来るのって普ふ通つうは一人か二人だよ。砂沙美、フツーの子でいたいの。だから天地兄ちゃんだけでもいいよ」

「お、俺？」

　俺まだ未成年、学校にも行ってない十六歳だぜ？

　天地は内心ぎょっとした。

　まあ、おじいちゃんおばあちゃんが来たりって子もけっこういたけど、俺一人って……。

「砂沙美ちゃん、それじゃかえって目立っちゃうんじゃない？　やっぱりここは阿重霞さんと父さんかじっちゃんが行った方がいいと思うよ」

「うん……」

　砂沙美は困ったように首を傾かしげた。

「ホントは美砂樹お母様と船穂お母様に来てほしいんだけどなぁ。でもそしたらお父様だってついて来ちゃうしね。砂沙美、お姉様にも魎呼お姉ちゃんにも、天地兄ちゃんにも鷲羽ちゃんにも、魎りよう皇おう鬼きちゃんにも、この家のひとみーんなに来てほしいんだけど、そんなことしたらきっと、クラスのみんなにどうして!?　って言われちゃうよ」

　砂沙美は自分の食器を重ねると、立ち上がった。

「いいや、授業参観。砂沙美、ひとりでいい」

　あっけに取られた天地たちが止める間もなく、砂沙美は二階に駆かけ上がって行ってしまった。




「じゃお姉様、行ってきま～す！」

　翌日、砂沙美は何事もなかったようにごはんを食べ、元気に家を出た。

「行ってらっしゃい。お勉強、しっかりね」

　阿重霞は玄げん関かんで見送った後、ふと天地の方を振り向いた。

「ねえ、天地様……わたくし、姉として失格なのかしら……？」

「そんなことないですよ。きっと……色々難むずかしい年ねん齢れいなんじゃないですか」

　昨日の砂沙美のことを思い出した天地はさっそく阿重霞を慰なぐさめにかかった。

「授業参観、やっぱり阿重霞さんが行くのがいいと思いますよ。俺は鷲羽さんと一いつ緒しよに魎呼の見張りしてますから」

「鷲羽さんと？」

　阿重霞が首を傾げる。

「ほら、ハエみたいなスパイアイみたいなメカがあったじゃないですか。前魎呼がコンビニで暴あばれた時に使った……」

　天地はさすがにちょっと照れた。

「研究室のモニターで見るんですよ。そんなら問題ないですからね」

「まあ……」

　阿重霞は目を見開き、ついでにっこりした。

　なんだ。天地様も砂沙美の授業参観に行きたいんだわ。

　気を使って魎呼のお守もりをして下さるなんて、ホント優やさしいのね……。

「そのかわり──」

　天地は急に声をひそめると阿重霞の耳に囁ささやいた。

「父さんは連れてってやって下さいね。もし行けないとなると世をはかなんで家出しちゃうかもしれませんから」

「もちろん一緒に参りますわ。おじさまにはもう、言葉で言えないぐらいお世話になっているんですもの」

　天地が顔を寄せてくれたのが嬉うれしくて思わず頰ほおを染そめる。

「おッ、何だ？　仲良く何の相談だ？　今週の土曜、楽しみだなあ。新しいネクタイでも買ってくるかな」

　これから出で掛かける信幸は浮うき浮きと阿重霞の背をたたくと、鼻歌を歌いながら玄関を出て行った。

「良かったですね、砂沙美姫ひめが元気になって」

　朝ごはんの後あと片かた付づけをやり終えた執しつ事じ兼けん料理人のジョージが柾木家の主人を見送りにきた。

「最近、砂沙美姫もすっかり子どもらしくなりましたね。私は今の砂沙美姫が大好きですよ。樹雷の学校に行くよりずっと幸せなんじゃないですか……おっと、これは出で過すぎたことを」

　ジョージは礼れい儀ぎ正しく阿重霞に会え釈しやくした。

「その日の夕食は腕うでを振ふるいましょう。秋らしい献こん立だてがいいですね」

「まあ、ありがとう。楽しみにしておりますわ」

　阿重霞は会釈を返すと、今日一日をどう過ごそうかしら、と思うのだった。

　なんだかわたくし、おかあさんになった気分だわ……。

　子どもの世話を焼きながら、家の中を整え、学校の話に耳を傾かたむける。

　上うわ履ばきや体たい操そう服ふくは一週間に一度洗せん濯たくして、集金は忘れないよう端は数すうまできちんと揃そろえ、宿題も見てやって……ああ、天地様とわたくしの子どもが生まれたらきっとそうなるんですわ！

　阿重霞は胸いっぱいの幸せがこぼれないようにそっと洗面所に行き、鏡に映った自分の姿を眺ながめた。

「愛してますわ、天地様!!」

　うっとりと頰を両手で挟はさむ。

「……………」

　洗面所の入り口で辛からくも足を止めた天地は、何とも複雑な顔でそろりそうりと後あとずさりした。

　珠たまのれんの外までハートがこぼれてきそうな白昼夢に恐おそれをなしたのである。

「何を着て行こうかしら。砂沙美のお友だちにも聞いてみなくては」

　阿重霞は浮き浮きと洗面所を出、踊おどるような足取りで階段を上がって行った。




「あなた、地球からアンシブル通信ですわ」

　内ない心しんうんざりしながら地方貴族の陳ちん情じように耳を傾けていた樹雷皇、阿主沙は、妻、美砂樹の言葉に振り返った。

「なに、地球から!?　ちょっと失礼する。そこの小こ姓しように飲み物でも申し付けてゆっくり寛くつろがれよ」

　阿主沙は重々しく会釈すると妻を促うながして足早に部屋を出て行った。

　別に部屋にいてもアンシブルの端たん末まつは使えるのだが、要ようは体ていよく逃にげ出したわけである。

「阿重霞か、砂沙美か？　もしや二人の身に何かあったのではあるまいな？」

「いいえ、違ちがいますわ」

　美砂樹はおかしそうに笑った。

「遥照殿どのが直接お話ししたいそうですよ。なんでも砂沙美の授業参観とやらの件けんで」

「授業参観？」

　美砂樹の私室に入ると、船穂が自分の息子むすこと熱心に話し込んでいるところだった。

「それで天地さんたちは元気なの？　え？　阿重霞さんがカレーを？　まあ、それはようございました。あの子もだいぶ家事が上達したようね」

　船穂は笑いながら振ふり向いた。

「美砂樹殿のお嬢じよう様さまがお料理をなさったそうですわ。味はまあまあですって。あなた、どうぞ」

「うむ」

　阿主沙はアンシブルの前に腰こしを下おろすと、自分よりよほど年上に見える息子に声をかけた。

「遥照。わしと話す時ぐらいその姿をどうにかせんか。まったく、じいやと話しとるようで気分が悪いわ」

「社しや務む所しよからかけておりましてな。誰か来るとも限らんでの」

　モニターの向こうの勝仁はポーカーフェイスで答えた、と思うと急に相そう好ごうを崩くずした。

「父上。お忍しのびでこちらにいらっしゃいますか？」

　勝仁の目が青年のように輝かがやきを帯おびる。

「阿重霞には内ない緒しよなんですけどね、今週の土曜に授業参観があるんですよ。どうです、地球の小学校で勉強している砂沙美を見たくありませんか？」

「なに、そういうことか!?」

　樹雷皇は身を乗り出した。

「もちろん行くとも。時間は何時だ？　随ずい員いんは外で待たせておくとして、何か手て土産みやげも必要だな。砂沙美の先生とやらは女性か？　いくつぐらいだ？　何なら宮きゆう中ちゆう晩ばん餐さん会かいに招しよう待たいしても良いぞ」

「ダメです。お忍びでって言ったじゃありませんか」

　勝仁の声は青年の声になってしまい、見た目と全まつたくそぐわなくなった。

「随員なんてとんでもない。阿重霞は父上に知らせるつもりなど全くなかったんですからね。手土産もいりません。ついでに樹雷皇の正装も脱ぬいでください」

「服まで脱がせるつもりか!?」

　阿主沙は目を丸くした。

「何を着ろと言うのだ？　わしは人前で正装を脱いだことなど一度もないぞ」

「背広にネクタイをお締しめになってください。美砂樹母上と船穂母上は着物かスーツがよろしいでしょう。別べつ便びんで見本をお送りしますから皇おう家けの仕し立たて屋に作らせてください。いいですか、くれぐれも見るだけですよ。教室の場所なんかは後でお知らせしますから少し遅おくれていらしてください。そうすれば阿重霞もまさか、追い出すわけにもいきませんからね」

「それは願ってもない申し出、痛いたみ入る」

　阿主沙はモニターに向かって頷うなずいた。

「どうした風の吹ふき回しだ？　いつも策さく略りやくを巡めぐらせているおまえとも思えぬ心こころ遣づかい」

「なあに、私も妹が可か愛わいいだけですよ」

　勝仁はにやりと笑った。

「他の子どもたちと同じように、砂沙美も母親に来てもらいたがってるんです」

「父親ではないのか」

　阿主沙は不満げに呟つぶやいたが、すぐせっかちに言葉を継ついだ。

「分かった。一いち言ごん一いつ句く、おまえの言うとおりにしよう。その日は全すべての公こう務むをキャンセルして待っておるからな。船は亜あ空くう間かんに待たい機きさせる。時に遥照、見返りはなんだ？」

「何ですと？」

　勝仁はわざとらしく聞き返した。

「私は砂沙美の喜ぶ顔が見れればそれでいいんです。阿重霞をだますのは心苦しいんですがね、兄としては」

　勝仁はモニターの外にちらりと目をやった。

「久々にうまい酒でもどうです？　父上秘ひ蔵ぞうの月光酒でもあれば言うことないんですがね」

「それが狙ねらいか」

　阿主沙は破は顔がん一いつ笑しようした。

「よし、樹雷皇家開かい闢びやく以来門もん外がい不ふ出しゆつの銘めい酒しゆを携たずさえよう。那な由ゆ他たじゃ。我わが樹雷皇家の守り神、津つ名な魅みが手ずから磨みがき上げたという秘酒中の秘酒だぞ」

「かたじけなく存じます」

　勝仁は深々と一礼し、アンシブルを切った後思い切り勝利のガッツポーズをかました。

　樹雷では、謁えつ見けん室しつで待ちくたびれていた地方貴族の陳ちん情じようが二つ返事でオッケーされたのは言うまでもない。




　さて参観日当日はあいにくの曇くもり空となった。

　秋の長雨の先さき触ぶれである。

「じゃ、お姉様と信幸おじさまが来るんだね。天地兄ちゃんと魎呼お姉ちゃんは来ないって？」

　砂沙美は残念なような、ホッとしたような顔でふりかけごはんをかっ込んだ。

「鷲羽さんの研究室でご覧らんになるそうよ。ほら、ハエ型スパイアイ」

「こんなの持って学校に行くのって、砂沙美ぐらいだよねー」

　砂沙美はポケットにスパイアイを突つっ込むと、箸はしをおいて立ち上がった。

「行ってきまーす！　大変、急がないと遅ち刻こくしちゃう！」

「砂沙美、しっかりね。お姉様がついてますからね」

「はーい」

　いつもと同じ、朗ほがらかな顔で砂沙美が出て行った後、阿重霞は二階に駆かけ上がって念ねん入いりに化け粧しようを始めた。

　壁かべにかけてあるのはこの日のために散さん々ざん迷ったあげく購こう入にゆうしたＤ＆Ｇのスーツである。

　買ったはいいが全然出番のなかったスーパー・リフトアップ・ブラジャーとロングガードルをつけ、髪かみを高く結ゆい上げてスーツを着込むと匂におい立つような女らしさが際きわ立だった。

「さあ、まいりますわよ！」

　鏡に向かって戦せん闘とう開始を告げると、阿重霞は背せ筋すじをピッと伸のばして静々と階段を下りて行った。

「おお!?　阿重霞さんか？　こりゃたまげたなぁ。まるで女優さんみたいじゃないか！」

　ＴＶを見ながら寛くつろいでいた信幸の目が点になる。

「ひえぇ……」

　天地は初めて見る阿重霞のスーツ姿にただただ仰ぎよう天てんするばかりだった。

　オトナだ──どうしてこんな美しい人が俺のこと好きだなんて言ってくれるんだろう!?

「あの、どこかヘンですか？」

　阿重霞はたちまちお姫ひめ様に戻もどってしまい、頰ほおを染そめて天地をうかがった。

「いや……いやいや、とんでもない！」

　天地は慌あわてて手を振ふった。

　自分でも何を言っているかよく分からない。

「と、父さん、車で行くだろ？　田舎いなか道みち歩いて行くわけじゃないよな？」

「天地、おまえ大だい丈じよう夫ぶか!?」

　信幸は呆あきれ顔で振り向いた。

「もちろん車で行くに決まってるじゃないか。こんな美しいひとを歩かせたりしたらバチが当たるよ」

「まあ、ありがとうございます」

　阿重霞は軽く会え釈しやくを返し、時計を見上げて呆ぼう然ぜんとした。

　まだ九時になったばかりである。

「その服、なんとかって魔ま性しようの女が着てたヤツか？　おめーにはちと荷が重いんじゃねェの？」

　魎呼の目が金色に燃え上がった。

「決めた！　天地、あたしも行くぜ。今着き替がえてくっから待ってろよ！」

　魎呼はパッと姿を消すと、鮮あざやかなスカイブルーのマイクロミニドレスを着て現れた。

「勝負だぜ、阿重霞!!」

「まあ……ＤＫＮＹ」

　二人の女ははっしと睨にらみ合った。




　さて、いつものように学校に行った砂沙美はじりじりしながら四時間目を待っていた。

「やだなぁ……砂沙美、なんだかドキドキしてきちゃった」

「砂沙美ちゃん、手、挙あげる？」

　仲良しの由紀ちゃんがそっと囁ささやく。

「うん……一いち応おう」

「あたしもね、一回は手を挙げなきゃダメって言われてるの」

「黒板に出て分かんなかったらどうしよう」と、砂沙美。

「大丈夫だよ。砂沙美ちゃん頭いいから」

「柾木さんと川本さん、聞いてる？」

　吉田先生がこっちを見た。

　三十歳さい独身、美人ではないが優やさしい先生だ。

　子どもの話でもちゃんと最後まで聞いてくれるし、けっして頭ごなしに怒おこったりしないので砂沙美たちはみんな先生が大好きである。

「授業参観が気になるのは分かるけど、おしゃべりはやめようね」

「はーい」

　砂沙美は首を縮ちぢめて教科書に目を落としたが、いつもはなんていうことのない割り算が今日はなんだかヤケに難しいような気がするのだった。




「皆みなさん、今日はお忙いそがしい中おいでくださってありがとうございます。子どもたちのいっしょうけんめいがんばってる姿をどうぞしっかり見てやってくださいね」

　いよいよ授業参観が始まった。

「由紀ちゃんのお母さん、どこ？」

　また怒られてはかなわないので早口で囁く。

「あそこ。廊ろう下か側の紺こんのスカートはいてる」

　砂沙美は素す早ばやく首を巡めぐらせて後ろにずらりと並んだ親たちを見た。

　お姉様も信幸おじさまもまだ来ていない。

「やっぱりお姉様だけにすれば良かったかな」

　と、廊下を速はや足あしで歩いてくる音が聞こえ、砂沙美は反射的に目をやった。

「お姉様……？　魎呼お姉ちゃん!?」

　砂沙美の目がまんまるになった。

　こ、このグラマラス＆ゴージャスなスーツ……いつものお姉様じゃないぃっ!?

「ここだぜ３の１って。おッ、砂沙美ちゃん」

「魎呼さん、静かに！」

　参観の列がざわっとなり、子どもたちが振ふり返ってポカンと口を開けた。

「ひょえ～……きれーな母ちゃん！」

「柾木だぜ。砂沙美ちゃんって言ってたもん」

「ちっ、違ちがうの！　お姉ちゃんなの！」

　砂沙美は思わず言い返し、教室中が笑いに包まれた。

「さあ、教科書を見て。今日は四十三ページから四十七ページまでやりましょう。では、三行目から読んでくれる人？」

　自分も子どもたちと一いつ緒しよに見とれていた先生は、我に返ったように教科書を開き直した。

「はーい」

　子どもたちは一いつ斉せいに手を挙げた。

　どうせどの子も一回は手を挙げなさいよ、と言われてきているのだ。

　読むだけなら気楽に手を挙げられる。

「信幸おじさま、あんな端はしっこで……」

　砂沙美は気も漫そぞろで手を挙げるどころではなかったが、ビシッと背広を着て新しいネクタイを締しめた信幸は世にも嬉うれしそうににこにこ砂沙美を見つめているのだった。

「はい、じゃ次つぎ読んでくれる人」

　子どもたちがまた一斉に手を挙げる。

　今度は砂沙美も手を挙げた。

　なるべくならノルマは早く果はたしてしまった方が気が楽だ。

「はい、じゃ柾木さん」

「はぁい！」

　砂沙美は元気に返事をすると、席を立ち、息を吸すい込んだ。

　と、その時。

「失礼。三年一組はこちらかな」

　深いバリトンが響ひびいた、と思うと長身の男が大おお股またで教室に入ってきた。

　仕立てのいい黒のスーツを着こなし、紋もん章しようの入ったネクタイを締めた眼がん光こう鋭するどい美び丈じよう夫ぶである。

「あなた、他の方々のお邪じや魔まにならぬように」

　どこかの王おう妃ひのごとくシャネルのスーツを優ゆう雅がに着こなした女がもの柔やわらかく注意を促うながした。

「前を失礼致いたします」

　いったいいくらなのか想像もつかないような友ゆう禅ぜんを着こなした黒くろ髪かみの女がにこやかにその後に続く。
















「み、美砂樹………船穂お母様!?」

　呆ぼう然ぜんとした阿重霞の顔を見、美砂樹は素早く唇くちびるに指を当てた。

　砂沙美はポカンと口を開けたまま、危あやうく教科書を取り落とすところだった。

「お………お父様！　お母様!?」

「えッ、柾木の？」

　クラスは騒そう然ぜんとなった。

「スゲェ………俺、どっかの王様かと思っちゃった」

「柾木んちってもしかしてちょー金持ち？　ベンツとかクルーザーとか持ってる？」

「砂沙美、前を向きなさい。先生に失礼だぞ」

　男は厳きびしい口く調ちようでたしなめると、射い通とおすような目で教きよう壇だんを見た。

「失礼した。どうぞ授業を続けてください」

「は、はい」

　なんて深い、男らしい声……！

　先生は手から落ちかかっていた教科書を持ち直すと、慌あわてて背せ筋すじを伸のばした。

「じゃ、柾木さん、四十六ページから」

「は、はいっ」

　砂沙美はつっかえつっかえ、教科書を読み出した。

　どうして？　なんでお父様とお母様がここにいるの!?　誰が呼んだの？

　山のような疑問が頭の中で渦うずを巻まいている。

　子どもたちは興奮した顔で後ろを振り返っては、隣となりの子と囁ささやき交かわし、親たちはあっけに取られたような顔でちらちらと目を見交わした。

　当の男は悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみしたまま、じっと砂沙美の声に耳を傾かたむけている。

「………そ、その日も、そのつ、次の日も、お父さん、は帰っ、てきませんで、した……」

　終戦間近の広島を舞ぶ台たいに取った悲しい物語である。

　樹雷皇おう家け開かい闢びやく以来初めて、スーツなるものを着た樹雷皇は厳げん粛しゆくな顔で戦争の話を聞いていたが、カッと目を見開くと隣の教室まで響ひびくような声で一いつ喝かつした。

「私語を慎つつしめ！　君たちは国家の歴史を学んでいるのだぞ！」

　たちまち水を打ったように教室は静まり返り、一クラス三十七名、計七十四の瞳ひとみが集中した。

「我わが皇家にも悲ひ惨さんな歴史は数多くあった。国家間の熾し烈れつな戦争も経へてきた。だが、いいか。過去の教きよう訓くんに学ばねば、平和な未来など願うべくもない。歴史の真実を知り、未来に生かしていくのは君たちなのだ。日々学ぶことのひとつひとつが君たちの土台を作っていく。学ぶ時は全力で学び、遊ぶ時は全力で遊べ。君たちは一人残らず、そういう才能を持っているはずだ」

「あなた」

　船穂が静かに顔を上げた。

「う、うむ……」

　樹雷皇ははたと我に返ると、教きよう壇だんに向かって重々しく会え釈しやくした。

「重かさね重がさね失礼した。わしの方こそ私語を慎まねばならぬな。では授業を始められよ」

「それでは、今度は主人公の気持ちをみんなで考えてみましょう」

　先生はぼうっとなったまま教科書を手に取ったが、何かやむにやまれぬ思いに駆かられたかのように、また教科書を置いた。

「今、柾木さんのお父様がとてもいいお話をしてくださいました。皆みなさんが勉強しているこの物語は、本当にあったことなのです。けっして作り事や空想ではありません。お父様がおっしゃったとおり、皆さんが今感じているひとつひとつが私たちの未来を作り上げていく基き礎そになるのです。先生も一いつ生しよう懸けん命めい教えます。だから皆さんも一生懸命勉強してくださいね」

　船穂と美砂樹は目め配くばせを交わし、微ほほ笑えみ合った。

　いい先生ね、と船穂の目が語っている。

　皇立学院で学ぶより、ずっと多くのことを学べそうね、と美砂樹が微笑み返す。

　樹雷皇は内心バツの悪い思いで立っていたが、どうしても視線が砂沙美の後ろ姿に吸い寄せられてしまうのだった。

　よしよし、いい子じゃ……心の中で思い切り相そう好ごうを崩くずす。

　地球の小学校とやらもなかなか良いではないか。

　と、廊ろう下かの向こうで勝仁がにやにやしながらピースサインを送っているのが目に入った。

「うぬぬ……」

　あのバカ息子むすこめが、わしらをおちょくりおって──那由他は持って帰るぞ！

　樹雷皇のプライドも、策さ士くしの息子にかかっては形かた無なしである。




「鷲羽さん……」

　天地はモニターの前で絶ぜつ句くしたまま振ふり向いた。

「遥照殿どのにしてやられたわ」

　鷲羽は面おも白しろそうに笑うとモニターをそのままにして立ち上がった。

「魎呼の出番はなかったわね。さて、迎むかえに行きましょうか。スパイアイはあそこに常じよう駐ちゆうさせとこうっと」




　その夜、柾木家は秘酒中の秘酒、那由他と、豊かな秋の恵めぐみを囲んで大いに盛り上がった。

「お父様、お母様、今日は来てくれてホントにありがと！　砂沙美、ちょー嬉うれしかったよ」

「よしよし、しっかり勉強するんだぞ」

　父の膝ひざに上がり込んでとろけそうな顔の砂沙美を見下ろす阿主沙の顔は、上じよう機き嫌げんである。

「お兄様ったら、わたくし心臓が止まるかと思いましたわ！」

「那由他を飲むと千年寿じゆ命みようが延のびるそうじゃ」

　勝仁は素そ知しらぬ顔で阿重霞に言い返した。

「可か愛わいい妹のためじゃ。いいではないか」

「ホント、うめェな、この酒」

　魎呼は陶とう然ぜんとした顔で天地に笑いかけた。
















「授業参観、面白かったぜ。今度は運動会とやらだな」

「はいはい、俺はもう何にも言わないよ。どうせならみんなでぱぁっと行こうじゃないか」

　天地はついに根こん負まけして笑い出した。

「その時はまた腕うでを振るいましょう」

　ジョージは天地に目め配くばせを送ると、空からの杯さかずきを差し出してささやかな見返りを要求した。







ＳＵＢＪ…先日は……




　父上ならびに美み砂さ樹き母上、船ふな穂ほ母上、遠えん路ろはるばるお越こしいただきまして誠まことにありがたく、御おん礼れい申し上げます。

　砂さ沙さ美みの元気な姿を見てご安心なさったのではと存じます。

　あれからしばらく「砂沙美んちの偉えらいお父さんときれいなお母さん（ときれいなおばさん）」の話でクラスの方も盛もり上がっていたようです。

　砂沙美が言うには「いろんなこと聞かれてバレないように説明するのちょ～大変だった」そうですがご心配なく。

　ちゃんと地球の小学校の実情に合うよう知ち恵えを授さずけましたので。

　そんなわけで父上と母上は「日本政府の命を受けて外交や折せつ衝しよう事ごととかそーいうお仕事」についていて「いっつも外国に行ってる」ので、「親しん戚せきの勝かつ仁ひとおじさまの実家にお姉ちゃんと預あずけられている」と、いうことになっております。

　今度いらっしゃる時はくれぐれも「わしの国では」などと口走らぬよう伏ふしてお願い申し上げる次し第だいです。

　御お三さん方かたでいらっしゃるといやでも人目を引きますので、今度はできれば交こう替たいでいらしていただけると砂沙美の苦労が少なくて済すむかと存じますが……。




　さて、父上秘ひ蔵ぞうの那な由ゆ他た、大変美お味いしゅうございました。

　その昔、初うい陣じんの祝いわい酒としていただきました折おり、「生きて帰ってもう一度、勝利の美酒として味わうのだ」と密ひそかに決意したことをふと思い出し、何とも切なく懐なつかしく思わず涙るい腺せんが緩ゆるむところでした。

　父上が約束を守って下さり、惜おし気げもなくふるまって下さったお心に深く感かん謝しや申し上げます。

　我わが樹じゆ雷らい皇おう家けゆかりの者だけではなく、魎りよう呼こや鷲羽わしゆう殿どのもともに杯さかずきを酌くみ交かわしたことをしみじみと嬉うれしく思います。

　この縁えにしが永遠の絆きずなとなりますよう。




　さて、今度こちらにいらっしゃる折りにはわたくし、遥よう照しようが選びに選んだ銘めい酒しゆを御ご馳ち走そういたしましょう。

　那由他には比べるべくもありませんが、地球の酒もなかなか具合がよろしいですよ。




　それでは父上ならびに母上のご健康を祈いのりつつ……。





遥　照拝　　



















天てん地ちな一日









　柾まさ木き家け名物、超ちよう天才科学者鷲羽わしゆうの研究室では今日も怪あやしい研究が続行中であった。

　鷲羽の研究室は柾木家の物もの置おきから亜あ空くう間かんを経けい由ゆしたところにある。

　と、言ってもＳＦ音おん痴ちの天てん地ちには何のことだかいまひとつ良く分からないのであった。

「触さわらぬ神にたたりなし」

「好こう奇き心しんは身を滅ほろぼす」

　と、昔から言うとおり、どちらかと言えば天地は研究室を避さけて通っているのだった。

　言うまでもなく、たたりがこわいからである。

　ある日のこと、天地が自分の部屋に引き上げようと廊ろう下かを通りかかると、研究室のドアが開いて鷲羽が顔を出した。

「天地殿どの、ちょっとちょっと」

「何ですか？」

　ドアの向こうに稼か動どう中の何か巨きよ大だいな装そう置ちが見えたので天地はちょっと身を引いた。

　その昔、怪しい装置にくくりつけられて実験材料にされかかったことがあったからである。

「何にもしないわよ。ちょっと聞きたいことがあってね」

「な、何でしょう？」

　天地は早くも及および腰ごしである。

「天地殿、何か欲ほしいものはある？」

「ありません」

　即そく座ざに答える。

「……って言うか、別に今すぐってものはないです。強しいて言えばバイクとか欲しいかなって思うけど、空を飛んだりするようなやつはいらないですよ」

「予よ防ぼう線せんを張ったわね」

　鷲羽は眉まゆをしかめた。

「もうすぐお誕生日でしょ？　だから希望だけでも聞いとこうかと思ったんだけど、その顔じゃ何にもいらないみたいね」

「いや、まあ……」

　鷲羽ががっかりした顔をしたので天地は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「何だか俺おれ、気が重くって……。昨日阿あ重え霞かさんにも聞かれたんですよ。今朝は魎りよう呼こもおんなじこと言ってたし。でも俺、手作りクッキーとかマフラーとかもらってもしょうがないような気がするんだよなあ。いや、別にもらいたくないって言ってるんじゃないんですよ。そりゃ何もらってもプレゼントって嬉うれしいもんですよ。でもそれが原因でケンカになったり、みたいなことがイヤなんです。そんならいっそ、何にもない方が気が楽かなーなんて思ったりして……」

「うーん……なるほどね」

　鷲羽は腕うで組ぐみして宙を仰あおいだ。

「その気持ちは分からないでもないわね。うん……そう、分かったわ」

　鷲羽はにっこりして頷うなずいた。

「ありがとう。もういいわよ」

　鷲羽はお愛あい想そに手を振ふると、研究室に消えた。

　天地はちょっとの間物置の扉とびらを見つめていたが、首を振って階段を上がって行った。

　鷲羽があっさり引いたのがどうも腑ふに落ちなかったが、さりとて問い返すのもこわい気がしたからである。

　誕生日の前日は実に平へい隠おんに過ぎていった。

　阿重霞は部屋にこもったきり出てこなかったし、砂さ沙さ美みとジョージは台所で料理の本を広げて何か相談している様子だった。

　魎呼はどこに行ってるのか、一日中姿を見せなかった。

　天地は平隠な一日を空の星に感謝し、叶かなわないと知りつつも明日も平和な朝が訪おとずれるよう願いながら眠ねむりについた。




　翌朝目覚めると、空は晴れ渡わたり、太陽の光は恵めぐみ深くこの地上を照てらし出していた。

　階段を降おりて居間に入ると魎呼と阿重霞が仲良くソファに腰こし掛かけて一いつ緒しよにＴＶを見ているのだった。

「おはよう、天地」

「おはようございます、天地様」

「お……はよう」

　天地はややとまどいながら返答した。

　魎呼と阿重霞は顔を見合わせ、二羽の小鳥のようにくすくす笑った。

「あなた先に言いなさいよ」

「おめーの方こそ先に言いな」

　二人はお互たがいを肘ひじでつつき合い、頰ほおを染そめて天地の方をちらちら見ているのだった。

「早くしなさいよ。あなたが言わないんだったらわたくしが言っちゃうから」

「もぉ……阿重霞のイジワル♡」

　天地が目を丸くして二人のやり取りを眺ながめていると、魎呼が急に立ち上がった。

「あの……あのなっ……」

　そこで魎呼は真っ赤になり、助けを求めるように阿重霞の方を見た。

「ダメですわねえ、魎呼さんたら。ほら、一緒に言ってあげるから」

　二人はせえの、と顔を見み交かわし、手を握にぎり合った。

「天地（様）、お誕生日おめでとう（ございます）！」

　天地はほとんど腰こしが砕くだけるかと思った。

「それでね、天地様。お昼には必ず戻もどっていらしてね。美み星ほしさんや清きよ音ねさんも来るし、ささやかなパーティをしようと思ってますの。じゃあ、それまで覗のぞいちゃイヤよ♡」

　阿重霞は天地を追い出すと、居間のドアを閉めた。

　廊ろう下かに追い出された天地は呆ぼう然ぜんとして立ち尽つくしていた。

「一体何があったんだ……!?」

　これは何か大異変の予よ兆ちようなのか。

　それともただかつがれているだけなのか。

　一夜にしてあの魎呼と阿重霞が仲良し女子高生みたいになってしまうとはどんな神の不ふ条じよう理りなのか。

　本当はここで気づくべきだったのだが、あまりのことに頭の中が半分クラッシュしてしまった天地はこう呟つぶやいただけだった。

「そういえばメシ……朝メシは一体どうなってるんだよ？」

　天地は血の気が引いたままふらふらと外に出て行った。

「うん。ここんところは適当に飛ばして、と」

　研究室で大おお掛がかりな装置を前にリアルタイムで天地の反応を追っていた鷲羽はスキップボタンを押おした。

　ろくに何もしないまま午前中はいやに早く過ぎ去り、お昼まであと五分という時になって天地は慌あわてて家に戻って来た。

「パーティ……って、俺の誕生日パーティなんだろうな」

　玄げん関かんを入ると、女物の靴くつが二足増えていた。

　居間のガラス扉とびらには女たちが忙いそがしく行き交う影かげが映り、くすくす笑いやお喋しやべりが漏もれてきた。

「早く早く！　天地様もう帰っていらっしゃるわよ」

「ねえねえケーキここでいいんですか？」

「ほら魎呼さんたら、リボンがほどけてるわよ」

　この扉の中は異空間になっているんじゃないだろうかと思いながら天地がノブに手をかけたとたん、ピタリとお喋りが止やんだ。

　開けた覚えもないのに自然に扉が開き、天上から降り注ぐ祝福のごとき「ハッピーバースディ」の大合唱が始まった。

　合唱はソプラノ、メゾソプラノ、アルトの三部でハモっていたから、よほど練習したに違ちがいない。

「天地様、おめでとうごさいます！」

「おめでとう、天地！」

　阿重霞と魎呼と砂沙美と美星と清音が天地を取り囲み、口々にお祝いの言葉を述べた。

　いつもの服装と違って皆みな聖せい歌か隊たいの少女のような白いドレス姿に色違いのリボンを結んでいる。

　居間には花があふれ、作り物の星やきらきらしたモールや短たん冊ざくやきれいなカードが飾かざられており、クリスマスと七夕たなばたと正月が一いつ緒しよに来たような賑にぎやかさだった。

「天地兄ちゃん、おなかすいたでしょ」

　和室の座ざ卓たくの上には更さらなる驚きよう異いが待っていた。

　誰だれかの結けつ婚こん式しきじゃないかと思うほど豪ごう勢せいな料理がぎっしり並べられ、真ん中には三段重ねのケーキが鎮ちん座ざしてそのてっぺんには年の数だけ、ろうそくが並んでいるのだ。

「すごい……」

「砂沙美とジョージさんで作ったんだよ」

　砂沙美は誇ほこらしげに言うと、天地の手を引っ張ってケーキの前に座すわらせた。

「いっぱい食べてね！」

　天地は一挙手一投足熱心な瞳ひとみで見つめられ、天上の美び味みを美び酒しゆで流し込んでいるうちに緊きん張ちようのあまり腹具合がおかしくなってきた。

「あのー……どうして……」

　言いかけた天地を阿重霞が遮さえぎった。

「わたくし、今日は世界一幸せですわ！　大好な天地様とお友達に囲まれてこうしてお祝いができるんですもの、ねえ、魎呼さん？」

「ああ。あたしも思うんだ。この星で天地やみんなと出会えたのはなんてラッキーだったんだろうってな」

「お料理はおいしいし、天地さんはステキだし、清音は優やさしいし、私、この星に落っこちてきて正解だったわ」

「美星って可か愛わいいでしょ？」

　清音が付け加えた。

「あんまり仲が良すぎてついケンカしちゃうの。アタシたち、ホントの親友なのよ！」

「まあ、わたくしと魎呼もそうなのよ。今いま更さら何ですけど、この世に愛と平和ほど貴とうといものはないと思いますわ」

　降ってわいたようにいきなりジョン・レノンの「イマジン」が流れ、天地は心臓がひっくり返りそうになった。

「愛と平和に乾かん杯ぱい！」

　魎呼が言うと、「この世で一番大事なもの、それはトモダチ！」というコーラスが返ってきた。

　曲は「ウイ・アー・ザ・ワールド」になり、「ラブ＆ピース・トゥギャザー」、「ウィズアウト・ユー」と来て、なぜか「ラブ・イズ・オールミュージック」で絶好調となった。

　その間、阿重霞と魎呼はお互たがい上気した顔で瞳ひとみを輝かがやかせ、愛の天使のごとく微ほほ笑えみ、うなずきあっているのだった。

「ちょ……ちょっと!!」

　ようやく天地にもこの異常な事態が飲み込めてきた。

　いくらなんでもこれはおかしい。

　このハッピーでピースでラブラブな盛り上がりは明らかに誰かが作り出したものなのだ。

　でなければ阿重霞や魎呼本来の性格からしてこんな異様な状じよう況きようになるはずがない。

　その誰かこそこの場に姿を現さないある人物であり、この異い変へん全すべての元げん凶きようなのである。

「鷲羽さん！　いるんでしょう？」

　天地は宙に向かって怒ど鳴なった。

「こういう冗じよう談だんは止よして下さいよ！　いくら俺の誕生日だからって、あんまりじゃないですか。確かに俺、ケンカはイヤだって言いましたけど、異常に仲良くなれなんて言ってないですよ!!　もう止やめて下さい！」

「どうして？　愛と平和と善意に満ちた素す晴ばらしい一日をプレゼントしてあげようと思ったのに」

　鷲羽の声が聞こえた、と思ったとたん、ベッドの上で目が覚めた。

　まだ夜中である。

「夢……か」

　天地は溜ため息をついて胸のドキドキが静まるのを待った。

「ヘンな夢見ちゃったなあ……。いくら鷲羽さんだってそんなことやるわけないのに」

　天地はもう一度溜め息をつくと、目を閉じた。

「テストして良かったわ」

　鷲羽は研究室のモニターを見ながら呟つぶやいた。

「じゃあこのへんのシステムを微び調ちよう整せいすれば完かん璧ぺき、ね」

　と、研究室の扉とびらが開き、魎呼が顔を出した。

　後ろに寝ね間ま着き姿の阿重霞も見える。

「おい、鷲羽。ちょっと相談があるんだけどさ、明日の天地の誕生日……」




　翌朝目覚めると、空は晴れ渡わたり、太陽の光は恵めぐみ深くこの地上を照てらし出していた。

「昨日は何かヘンな夢見たんだっけなあ」

　天地がぶつくさ言いながら階段を降りて居間に入ると、魎呼と阿重霞が仲良くソファに腰こし掛かけて一いつ緒しよにＴＶを見ているのだった。

「おはよう、天地」

「おはようございます、天地様」

　天地はぎょっとした。

　何もかも昨日の夢とそっくりだったからである。

「お……はよう」

　天地は恐おそる恐る返答した。

　魎呼と阿重霞は顔を見合わせ、くすくす笑い合い、肘ひじをつつき合った。

「な、何だよ!?」

　おかしい。

　これはきのうの夢の続きなのか。

　俺は目が覚めた夢を見ているだけなのか？

「どうしたんだよ、天地。あたし、何かヘンなこと言ったか？」

「おかしな天地様」

　魎呼と阿重霞は顔を見合わせた。

「なあ阿重霞。今日のトイレ掃そう除じ、あたしが代わってやろうか？」

「まあ、申し訳ないですわ。じゃ、洗い物はわたくしがやりますから」

「ウソだろ……!?」

　天地は後ずさった。

　昨日の夢が鮮せん明めいに蘇よみがえる。

「魎呼、お前本物の魎呼だよな？　阿重霞さんも本物ですよね？　夢じゃないよな？」

「何をおっしゃってるの？　もちろん本物ですわよ」

「おめー、まだ目が覚めてないんじゃねえのか？」

　阿重霞と魎呼は仲良く立ち上がり、一緒に天地のそばまで来ると目め配くばせを交かわした。

「せえので言おうな。天地（様）、お誕生日おめでとう（ございます）!!」

「うわぁぁぁぁぁっ」

　天地はくるりと踵きびすを返すと居間から逃にげ出した。

「鷲羽さんっ。悪い冗じよう談だんは止やめて下さいって言ったじゃないですか！　どこにいるんです？　俺のことオモチャにするのもいいかげんにして下さいよぉ」

「なに？　私何もしてないわよ」

　台所から鷲羽が顔を出した。

「本当のこと言って下さいよ！　昨日俺におかしな夢見せたのは鷲羽さんでしょ？　こんな手の込んだことしてどうするんですか。もう夢はいいですから、普ふ通つうの朝に戻もどして下さいよ！」

「天地殿どの、それは誤ご解かいというものだわ」

　と、鷲羽の後ろからひょっこり砂沙美が顔を出した。

「どうしたの、天地兄ちゃん？　もうすぐ朝ごはんだよ。今日はお買い物に行くのにおじさまの車に乗っけてってもらうから、天地兄ちゃんも手伝ってよ」

「親おや父じの車？」

　天地はやや落ち着きを取り戻した。

　きのうの夢は親父の話など出てこなかったから、これは夢じゃなくて本物の朝なのかも知れない。

「おっ、天地。メシが済すんだら出で掛かけるぞ。砂沙美ちゃんとジョージさんが夜、ごちそう作ってくれるんだってな。清音さんたちも早めにバイト切り上げて来るらしいし、楽しみだな」

　洗面所から出て来た信のぶ幸ゆきがにやにやしながら天地の背を叩たたいた。

「美女に囲まれて誕生日。お前はほんと、幸せ者だよ」

　釈しやく然ぜんとしないままお茶ちや漬づけを流し込み、玄げん関かんで靴くつを履はいていると、阿重霞と魎呼が二人揃そろって見送りに来た。

「天地様、行ってらっしゃい」

「だーいじょうぶ、心配すんなって」

「天地殿、まだ疑ってるの？」

　鷲羽はにこにこして二人の方に顎あごをしゃくった。

「そんなに気になるんだったら鷲羽ちゃんがほっぺたつねってあげようか？」

「いいですよ」

　天地は憮ぶ然ぜんとして玄関を出て行った。




　買い物から戻っても阿重霞と魎呼はまだ仲良くしていた。

　天地様はちょっとお稽けい古こでも行ってて下さいな、というわけで家を追い出されてしまった天地はじっちゃんのところに行って、しっかり夕方まで草取りをやらされ、くたくたになって戻って来た。

　玄関には玄関には女物の靴が二足、増えていた。

「何だか同じ展開になりそうな気がするな……」

「何をぶつくさ言っておる？」

　勝かつ仁ひとはさっさと草ぞう履りを脱ぬいで勢いよく居間の扉とびらを開けた。

「ハッピーバースディ、トゥーユー……」

　天使の合唱は途と中ちゆうで途切れ、女たちは当とう惑わくして顔を見合わせた。

「おお、これはどうもご丁てい寧ねいに──」

　勝仁は重々しく一礼し、そのまますたすたと和室の方に歩いて行った。

「だから違ちがうって言ったじゃんか！」

「言わなかったわよ！　あなたがつつくからてっきりそうだと……」

　入り損そこねた天地が目を丸くして突つっ立っているのに気づいた途と端たん、魎呼と阿重霞はにぃ～、と笑った。

「天地様、お疲つかれさまでしたわね。さあさあ、手を洗ってこちらにどうぞ」

「あたしたち、ケンカしてたわけじゃないからな」

　天地はますます妙みような気分で食しよく卓たくについた。

「いやー、砂沙美ちゃんて料理の天才だよな」

「わたくしの妹ですもの、当然ですわ」

　魎呼は一いつ瞬しゆんムッとした顔をしたが、慌あわてて笑え顔がおを作った。

「うん。いや、そーいうこともあるかも知れねえな」

「そうですわ。何と言いましてもわたくしはあなたのような……」

「お姉様！」

　砂沙美が眉まゆをしかめたので阿重霞ははっと我に返った。

「……力強い方がいると何かと助かりますわ」

　阿重霞はホホホと笑い、食卓は妙な雰ふん囲い気きに包まれた。

「そうとう苦しいわよねえ。これって朝からやってんの？」

「ちょっと美星、余計なこと言うんじゃないわよ！」

　天地が箸はしを止めたまま振ふり向いたので、清音は慌てて営業スマイルを浮うかべた。

「今日はとっても素す敵てきなパーティにお招きいただきまして……」

「キヨちゃん、それじゃかえってヘンだわよ」

「アンタはねえ……！」

　清音が目を吊つり上げたとたん、黙だまってごちそうを食べていた鷲羽が指を一本上げた。

「……唐から揚あげ取ってあげようか？」

「けほけほけほ」

　二人の様子を見ていた砂沙美はジュースにむせて、しばらくジョージに背中をさすったり叩たたいたりしてもらわなければならなくなった。

「あ～苦しかった。鷲羽ちゃん、こんなのやっぱり無理だよ」

「？？？」

　天地は女たちの間に何か秘密があるのを感じたが、何だかこわくて聞けないのだった。

「天地様、もっと召めし上がって下さいな」

　妹の口を塞ふさごうと阿重霞が手を伸のばしたとたん、ジュースのビンが倒たおれ、魎呼のシマシマドレスに水たまりを作った。

「てめえっ、やりやがったな！」

　魎呼は反射的に立ち上がり、阿重霞の胸ぐらをつかんだ。

「違ちがうわよっ、この腐くされ女が!!」

「ダメだって。お姉様たち、ケンカしたら罰ばつ金きん……」

「罰金!?」

「何でもないのよ、天地さん」

　砂沙美はつかみ合いをしている姉たちを必死で止めに入り、清音はとっさに美星の口を塞ふさいだまま顔を引きつらせた。

「ちょっと清音ったら、私まだ何にも言ってないってば！」

「ダメよっ。この手を離はなしたら最後、アンタは一から十まで全部喋しやべっちゃうんだから！」

「イエローカード！　あんたも、あんたも、あんたもよ！」

　とうとう鷲羽が立ち上がり、魎呼と阿重霞と清音に指を突つき付けた。

「この私がこんなに苦労してるのに、あんたたちときたら！　心に残るお誕生日プレゼントにしたいって相談しに来たのは一体誰だったかしらね？　どうせこういうことになるんだったら鷲羽ちゃんのバーチャル・リアリティ・システムを使えば完かん璧ぺきだったのに、あんたたちがどうしても自分でやるって言うから……」

　鷲羽は諦あきらめたように肩かたをすくめた。

「悪かったわね、天地殿どの。今日ぐらい、君の望む一日をプレゼントしてあげようと思ったのに、この大だい根こん役やく者しやどものお陰かげでブチ壊こわしだわ。砂沙美ちゃんだって一いつ生しよう懸けん命めいお料理作ってくれたのにねえ」

「あのねえ、ケンカしたら罰金って言い出したのは魎呼お姉ちゃんなんだよ」

　砂沙美はついに秘密を暴ばく露ろした。

「今日一日だけは絶対ケンカしないことにしようって。どんな小さな口ゲンカも禁止。鷲羽ちゃんが、天地兄ちゃんはそういうのが一番嬉うれしいだろうからって言って、みんなでそうすることに決めたんだよ」

「そうだったのか……」

　やっと謎なぞが解とけたとたん、何だか力が抜ぬけてしまった。

「俺、またどんな恐おそろしい秘密があるんだろうと……」

　天地はタオルを取ると、魎呼の手に押おし付けた。

「ほら、ケンカは後にして早く拭ふきなよ」

　阿重霞と魎呼が顔を見合わせたのを見、天地は苦く笑しようした。

「そんなに無理しなくても良かったのに。でもその気持ちだけで俺は嬉うれしいよ。砂沙美ちゃん、おいしいお料理ありがとう。大変だっただろ？　美星さんも清音さんも忙いそがしいところ来てくれてありがとう」

　最後に鷲羽の方を向くと、この小こ柄がらな天才科学者はそっぽを向いたままワインを飲んでいるのだった。

「鷲羽さん、疑ったりしてゴメン。ホントにいい誕生日になったよ」

「お礼を言われる程ほどのことは何もやってないわよ」

　鷲羽は居い心ごこ地ち悪そうに手を振ふった。

「砂沙美ちゃん、もうケーキに行きましょ」

「うん！」

　砂沙美はろうそくに火をつけた。

「天地兄ちゃん、さあどうぞ！」

　天地はろうそくを吹ふき消した。

「お誕生日おめでとう！」

「おめでとうございます！」

　歓かん声せいが上がり、拍はく手しゆが起こってやっと誕生日の雰ふん囲い気きが戻もどってきた。

「ま、今日は勘かん弁べんしてやるぜ、阿重霞」「うるさいわねっ。シミになるから早く着き替がえて汚よごれ物水につけてらっしゃいな」

　この二人もいつもの調子が戻ってきたらしい。

　天地がにこにこしていると、砂沙美が早さつ速そくのぞき込んできた。

「あ、天地兄ちゃん、笑ってる！」

「うん……」

　天地はちらりと鷲羽の顔を見た。

「砂沙美ちゃん、鷲羽ちゃんにね、二万何歳さいになったか聞いておいでよ」

「私は永遠の十三歳なの！」

　そっぽを向いてはいるが、ちゃんと聞いているのである。

「おっ、みんなやってるな」

　帰ってきた信幸が居間を覗のぞき込んだ。

「今始まったばかりじゃよ」

　勝仁は盃さかずきを持ち上げた。

「楽しそうじゃないか、天地？」

「うん。絶好調だよ」

　と、初めて鷲羽が笑った。

「叶かなわぬ夢より目先のホームドラマ。君ってつくづくそういう人なのね。この天才鷲羽ちゃんが君のためにせっかくバーチャル・リアリティ・システムを作ったっていうのに」

「そんなことないですよ。俺の夢はですね……」

　天地は鷲羽の耳に何事か囁ささやいた。

「あら……あらまあ、そうだったの？」

　鷲羽はにやにやした。

「なに？　なんのお話？」

　阿重霞たちが目ざとく割り込む。

「天地殿どのはね、三百六十五人の美女と日替わりでごはんを食べて、夜な夜な違ちがう話をしてもらうのが夢だそうよ」

「鷲羽さん!?」

　天地は仰ぎよう天てんした。

「何言ってんですか！　俺はただ、何とかシステムなんかなくてもみんな仲良く暮くらせたらって……」

「冗じよう談だんよ、冗談」

　鷲羽は涼すずしい顔で答えた。

「私のシステムもそのぐらい使ってもらいたかったって話。それはそうと、天才鷲羽ちゃんの研究室はいつでも君を待っているわよ、天地殿？」

「あたしが使わせてもらうぜ！」

　早さつ速そく魎呼が名乗りを上げた。

「バーチャルな夜を天地とラブラブ」

「わたくしが先ですわ！」

　阿重霞が敢かん然ぜんと割り込んだ。

「お花畑で天地様とツーショット……」

「砂沙美、遊園地の方がいいなー」

「ええー、やっぱりお好み焼き屋さんじゃないですか？」

「ちょっとちょっと、今日の趣しゆ旨しはそういうんじゃなくって……」

　砂沙美と美星と清音が参戦し、誕生日の不ふ戦せん条約はあっというまに異い次じ元げんの彼方かなたとなってしまった。

「これだからね」

　鷲羽は露ろ骨こつに溜ため息をついた。

「まあ、天地殿がこれでいいっていうならしょうがないけど」

「これでいいですよ」

　天地はホッとしたように笑え顔がおを見せた。

「いいんですよ。フツーが一番です」

「箸はしにも棒にもかかんない奴やつね、君は」

　鷲羽は笑い返すと、天地のグラスにワインを注そそいでやった。








あとがき









　いつも「天地」を応おう援えんして下さる皆みなさん、ありがとうございます。

　紆う余よ曲きよく折せつ、書き継ついできた小説もこれで十を越こえました。

　十一冊目の本は再び短編集です。




　前の短編集が柾木家の四季なら、今回はメンバー一人一人の歳さい時じ記きといったところでしょうか。

　こうして書き続けて来られたのもひとえに皆さんの応援のお陰かげだと感かん謝しやしております。

　以前あとがきで、短編は難しいものだと書きましたが、今もその思いは変わっておりません。

　アイデアが泉のごとく湧わき出るような、そんな上等な頭を持っていない作者にとっては、毎月毎月が試し練れんの連続です。

　皆さんに楽しんでいただけるよう、作者なりに趣しゆ向こうは凝こらしているつもりなのですが……。

　それにしても「天地」には和風の素材が似に合あうなぁ、と改めて思います。

　もともと和風テイストを持った作品ですから、当たり前と言えば当たり前なのですが、桜や紅葉がことのほか似合うように感じられるのは、柾木家の住人が穏おだやかな自然の中で暮らしているからでしょうか。

　タイトルや素材を探すのに歳時記を眺ながめたりしていると、きっと勝かつ仁ひとや信のぶ幸ゆきも秋の夜長に同じ本を手に取ったりしているに違ちがいない、と思ったりするのです。

　ＢＧＭは虫の声やさわさわと鳴る船ふな穂ほの葉は擦ずれの声でしょうか。




　さて、灯とう火か親しむ候、作者の方はなかなかまとめて本を読む時間が取れないのが悩なやみの種なのですが、我らが主人公、天てん地ち君はいったいどんな本を読んでいるのでしょう。

　男の子らしく推理小説なんかは好きそうな気がしますが、歴史物なんかもけっこう好きかも知れません。父親の商売上、建築関係の雑誌も手に取ったりして。

　声こわ高だかには言わないけれど、仏像や神じん社じや仏ぶつ閣かくにはけっこう造ぞう詣けいが深かったりするのかも知れません。

　その前に、ガールズに囲まれて、どうやって本を読む時間を捻ひねり出しているやらとも思いますが。

　信幸さんの愛読書は少女マンガでしたが、他にも話題の本は一応目を通していそうな気が……そして勝仁さんがふらっと来ては「失しつ楽らく園えん」なんかを借りてってしまう……ありそうな気がします。

　それでは阿あ重え霞かや魎りよう呼こたちガールズは？？

　鷲羽わしゆうちゃんは別として、どうもあまり本を読んでいる光景というのが思い浮うかばないのですが、皆さんと同じようにそれぞれお気に入りの本があって、一人の時間に紐ひも解といているのかも知れません。

　そう、いつも一いつ緒しよにドタバタしているように見えるガールズたちにも自分を振ふり返かえったり、ひとり物思いに耽ふけったりする時間があるのではないでしょうか。

　そして、それぞれ胸の中に誰だれも知らない物語を秘めている……。

　少し視点を変えて一人一人のストーリーを取り上げてみるのもいいかな、と思っております。




　さて、遅おそくなりましたが夏に公開された映画「真夏のイヴ」は楽しんでいただけたでしょうか。

　劇場版をやらせていただいたおかげで、映画関連の様々なイベントにもお声をかけていただきました。

　イベントやサイン会に来てくれた皆さん、ホントにありがとうございました。

　もっと時間があれば一人一人の方とお話ししたい、壇だん上じようから降りて皆さんの話が聞きたい、心からそう思いました。

　人前で喋しやべったりすることが得意とは言えない（はっきり下手だと言った方がいいかも知れません）作者ですが、皆さんから受け取った応援に応こたえるべく、小説の方でがんばっていきたいと思っております。

　この本の中にもオマケの書き下ろしをプラスしました。

　ちょっと複雑な天地くんの表情を楽しんでいただけるといいな、と思っております。




　猫ねこが散らかした仕事部屋にて


長谷川菜穂子　　
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月刊ドラゴンマガジン１９９７年４月号～10月号

「天地な一日」は文庫のための書き下ろし












天てん地ち無む用よう！ 魎りよう皇おう鬼き




家か内ない安あん全ぜん編へん








長は谷せ川がわ菜な穂ほ子こ
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